
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　使途不明、それでも脅威　Radiosonde_Castle.









　イギリス、ロンドン。

　聖ジョージ大聖堂には大勢の人達が集まっていた。

　神父や修道女、と言っても間違いではない。

　しかしこの場合、魔ま術じゆつ師しと呼んだ方が役割としては適切である。召集を受けた老ろう若にやく男なん女によは普ふ段だんの大聖堂の静せい寂じやくを引き裂くような勢いで、縦横に行き交い様々な情報のやり取りを行い、またイギリスから遠く離はなれた遠えん隔かく地ちの味方と通信を行っている。

「状況はどうなっています？」

　と尋ねたのは、神かん裂ざき火か織おりと呼ばれる東洋人の魔術師だ。

　ポニーテールにまとめた黒髪、へそを出すように裾すそを絞ったＴシャツ、デニム地のジャケットとパンツは、それぞれ片腕と片足が付け根まで見える形で布をカットされている。ウェスタンベルトに提さげた長大な日本刀といい、とても十字教の関係者には見えないが、これでも日本に伝わったある宗派のトップ、『女教皇プリエステス』を務める女性である。

「先ほどよりも上がっちまっています」

　と答えたのは、シスター＝アニェーゼ。

　鉛筆程度の太さの三つ編みをたくさん施ほどこした髪の小柄な少女は、本来ならローマ正教に属していたはずの少女だ。

「高度五万二〇〇〇メートル。イギリス上空を通過し、今はユーラシア大陸……フランスへと差し掛かろうとしている所ですね」

　アニェーゼが宙で指先を軽く揺すると、聖堂の冷たい壁に映像が映し出される。

　雲すらない、酸素もほとんどゼロの空域。

　不純物がないのが逆に生物へダメージを与えそうなクリアな青色の中に、十字の形をした構造物が浮遊しているのが分かる。

　周りにスケールを対比できるものがないので、明確な大きさは分かりにくいが……、

「縦横の長さはおよそ二〇キロ、という話でしたね」

「こんなもんがあの高さから落ちちまえば、地球の氷河期は回かい避ひできねえでしょうね」

「……、」

　神裂は映像に目をやり、わずかに視線を鋭くさせる。

　この形状、スケール感、そして空中に浮遊するという特性。それらに、かつて世界中を混乱に陥おとしいれた、『あの』要よう塞さいを思い浮かべるのは彼女だけではないだろう。

「科学サイドからの情報提供によると」

　アニェーゼは報告を続ける。

「ここまでの高度になっちまうと、空気が極きよく端たんに薄うすくなるため、飛行機が機体を浮かばせるための力を確保できねえそうです。……揚力、っていうんでしたっけ？　一方、ロケットなどを使おうとしても、この高度に到達はできるけど、その場に留とどまる事ができねえ。そのまま突き抜けちまうから、要よう塞さいへ干渉するのは難しいそうです。いずれにしても、パラシュートなどで人員を要塞へ送るのは難しいでしょう」

「では、この要塞はどうやって浮かんでいるんですか？　やはり魔ま術じゆつ……？」

「それも分かっちゃいません」

　小柄な修道女は首を横に振って、

「中間圏ラジオゾンデとかいう、観測用の機材を積んだ学園都市製の風船なら、この高度を漂う事もできるそうです。……ほら、ここ、この辺り。ガスタンクみてえなのがあるの分かります？」

　アニェーゼが映像を拡大すると、十字状の要塞の下面に、二〇〇～三〇〇ほどの、金属でできた球体のようなものが設置されているのが分かる。

「我々は便べん宜ぎ上じよう、このターゲットをラジオゾンデ要塞と呼称しています」

　彼女はそこで言葉を区切り、

「浮力を発生させているであろう物の第一候補がこのバルーン群です。科学サイドの方でも似たような見解が出ているものの、具体的にこのサイズ、この数のタンクで必要な浮力を与えられるガスに心当たりはないとの事ですが」

　本当に知らないのか、情報の開示を渋っているのかは知りませんがね、と彼女は付け加えた。

　神かん裂ざきは顎あごに手をやり、

「……今度の敵は、科学か魔術か、それすらも分からない。しかしそれでいて、いきなり地球を壊かい滅めつさせるほどの手を打ってきた……」

「上は別動隊を編成して出所を洗っているようですね。アイスランドから浮上したものですので、その辺りを中心的に洗うそうですが、それはウチに限らず、様々な組織が動くでしょう。……あなたは自分の仕事に集中しちまった方が良いと思いますよ」

　神裂に任された仕事。

　言うまでもなく、それはラジオゾンデ要塞の問題を解決する事だ。

　敵が具体的にどこへ落とすつもりかは知らないが、それを黙だまって見ている訳にはいかない。

「具体的に、私のやるべき事は？」

「科学サイドは弾道ミサイルによって撃うち落とす案も考えたそうですが、先ほども言った通り、浮力を与えるシステムの確信はありません。要塞下部のバルーン群も仮説でしかありませんしね。下へ手たな刺激でシステムを破壊し過ぎれば、一気に急降下……いえ、小惑星のような墜つい落らくすらありえるんです」

「つまり手を出す前に、どうやって要よう塞さいを浮かばせているか知る必要がある、と？　遠くから観察するだけでなく、実際にラジオゾンデ要塞へ乗り込んで」

「最低でも浮力の正体については解析する事。それと、魔ま術じゆつサイドであれ科学サイドであれ、乗組員の有無と迎げい撃げき用の兵器や霊れい装そうなども確認が必要ですね」

　アニェーゼは一つ一つチェックをつけるように言う。

「可能であれば、その場で浮力の源へ干渉し、少しずつゆっくりと降下させてもらえればベストです。それなら氷河期のような結果は生みません」

「しかし、先ほども言われたように、ラジオゾンデ要塞には接触する術すべがないのでは？　飛行機では揚力が得られない、ロケットでは一いつ瞬しゆんで通り過ぎてしまう、という話だったはずですが」

　魔術を使った飛行は推すい奨しようされない。

　正確には、空を飛ぶ魔術は山ほどあるが、撃うち落とす魔術が正確すぎて、いつでも妨ぼう害がいを受けてしまうのだ。これは他ならぬ彼女達十字教の一二使徒の一人、ペテロが有名すぎる伝説を作ってしまったのが大きい。

　当然、今回の事態には黒幕がいる。

　まだ科学か魔術かも分からないが、仮に相手が魔術師である場合、神かん裂ざきが行う魔術的な飛行を潰つぶしに来る可能性は高い。『失敗すれば最悪、人類が滅びる』状況で、切り札を手にした神裂がそんな不安定な方法を取る訳にはいかないのだ。

「ラジオゾンデ要塞への干渉方法については、ウチのトップが科学サイドと協議を続けている最中だそうですよ」

「……候補はいくつかあるものの、今は待機といった所ですか」

　神裂は壁に映った映像を睨にらみつけながら、内心では自分の感情をコントロールしきれていない事を自覚していた。

　世界の危機へ対応する事。

　これが、第三次世界大戦を終結させるために、北極海へと消えていった『あの少年』がいつも抱いていたものなのか……今さらながら、神裂はそう考える。

　彼女とてプロの魔術師であり、それ相応の危機に対処するために綱つな渡わたりの行動を起こした事も何度かあるが、ここまでの規模となると数えられるほどしかない。

　そして、『魔術サイド』という、ある種安定した箱庭の中で力を振るっていたこれまでの事件と違って、科学か魔術か、相手がどこに属しているかも分からない所から取り組むとなると、これまでの経験はほぼ通用しないと言っても良い。

　だが『あの少年』はそんな世界を歩いてきた。

　科学と魔術、二つの世界を行き来し、自分の立っている場所が安定しているかどうかも分からない状況で、数々の敵と相対し、数々の悲劇を阻そ止ししてきた。

「（……プロの魔術師がこんな事を考えるのは不ふ謹きん慎しんでしょうが）」

　その存在は、大きい。

　世界で二〇人もいないとされる『聖人』の彼女でさえ、そう思うほどに。

「（……やはり、この場に『あの少年』がいれば。具体的に戦場へ向かわせるのではない、ただこの場に『あの少年』さえいれば、それだけで『流れ』が変わる。どうしてもそう思ってしまいますね……）」

　北極海へと沈んだ少年はもういない。

　頼たよる事ができないのなら、彼のいない世界で戦い続けるしかない。

　そう思っているのは彼女だけではないはずだ。天あま草くさ式しき十じゆう字じ凄せい教きようの五いつ和わや建たて宮みや斎さい字じ達も、表には出さなくとも各おの々おのの決意を固めているはずだ。

　そんな風に過去形でしか思い出せない自分自身にわずかに憤いきどおる神かん裂ざきに、同じ日本の宗派の少女、五和が携帯電話のマイクの部分を片手で覆おおった状態で、神裂に話しかけてきた。

　神裂同様、あるいはそれ以上に落ち込んでいたはずの五和だったのだが、

「……あのう、その上かみ条じようさんが学園都市に帰ってきたって連絡があったんですけど」

「ええっ!?　何で!!」








第一章　新たな領域、のちに魔術　Lecture_One.









　　　　１




　上かみ条じよう当とう麻ま、一方通行アクセラレータ、浜はま面づら仕し上あげ。

『新入生』を撃げき破はし、フレメア＝セイヴェルンを助け出した彼らは、各おの々おのの携帯電話を突き合わせていた。

「アドレス交換、と」

「面めん倒どう臭くせェ……」

「ほい、ほい、完了」

　携帯電話を操作している浜面は、スリムな駆動鎧パワードスーツから普ふ段だん着ぎに着替えていた。どうやら駆動鎧パワードスーツの通信機能を使ってどこかに連絡したらしく、脱いだ駆動鎧パワードスーツは所定の場所に隠しておいて、別の人間に回収させるつもりらしい。

「……っつか、何でアンタのケータイ、千ち切ぎれた紐ひもがくっついてんの？」

「げっ……ストラップ取れてる。まったく不幸だ……」

「あの北極海に落ちたんだ。お前の手足がワンセット揃そろっているだけでも奇跡だよ」

　呆あきれたようにバードウェイは言う。

「……これから先の領域についてきたいのなら、『世界の片側』だけを眺めているだけでは追いつかなくなるだろう。『ヤツら』の事を知るためにも、まずは『もう片側』にも目をやる必要があるぞ」

『ヤツら』というのは、この世界の深い所に関かかわる大きな問題であるらしい。

　黒くろ夜よる海うみ鳥どりやシルバークロース＝アルファがフレメアを経由して一方通行アクセラレータや浜面仕上を抹まつ殺さつしようとしたのも、『ヤツら』と戦うための体制を整えるのが目的だったという。

　そして、バードウェイの言う、世界のもう片側。

　学園都市を科学サイドと規定するなら、その対ついとなるもの。

　魔ま術じゆつ。

「……必要な情報を集める分には構わねェ」

　一方通行アクセラレータは吐はき捨てるように言う。

「だが、こンな所で悠長に長話をするつもりもねェぞ。『新入生』とやらを実質的に指揮してきた連中は叩たたきのめした。ただし、それで脅きよう威いが一〇〇％取り除かれた訳じゃねェ」

「確かに」

　バードウェイは頷うなずく。

「その言い分だと、そっちの二人……名前は何だったか。まぁ、『新入生』に直接狙ねらわれていた二人の関係先はリスクがあると考えた方が良いだろうな。こちらとしても座って話せる場所が欲しいし、それ以外のポイントを探した方が良い」

「そんな都合の良い場所なんてあるのか？」

　浜はま面づらが尋ねると、バードウェイは親指で適当に差した。

　上かみ条じようの顔を。

「そいつん家ち。……馬ば鹿かが女に頭を下げる分にも好都合だ」




　　　　２




　そんな訳で、上条、一方通行アクセラレータ、浜面、フレメア、バードウェイと部下の黒服達は高校生の学生寮りようへ向かう事に。

　夕暮れの道すがら、上条は何な故ぜか肩を落としていた。

　浜面は怪け訝げんそうな顔で、

「……一体どうしたんだ？」

「いやね」

　上条は力のない言葉で、

「第三次世界大戦のどさくさで、俺ってなんか死んだ事になってるみたいなんだ。となると……いろんな人を心配させてるかもしれないなーって。どの面つら下げて会いに行けば良いのかも良く分かんないし」

　今回ばかりは嚙かみつきなんかじゃ済みそうにないな……と、上条は意味不明な事を呟つぶやいている。

　バードウェイは嘲あざけるように笑い、

「しかし生きているのなら帰らない理由も特にないだろう。どこをどう進んだって結局通る道だ。だったら早い内に済ませておけ」

「歯医者みたいなものだと考えれば良いのかなあ……」

　すっかり落ち込む上条を見て、浜面は提案した。

「もうどうしてもやるしかねえなら、せめて発破をかけるしかねえんじゃねえの？」

「どういう事？」

「酒でも飲んでテンション上げちまえよ」







　この数日で、御み坂さか美み琴ことの心境には徐々に変化が生じていた。

　意気消沈の底から、焦しよう燥そう感かんが湧わき出してきているのだ。

　第三次世界大戦の終盤、巨大な要よう塞さいと一いつ緒しよに北極海へと消えて行った上かみ条じよう当とう麻ま。

　あの少年があんな戦争の一番の核となるような場所にいたという事は、やはり『世界を動かしている勢力からの、何かしらの力』の働きかけがあったのではないか、と美み琴ことは考えている。直接それが原因ではなくても、間違いなく美琴よりも膨ぼう大だいで正確な情報を収集しているだろう、とも。

　学園都市。

　その『闇やみ』。

　近づきたいとも思いたくないが、彼らのネットワークは世界中から決して閲覧してはならない情報をかき集めている。

　美琴は『闇』との明確な窓口を持っていない。

　しかし、窓口はなくても侵入する方法はある。

　当然、それにはリスクを伴うだろう。美琴の侵入に向こうが気づかないとも限らないし、気づかれれば何かしらの迎げい撃げき策さくが講じられるのはほぼ確実だ。美琴がこうして侵入を考こう慮りよしている事自体、向こうに勘かん付づかれればその時点で『「闇」が動く』可能性があるかもしれないのだ。

（……それでも）

　上条当麻の生死を知る必要がある。

　ただ願うだけではない。

　正確な情報を知る。そうでなければ、御み坂さか美琴はこれから先、どの方向に向かって歩けば良いのかも分からなくなる。

　そこまで思い悩み、具体的なハッキングの手順まで考え始めた美琴だったが……、




「うーい……そこにいるのはミコっちゃんじゃな～い？」

　と、何やらべろんべろんになった少年が話しかけてくる幻覚が見えるのは何な故ぜだ？




　そのツンツン頭の幻覚は、どこで調達したかも分からないネクタイを額に巻き、右手の親指と人差し指で折おり詰づめの寿す司しの紐ひもを摘つまんでぶら下げ、がに股またの千ち鳥どり足あしでこちらへ近づいてくる。
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　いいや。

　これは。

　第五位の超レ能ベ力ル者５とかが作り上げた幻覚とかじゃなくて……。

「ええっ!?　何で！　何でこんなトコにいんのよアンタ!?　第三次世界大戦は、北極海は、し、死んだはずじゃ……い、一体何がどうなって……っ!!」

「むおっ、そうだ重要な事忘れてた」

「はいはいそうそうその調子!!　言ってみなさい美琴さんに。あの後どうなったのか。っていうかそもそも、何でアンタ学園都市を飛び出して大戦のど真ん中なんかにいたのか……っ!!」

「はいミコっちゃんこれおみやげー」

「お土産みやげじゃねえよ!!　昭和の懐なつかしコントに出てくるヤツよねこのお寿す司し!?」

「わんわん」

「もう脈絡もないし人語ですらないし!!　……何だろうこの感じ、ママがとてつもなくダメになった時と通じるが、何一つその経験を応用できない……っ!!」

　寿司の折箱を渡されたまま頭を抱える美み琴ことだったが、問題の少年の方はどうやらそれで本当に用を済ませたと考えているらしい。美琴の元から離はなれ、ふらふらとどこかへ歩いて行ってしまう。

　ここで逃がすととんでもない事になる。

　具体的に言うと三冊分ぐらい出番なしとか普通にあり得る。

　直感で御み坂さか美琴はそう判断し、慌あわてて少年の後を追った。

「ちょっと待って、待ちなさい!!　ふざけんな、こんなので納得できるか!?　勝手にいなくなったり出てきたり！　今日という今日こそこれまでの事全部話してもらうわよ！」

「一一月って三五日まであったっけー……？」

「こんの……い・い・か・げ・ん・に・しろーォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　と、思わず前髪から青白い火花を散らす美み琴こと。

　彼女は学園都市第三位の超レ能ベ力ル者５で、電気系では最強ランク。『超電磁砲レールガン』の異名を実現する土台として、最大で一〇億ボルトもの高圧電流を操る事ができる。

　なので、『思わず出ちゃった』雷らい撃げきの槍やりも相当の破は壊かい力りよくを生み出すはずなのだが、

「ふにゃり」

「な、何ぃ!?」

　泥でい酔すい者しや特有の不自然な動きで回かい避ひされ、思わず顔を青くする美琴。

　あのツンツン頭の少年は（どういう理屈か、正確な所は彼女も知らないのだが）美琴が扱うような超能力を軽々と打ち消す力を持つ。これまでも何度かその力に美琴の攻撃が阻はばまれた事もあったのだが……。

　もはや能力など不要。

　そういう事か。

　こっちはさんざんその背中を追いかけてきたというのに、向こうにとってはそんな簡単にあしらえる程度のものでしかないとでも言いたいのか。

「面おも白しろいじゃない……」

　俯うつむいた美琴の内から、熱を帯びた感情がふつふつと湧わき上がってきた。

　久しぶりの好戦的な感情。

　第三位、というランクのせいか、全力を出せる機会は滅めつ多たにない。その機会が巡ってきたという感覚。

　べろんべろんの上かみ条じようは、そんな美琴の顔を見て、

「どったのミコっちゃんニヤニヤしちゃってー。なんか良い事でもあったの？」

「わ、笑ってない!!　あとミコっちゃんって言うな!!」

「でもあれえべろべぶろべらべらじゃねえ？」

「ええい!!　言ってる事は良く分かんないけど否定しておいた方が良いテンションね!!」

　美琴は両腕をぶんぶん振り回しつつ、

「私の能力は、その出力と同時に、極めて広い応用性にこそ価値がある!!　それがどれほど多彩な攻撃方法を生み出すか、アンタの目に焼き付けさせて……ってあれえ!?」

　美琴が火花の散る指先で相手を指差そうとした時には、もうツンツン頭の少年はどこにもいなかった。

　慌あわてて首を振って周囲を確認すると、少し離はなれた所をふらふらと歩いている。

　ただし状況は刻一刻と変化する。

　彼女の思考が追いつかないほどに。

「あれ。こんな所で。何やっているの？」

　と言いながらツンツン頭の少年に近づいてくる、巫み女こ装しよう束ぞくでも似合いそうな黒髪の少女がいれば、

「あれーっ!?　上かみ条じようちゃん、学校お休みしてお散歩なんて良い度胸なのですよーっ!!」

　と叫ぶ身長一三五センチの少女（？）が摑つかみかかりそうになり、

「貴様上条『一いち端はな覧らん祭さい』の準備で忙しいこの時期に……っていうか酒臭くさっ!?　信じらんない、何で自ら寿命を縮めるような真ま似ねしてんの貴様!!」

　と美み琴ことがイラッとするほどのデカい乳を備えた女子高生が接近していったり、

「おー、上条当とう麻まだ上条当麻ー。お前どうでも良いけど猫ゴロゴロさせてくれー」

　あっという間に、みるみる内に、

「あら。あなたは『残骸レムナント』の件で救急車を呼んでくれた人ではないかしら？」かつて対立していたはずのそこそこ胸のある結むす標じめ淡あわ希きが、「あ、あの、戻ってくるなら、戻ってくるって、ちゃんと言ってほしいです」霧きりヶ丘おか女学院の冬服を着たメガネで巨乳の女子高生が、「おや上条。まさかこのタイミングで戻ってくるとは思わなかったけど？」紺系のセーラー服を着たもっと巨乳の女子高生が……。

「ちょっと！　ちょっと待ちなさいよ!!　ここは私の場面！　アンタら出てくるにしてもちょっと後にしろ!!　くそう、人口比というか男女比のバランスがおかしい。っていうか後の方の巨乳組は私に対するあてつけか!?　こ、このままじゃ背景に埋もれる……っ!!　木の葉を隠すなら勝手に森を作られた!?」

　ぎゃーぎゃー叫ぶビリビリ少女だが、上条はそもそも自分の周りに人が集まっているという事実も正しく認識していないらしい。
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　インデックスと呼ばれる少女がいる。

　腰まである長い銀髪に、緑色の瞳ひとみ。光を弾はじくような白い肌の少女だ。同年代の平均的な背格好よりも、若じやつ干かん身長は低く、幼い印象を与えるかもしれない。着ている服は白地に金きん箔ぱくで飾り付けたティーカップのような色彩の修道服。ただし、縫い目の要所は解ほどけていて、大きな安全ピンで応急的に留めてある。

　彼女は学園都市第七学区にある、学生寮りようの一室に佇たたずんでいた。

　インデックスの部屋ではない。

　そもそも彼女は学生ではない。

　ここはとある少年の部屋だった。インデックスは元々居い候そうろうだったのである。だが、今は家主であるはずの少年はいない。帰ってくる保証もない。本来のインデックスの『所属』を考えると、この街の中にいる事もこの部屋を使い続ける事も好ましくはない。『所属』に従い、イギリスへ帰るべきなのだろうが……。

　どうしても、帰れなかった。

　ここにいれば、いつかはひょっこり顔を出すと思ってしまう。どうしても、どうあっても。インデックスが諦あきらめる事が、ここから立ち去ってしまう事が、そのわずかな可能性を絶ってしまう……そうした理論を無視したジンクスまで考えてしまう。

　これはわがままだろう。

　本来の『所属』は、そうしたわがままを許してくれている。

　それはインデックス自身に対する配はい慮りよなのか。あるいは第三次世界大戦の中心部で、その争いを止めるために消えていった、あの少年に対する配慮なのか。

「とうま……」

　ポツリと、その名を呼ぶ。

　もう一人……いや一匹の居い候そうろうである三み毛け猫ねこの『スフィンクス』はこんな時にもマイペースで、『イギリスのご飯はあれだって聞いてたけど、ペットフードについてはおんなじだったね』といわんばかりに、英国土産みやげのパッケージに顔を突っ込んでもぐもぐ口を動かしている。

　その変わらない光景に微笑ほほえむのは、心に余裕がある者だろう。

　その一線を越えると、今度は何かが失われても変わらずに進んでしまう事に一いち抹まつの不安を感じるようになってしまう。

　彼は帰ってくるのか。

　いつまでこうしているべきか。

　意味なんてあるのか。

　意味がなくてはいけないのか。

　彼女自身、自分の感情を制御しきれていない。一ヵ所にまとまるはずの思考が、頭の端はし々ばしへと散らばってしまっている。その断片のようなものが、配線のショートで生まれる火花のように様々な意見を生み出すが、それらのランダムイメージに統一性はなく、かき集めようとすると必ず矛む盾じゆんとぶつかってしまう。

　何かのきっかけがあれば、大きく傾く。

　鋭く尖とがった杭くいの上に、大きな板を乗せているようなものだ。板のどこに指を添えても、どこかの方向には倒れていく。

　なまじ危ういバランスが保たれてしまっているからこそ、彼女は停てい滞たいしているのかもしれない。

　そんな風に、『鮮明すぎる思い出』を抱えて一時停止しているインデックスだったが、そこで、最後の些さ細さいな力が加わった。

「……これ……」

　上かみ条じよう当とう麻まから渡されていた、〇円携帯電話である。完全記き憶おく能力があるにも拘かかわらず、横から上条にあれこれ手伝ってもらわなければ未いまだに使いこなす事ができない電子機器。そして、使い方さえ分かっていれば、その少年との繫つながりを得られたかもしれなかった通信機器。

　それを見て、インデックスの心がグラリと傾いた。

　どの方向へ向かっているのかは自分でも把は握あくできていなかった。

　インデックスはとにかくペットフードの箱に首を突っ込んでいる三み毛け猫ねこを摑つかむと、部屋の玄関の方へと向かっていく。待っているだけでは何も動かない。手がかりの有無など関係ない。とにかくもう一度あの少年を捜すため、インデックスが外の世界へと飛び出そうとしたところで、




「う、うだー……お、お、お待たせー……」

　と、何やら砂場に落として砂鉄まみれになった磁石のように、一〇人以上の少女達を引きずった上かみ条じよう当とう麻まが玄関の扉を開けて乗り込んできた。




　ぱちぱち、とインデックスは最初、何回か瞬まばたきした。

　そして直後に事態を認識した。

「とっ、とうま!!　ずっといなくなって心配していたのにそれは一体どういうつもりなんだよ!?」

「ひっく……うえ？　どういうって、何だって？」

「いつもの通りのとうま過ぎてどうにもならないよって言いたい所だけど、なんか明らかに知らない人も混じっているし!!」

「こんにちは、獣少女しんヒロインです。さっきそこで会いました」

　状況はカオスが極きわまっている上、本来説明しなければならないはずの上条がノックアウト状態であるため、収拾のつけようがなくなってしまっている。

　そして……。
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　一方通行アクセラレータと浜はま面づら仕し上あげは遠くでその騒さわぎを眺めていた。

　件くだんの少年は酔っ払ったと思ったらひとりでにどこかへと歩いていき、そして気がついた時には大量の少女達をがっちりとホールドしていたのだった。

「道案内ご苦労ォ……。っつーか、何で結むす標じめの野郎までハシャいでンだ？」

　もはや暗部組織の『グループ』とは関かかわっていないが、まさかこんな所でかつてのメンバーと遭そう遇ぐうするとは思ってもいなかった。

　どこか呆あきれたように（しかし上条当麻が単なる戦せん闘とう要員ではない方の側面を提示し、双方をきちんと両立している事に内心では感心しつつ）第一位は呟つぶやき、

「師し匠しようって呼ぼう」

　と浜はま面づらは特に何にも深い事は考えず、誰だれともなしに口を開いた。
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　コンビニで買ったアメリカンドッグを頰ほお張ばっていたジャージ少女滝たき壺つぼ理り后こうは、そこで眠たそうな瞳ひとみをクワァ!!!!!!　と大きく見開いた。

「……はまづらが、悪の道を走ろうとしている!!」
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　上かみ条じよう当とう麻まという磁石に砂鉄のようにくっついてきた少女達は、ひとまずバードウェイの部下であるマーク＝スペースら黒服達が丁重に説得し、学生寮りようからお帰りいただいた（中には高圧電流でアフロにされそうになった黒服もいたようで、後で詳しい説明をするよう強引に約束を取り付けられる場面もあったようだが）。

　上条の後頭部に嚙かみ付いていたインデックスは、そこで視界に入った一方通行アクセラレータを見てきょとんとした顔になった。

「迷子の人だ」

「……どォいう覚え方してやがンだ……」

　ブツブツ言う一方通行アクセラレータがそれ以上の会話を広げようとしないのは、彼の性格的な問題の他に、〇九三〇事件についてあまり思い出したくないからだろう。

　部屋の中央にあったコタツに、バードウェイはいそいそと両足を突っ込み、

「早く座れ。奥様向けの陶芸教室じゃないんだ。背中から張り付いて手取り足取りやるつもりはないぞ」

　という訳で、四角いコタツの残り三面に、上条当麻、一方通行アクセラレータ、浜面仕し上あげの三人が入り込む事になったのだが、

「にゃあ」

　呟つぶやいたのはフレメアだ。

　何な故ぜか彼女は、コタツに潜もぐり込んだ浜面の膝ひざの上に腰を下ろすと、

「定位置」

　とだけ言ったのは良いのだが、さんざん『新入生』に追われた疲れが出たのか、一五秒でさっさと眠ってしまった。

　バードウェイは適当にため息をついて、

「話を聞く準備は終わったか？」

「……これが何の準備になるのかは知らねえけどな」

　浜はま面づらはずり落ちそうになるフレメアを軽く支えながら、そんな風に答えた。

　バードウェイは気にせず、

「それじゃあお待ちかねの説明タイムと行こうか」

　言いながら、少女はわずかにインデックスの方を見た。

　禁書目録。

　その役割を知りながら、しかし語るのはバードウェイだ。

「お前達とも無関係ではなくなった『ヤツら』と……その根幹にあるもう一つの法則、『魔ま術じゆつ』についてだ」
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　海うな原ばら光みつ貴きは学園都市の病院の一室にいた。

　彼自身が患者という訳ではなく、知り合いの見舞いに来ているのだった。

「……暗くなってきましたか。そろそろ、今日の面会もおしまいのようですね」

　海原はそんな事を言う。

　一般的な病室……のように見えるが、入院の経験がある人が見れば、違和感に気づいたかもしれない。四人から六人の患者が一ヵ所に集まっている大部屋でもなく、一人の患者が一つの病室を利用する個室でもない。

　大きめの部屋に、二つのベッドが並んでいるのだ。

　イレギュラーな対応は、イレギュラーな人物にしかオーダーできない。

　二つのベッドの内、片方を利用している少女がこんな事を言ってきた。

「……別に来るように頼たのんだ覚えはない。お前が毎日勝手に来ているだけだ」

　ショチトルと呼ばれる少女だった。

　その名前から分かる通り、生きつ粋すいの日本人ではない。浅黒い肌に、ウェーブのかかった黒い髪。中米のアステカ系を起源とする魔ま術じゆつ組織に属する少女である。そのイメージを裏切らず、おどろおどろしいオカルティックな武器で身を固めていたのだが、今はそういった品々は海原少年に没収されている。

　ちなみに、もう片方のベッドを使っているのも、やはりショチトルと同じ文化圏の少女だった。こちらはトチトリ。ショチトルにしてもトチトリにしても、彼らの言葉ではとても有名なものだった。

　そのトチトリが言う。

「とは言っているが、一日でもお前が来なければ枕まくらぐらいなら引き裂きかねないからな。私の平へい穏おんな入院生活のためにも、めげずに通い続けてくれよ、お兄ちゃん？」

「勘かん違ちがいするな。私は『死体職人』だからな。こういう所にいると、余計な残留思念を拾いすぎる。イライラしているのはそっちが理由だ」

「つまり、そのイライラを緩かん和わする程度の効果はあるって言っているんだよ、そこの小娘は」

　睨にらむショチトルと受け流すトチトリを眺めながら、海うな原ばらはうっすらと微笑ほほえむ。

　と同時に、彼は思う。

　元々、海原光みつ貴きは学園都市の『闇やみ』で活動していた人間だ。一方通行アクセラレータ、土つち御み門かど元もと春はる、結むす標じめ淡あわ希きといった曲くせ者もの揃ぞろいの『グループ』と呼ばれる組織で、この街の『闇』を拭ぬぐうため、その『闇』へと飛び込んで戦い続けてきたのである。

　当然のように『闇』は海原の自由を奪うべく干渉を続けてきていたが、その戒いましめがここ数日で急速に解除されていくのを彼は感じていた。

　例えば、この病室。

　海原に対する人質としての価値がある彼女達を観察するため、常に二人以上の清掃員がさりげなく配置されていたはずなのだが、そういった人員がいつの間にか消えている。

『グループ』の他のメンバーとも連絡はない。

　しないし、来ない。

　海原が独自に調べたところ、『グループ』だけでなく、学園都市の様々な分野から『闇』の手が退いていた。

　あの第三次世界大戦を経て、何かが変わったのだろう。

　それは一方通行アクセラレータ、土御門元春、結標淡希達にも波及しているのだろう。

　彼らは今、この世界をどのように受け止めているのだろうか。

　そして。

『闇』の人材を『闇』に縛しばる体制が失われたという事は、海原光貴を最も縛り付けている、あの少女を取り巻く環境はどうなったのだろうか。

　この平和を甘受するべきか。

　敢あえて再び『闇』へと飛び込むべきか。

　今後の方針をじっくりと考える海原の耳へ、病室の少女達はこんな事を言ってきた。

「ところで、お前にちょっと質問があるんだが」

「何でしょう？」

「……エツァリ。その海原光貴の顔が学園都市へ潜せん入にゆうする都合上便利なのは分かるのだが、何な故ぜ同郷の者しかいないこの病室の中でまで、偽りの顔を使い続けているんだ？」

　それは……と海原が答えようとしたところで、トチトリが面めん倒どう臭くさい事を言った。

「気づいてやれよショチトル。世の中っていうのは、何かと美形の方が得をするものなのさ。あいつはああやって潜入先の女に取り入っては必要な情報を手に入れていくんだ」

　ビキリ、という音が聞こえた。

　ショチトルが暇ひま潰つぶし用に弄もてあそんでいた立体型のパズルが、奇妙な形に折れ曲がっている。

「い、いや、違うんですよショチトル！　元々はこの顔が一番ターゲットへの接点として相応ふさわしかっただけで、顔の美び醜しゆうで選択した訳ではありません。以降についても、自分の変装術式には人間の皮ひ膚ふを必要としますから、余計な被害を生まないよう、すでに入手していた顔を使っていただけで」

「その気持ちの悪い敬語も何なんだっ!!　エツァリ、お前の本来のしゃべり方はそんなものではなかっただろう!!」

「……おいおい、そういきり立つなよショチトル。あれは大事なお仕事なんだ。だから昔馴な染じみがすけこましになっていたとしても、そう怒おこってやるな。以前のようにこう呼んでやると良い。エツァリお兄ちゃーん、とな」

　ニヤニヤと笑っているトチトリは絶対何かに気づきながら、確信犯的に火に油を注いで楽しんでいる。

「エツァリ……」

　低い声でショチトルは言う。

「解除術式なしで剝はがされたくなかったら、今すぐその顔何とかしろ」

　海うな原ばらが曖あい昧まいな表情で笑ったら猫のように顔面を引っかかれた。
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「いきなり『ヤツら』に触れても意味は分からないと思う。だから、まずは『ヤツら』を生み出した土ど壌じようである、魔ま術じゆつや魔術師といったものについて説明しておこう」

　とバードウェイは言う。

　上かみ条じよう当とう麻まにとっては、すでに見知った世界の事に過ぎないのか、彼はバードウェイの話を聞いているものの、その表情に大きな驚おどろきなどはない。

　やはり、メインの聴ちよう衆しゆうとなるべきは一方通行アクセラレータや浜はま面づら仕し上あげだ。

「魔術とは、お前達の考えている通り、科学的な法則とは無関係なものだ。いわゆる、オカルトだな。それを扱える者なら、手から火を出す事もできるし、水を出す事もできるし、傷を癒いやす事もできるし、傷を腐らせる事もできる」

　本当にそんな便利なものなら、科学的な超能力よりよっぽど普及しそうなものである。

　そんな浜面の疑問に対し、バードウェイはチラリとインデックスの方を見た。

　インデックスはコタツから少し離はなれた所から、こう話す。

「でも魔術だってそんなに便利なものじゃないんだよ。そもそも魔術っていうのは、一部の例外を除けば基本的には『才能のない人間が、才能のある人間へ追いつくために』存在するんだから」

「簡単に言えば無能って事だ。一人前になれない分を、他の何かで補っている」

　結論を出すように、バードウェイが締しめくくる。

　当然ながら、人間は道具もなしに空を飛ぶ事はできない。

　学園都市が推し進める能力者なら可能かもしれないが、それにしたって、『科学的なアプローチ』という後押しがあっての事だ。

　それが薬品や電気刺激などを利用した人工的なものであっても、自然環境の組み合わせでたまたま能力者が育つ環境が揃そろっていた『原石』と呼ばれる人々であっても。

「羨うらやんだのさ」

　バードウェイは笑う。

　温かみのある感情が一切込められていない、見る者を凍らせる笑顔だ。

「まだ科学もオカルトも区別がなかった頃ころ、何かしらの宗教的奇跡や『たまたま環境が整っただけの』天然能力者の力を見た誰だれかが。そうしたものを、分からないけど分からないなりに憧あこがれた結果、自分だって特別になりたい、平凡では納得できないと考えるようになった。そこが始まりだ」

　だからこそ、厳密には魔ま術じゆつと宗教は別枠として扱われる。

　真の奇跡に人の手で追いつこうとする考えそのものを不ふ遜そんと判断する向きも強い。

　純白のシスターはこんな事を言う。

「……それでも魔術が公に振るわれるのは、やはり、世界に神秘は溢あふれていても、人間のために機能するとは限らないという事なんだろうね」

　バードウェイはニヤニヤと笑いながら、

「ただし、無能が無能なりのコンプレックスを利用して生み出した魔術というのも便利ではある。例えば、お前達の使う『科学的な能力』というヤツは、基本的に一人一個だろう？」

「それは、まぁ」

　と言ったのは浜はま面づらだ。

　ただし、彼自身が無レ能ベ力ル者０でそうした能力に頼たよってはいないため、あまり利便性についての実感はなさそうだった。

　代わりに補足したのは一方通行アクセラレータだった。

「……攻こう撃げきパターンを変えてェ場合は、ベースとなる能力をどォ応用するか、それができるかで勝敗が分かれる。火を出す能力者の場合は、それを使って煙を作ったり酸素を奪ったりな。それがどォしたってンだ」

　答えたのはバードウェイではなく、上かみ条じようだった。

「魔術には、その制限がないんだ」

「その通り。だから我々は自由に火を生み出せるし」

　バードウェイが指を鳴らすと、人差し指の先にライター程度の炎が点つく。

「水だって出せる」

　もう一度弾はじくと、ゴルフボール程度の水球が炎を消してしまった。

「もちろんこれにもベースとなる法則はある。ケルトとか北欧とかな。だが、それにしたって厳密な区分はない。『ケルト文化に感化された北欧神話』なんていう風に、自由に取り込む事ができる訳だ」

「……一度『身体検査システムスキヤン』で系統だのレベルだのが分かっちまったら、後はどうする事もできねえ俺達能力者と比べると、随ずい分ぶん便利に聞こえるな」

　浜はま面づらが呟つぶやくと、バードウェイは無意味に胸を張った。

「実際、便利なんだ。空を飛びたいでも女にモテたいでも良い。『目的』さえハッキリしていれば、後は自分の望むように組み合わせて異能のセッティングができる。才能依存のお前達に比べれば、これはかなり大きなメリットとして機能するだろう」

　もちろん、繊せん細さいな調整にはそれなりの苦労は付き物だがな、とバードウェイは補足した。

　それが本当なら、と浜面は思う。

　滝たき壺つぼや、麦むぎ野の、絹きぬ旗はた、そしてフレメア。彼女達を脅きよう威いから守り抜くだけの力を、才能不足の烙らく印いんを押された自分にも手に入れられるかもしれない、と。

　しかしそこで、インデックスがこんな事を言った。

「でも、だからって、あなた達は魔ま術じゆつなんか使っちゃ駄だ目めなんだよ」

「えっ、どういう事だよ」

「……、」

　浜面は怪け訝げんな声を上げたが、一方通行アクセラレータは何かを知っているのか、特にリアクションをしない。

　バードウェイはこう言った。

「さっき言っただろう？　魔術とは、才能のない人間が才能のある人間に追いつくために作られた技術だと。フォーマットの問題さ。元から才能のある人間のために作られたものじゃない。無理に使えば、体中の血管や神経に莫ばく大だいな負荷がかかるだろうな」

　バードウェイに続いて、上かみ条じよう当とう麻まもこう言った。

「ちなみに、無レ能ベ力ル者０であったとしても、学園都市の技術で頭の中をいじっているのは同じだ。だから俺も魔術は使えない。……おそらく、スキルアウトのお前もな」

「魔術とは科学と並ぶほどの専門的な技術と知識の積み重ねだ。異能のセッティングだって手間と時間がかかる。今から一〇年以上もかけて準備をして、たった一回の使用で全身から血を噴いて死ぬぐらいなら、自分の持っているものを磨みがいた方が効率的だろうな」

「なら、どォして俺達に長々と講釈を垂れやがった？」

「『ヤツら』はそのセッティングを行って牙きばを剝むいているからさ」

　とバードウェイは一方通行アクセラレータの質問に答えた。

「使う事はできなくても、対策を講じるために法則を知っておくのは悪い事じゃない。それとも、いつまでも『未知の法則を使う謎なぞの敵』なんて手探りを続けるつもりか？」

「具体的な手順は？」

　一方通行アクセラレータは低い声でそう言った。

　彼はロシアの戦争終盤で、謎の『羊よう皮ひ紙し』の情報を基に、副作用と引き換えにそれらしい現象を起こした事がある。

　だが、この街の『闇やみ』ですら震ふるわせるほどの声こわ色いろや眼光も、この少女には響ひびかない。

「もちろん、宗派や学派によっても変わるのだが」

　バードウェイはテーブルの上に乗ってきた三み毛け猫ねこを鬱うつ陶とうしそうに手で振って遠ざけつつ、

「基本的には、まず自分の持っている生命力を魔ま力りよくに精製する所から始める。魂たましいについての定義は魔ま術じゆつ側でも多くの学説が乱立するから説明の難しい部分だが……人間の体に元から流れているエネルギーが原油だとすると、魔術を使う前にガソリンへ精製する必要があるんだ」

　インデックスがその後に続いてこう言った。

「手軽な方法としては、呼吸法なんかが挙げられるんだよ。でも、これも体内の制御の一例に過ぎないね。瞑めい想そうでも、準備運動でも、食事制限でも良いの。ようは、血液の流れ、内臓のリズムなんかを自分の望み通りの数値で操れれば問題ない」

「……科学をかじっているお前達なら分かると思うが、体内器官の大半は自分の意思では操れない。それを無理にいじると、普ふ段だんでは手に入らないエネルギーが精製できるという訳だ」

　ただし、とバードウェイは区切って、

「体内器官が自動的に動いているのは、そうでないと危ないからだ。パソコンでシステム関連のファイルが見えないように初期設定されているのと同じだな。適切な知識のない人間がいじくろうとすると、当然しっぺ返しを食らうリスクが出てくる」

　昔はバチだのタタリだのと勘かん違ちがいされていたようだがな、と彼女は言った。

「魔術の行使に必要な魔力を手に入れたら、後はその魔力を『自分の望みに合わせた形で』操れば良い。車、バイク、船、飛行機……。乗り物は色々あっても、爆発力でタービンを回す事は変わらないからな。……逆に言えば、海を渡りたければ、まず最初にどんな乗り物が必要かを考えた上で原油を精製し、適切な燃料を作り出すのさ」

　バードウェイはコタツの中でもぞもぞと足を組み替えながら、

「この魔力ってヤツは人間が元々持っている力を加工したものだから、人間の意思で比較的安易に操れる。だがそのためにはコマンドが必要だ。ゼロから構築する事も可能だが、率直に言って非効率的だな。既すでに存在する伝説やエピソードを参考にした方がやりやすい。何な故ぜなら、今日まで広く伝えられている伝説は、長い時間の中でも淘とう汰たのされなかった、それほどまでに最適な解答であるからだ」

「淘汰のされなかった、最適な？」

　ある程度魔ま術じゆつについて目もく撃げきしてきたであろう上かみ条じようが、改めて質問する。

　インデックスは右手でペンを持つ仕草をしながら、

「足で文字を書くよりは、手で文字を書く方が簡単だよね。左手で文字を書くよりは、右手で文字を書く方が簡単なはずだよ。……おそらく世界の広い範囲で常識として通じると思うけど、ここまでは良い？」

「まぁ……」

「でも、右手が最も文字を書きやすいというのは、昔っからみんなが右手で文字を書き続けてきたからなんだよ。親から子へ、子から孫へ、そういうものだと教えてきた事が大きいね。そして様々な人が右手で文字を書き続ける事で、美しい文字の書き方というのも自然と生まれてくるの。……もしも最初の時点で左足を使って文字を書き始めていたら、左足の文化が生まれていたのと同じようにね」

「全くのゼロからの構築っていうのは、今から左足で文字を書く練習を始めるようなものって訳か」

　上条が呟つぶやくと、バードウェイは適当な調子で頷うなずき、

「それでも魔ま力りよくの運用は不可能ではない。道を究めれば右手に追いつくかもしれない。だがその行為に意味はあるか？　右手が使えないならともかく、右手を普通に使えるなら右手を使った方が効率は良い。すでにこの時代の文明はそういう風に最適化が進んでいるのだからな」

　もっとも、望む現象を生み出すために宗教体系を利用するか、宗教体系を信奉する一環として望む現象を生み出そうとするかによって、また事情は変わる訳だが、とバードウェイは付け加えた。

「自分自身の血管や神経に魔力を通し、身振り手振りで記号を示すだけでも魔術は使える。だがより精密な儀ぎ式しきを行うなら、専用の道具を使う事も珍めずらしくない。例えば、『伝説の槍やり』が登場するエピソードを参考にする場合は、実際に槍を振り回した方が効率は良い。この辺は、ペン一本で直線を引くか、定規を使って直線を引くかを思い浮かべてもらえば十分だろう」

　とはいえ、必ずしも古ふる臭くさい伝説の品が必要な訳ではない。

　形と役割さえ整っていれば良いので、ビニール傘や物干し竿ざおでだって儀式は行える。ただ、細部を整えた方が失敗する確率は減る訳だから、ビニール傘の先せん端たんに包丁のような矛ほこ先さきをつけたり、色々な加工を施ほどこしていく事になる。

　そうしたものは、普通の人から見れば訳の分からない謎なぞのアイデアグッズのように見えるかもしれない。

「これを霊れい装そうという。よほどの例外でもない限り、霊装はあくまでも道具だ。魔術師のようなガソリン精製施設を搭載している訳ではない。魔術師は霊装を摑つかむ事で霊装を体の一部にして、血管や神経を流れる魔力の一部を流し込み、循環させる。『火を出す杖つえ』は、ここまでやって初めて実際に点火できる訳だ」

　とはいえ遠えん距きよ離りから力を供給する事もできるし、一部の霊れい装そうは、魔ま術じゆつ師しが手放してもしばらく内部で魔ま力りよくが循環するようだがな、とバードウェイは付け加え、

「最近は安全装置も開発されたが、昔は霊装が破は壊かいされると循環が断たれて魔術師がダメージを負う、なんて事もあった。代表的な霊装である象徴武器シンボリツクウエポンは『製造も聖別も使用者本人が行い、他者には触れさせるな』とあるが、これも下へ手たな干渉が循環不全の原因にならないかと危き惧ぐしているからだな」

　そうした失敗例についても、魔術に詳しいバードウェイは知っているはずだ。

　だが、彼女はうっすらとした笑みを浮かべたまま、そちらについては流してしまった。

「霊装というのは演劇で言うと、俳優が手で持つ小道具から舞台に配置する大道具まで多岐にわたる。これ以上サイズの大きな補助となると、劇場そのものに対応した神殿となるかな。当然、場を区切った方が効果は高くなる」

「……、」

「ちなみに、今までは個人で精製する魔力を基にした魔術についての説明をした。だが、他にもエネルギーがない事はない。地脈や龍りゆう脈みやくといった土地に起因するものや、『天テ使レのズ力マ』なんて呼ばれる同じ世界の別位相に溜たまっている力などだな」

　こういった力は大きなエネルギーを持つ反面、魔力と違って最初から属性のようなものが与えられている場合が多い、とバードウェイは言う。

　魔術を使うためにエネルギーを作るのではなく、エネルギーの質に合わせて使う魔術を選択する、といった方法を取る必要が出てくる訳だ。

　バードウェイは『ここまで説明してもあんまり意味ないと思うが』と前置きした上で、

「この手の力は人の持つ魔力を使って『呼び込む』形で発動する。爆弾と信管の関係に近いかな。信管の小さな爆発で大きな爆薬を反応させて、凄すさまじい爆発力を得る。……当然、個人の魔力では不可能なレベルの術式を扱えるが、単純に爆発の規模が変わるから、リスクも増加する。……そもそも個人の魔力を操れない者に、大規模な天テ使レのズ力マは扱えないと考えるべきだ」

　付け足すようにインデックスは言う。

「一部例外的に、人間の持つ魔力と天テ使レのズ力マのエネルギーの相似性を利用し、ダイレクトに天テ使レのズ力マを操る輩やからもいるけど、これについては相当特殊な例になるからあまり参考にする必要はないかも。……そもそも、扱える力の量は大きいものの、質の方が対応した天使にかなり制限されるから一般的な魔術は使えず、結局自由度は減ってしまうしね」

　目の前で仰あお向むけになった三毛猫を完全に無視し、バードウェイは続ける。

「さて、ここまでは魔術師の基本的な仕組みについて説明した。だが、そういう連中を理解する上で一番重要なのはそこじゃない」

「……どォいう事だ？」

「アイデンティティの問題さ。魔術師がどういう目的で魔術を振るうか。それを知らない事には魔ま術じゆつ師しは語れない」

「組織構造の話か。どォせ俺達学園都市の『対つい』って話だ。ろくでもねェ組織が管理してンだろ」

「そちらの話についてはおいおい説明するが、その前に、根本的に魔術師というものを教えてやろう」

　バードウェイはニヤリと笑い、

「国家宗教、魔術結社、部族構造……、もちろん魔術師はそれらの組織構造に組み込まれているが……そもそも、魔術師はそうした組織構造に殉じゆんじる事は少ない。彼らは、あくまでも個人のために力を振るうのさ。まぁ、組織に殉じる事を個人の目的に掲げている術者の集まった集団もあるが、あくまでも『個人』ってのがつきまとう」

「……？」

　一方通行アクセラレータが怪け訝げんな顔をしたのは、それをイメージできなかったからだろう。

　彼自身、大きな組織に組み込まれ、そのしがらみに縛しばられ続けてきたからこそ、かもしれない。

「さっきも言った通り、魔術師とは才能のない連中だ」

「どォいう意味だ」

「その人生にはどこかで挫ざ折せつがあるって事さ。大切な人を難病から救えなかったとか、食糧難で仲間同士殺し合わざるを得なくなったとかな。……そうした経験を得なければ、そもそも物理法則を超えようなんて誰だれも思わない。普通に満足している人間は普通に留とどまるのさ。魔術なんて異常なものにすがろうとする者には、それ相応の理由がセットでついてくる」

　そこまで言うと、バードウェイは自分の小さな胸の中心へ親指を押し付けた。

「魔術師はそうした目的をラテン語で己に刻んでいる。いわゆる魔ま法ほう名めいってヤツさ。私の場合は『Regunm771』、そこに突っ立ってるマークなら『Armare091』。後ろの数字はダブり防止用だな。……自身の目的が明確に決まり、それに合わせて全すべての術式を組み上げている私達にとって、組織構造なんていうのは『魔法名を実現するためのブースター』に過ぎない。利用できるのであれば尊敬し忠誠を誓うが、その役割を果たせないのであれば幻滅し容よう赦しやなく切り捨てる。一個の学園都市が全ての能力者を生産・管理し、大きな組織のプロジェクトとして運用されているお前達とは、一番根っこの所で思考のあり方が違うのさ」

「……それで成立すンのか？」

　一方通行アクセラレータは訝いぶかしげに言う。

「誰も彼もが自分の好き勝手にチカラァ使うだけ。管理する側の組織も巨大な意志を末まつ端たんにまで伝えきれねェ。そンなモン、放っておいても崩ほう壊かいが進ンじまうだけじゃねェのか？」

「もちろん魔術サイドの組織構造も、相応の飴あめと鞭むちは用意しているよ」

　インデックスはそんな事を言う。

「個人レベルでは不可能で役割分担をする大きな儀ぎ式しきもあるし、裏切りに対する追つい撃げき部隊などを編制する場合も珍めずらしくないの。……ただ、そんなのは魔ま法ほう名めいの前には関係ないんだよ」

「……、」

　黙だまる面々に、バードウェイがさらに続ける。

「だからシェリー＝クロムウェルという魔ま術じゆつ師しは科学サイドと魔術サイドの戦争を起こすため、単身でこの街に乗り込んできた。リドヴィア＝ロレンツェッティは『使徒十字クローチエ・デイ・ピエトロ』を勝手に持ち出して学園都市を支配しようとした。……どれだけ巨大な組織に属しているかなんてもはや意味はない。やるヤツはやる。たとえその魔法名が、世界のシステムを粉々に砕いてしまうとしても、本物の魔術師は一切のためらいを見せない。それが彼らの住む魔術サイドのみならず、他の世界を巻き込むとしてもな」

「……『ヤツら』も」

　一方通行アクセラレータは呟つぶやいた。

　それなりに『闇やみ』を知っている第一位さえ、あまりにも知らない事が多すぎた。水面下で起こっていた『学園都市が残るか滅ぶかの天てん秤びん』を思い浮かべながら、彼は続ける。

「オマエ達が『俺には見えていない場所』で戦っている『ヤツら』ってのも、そォいう魔法名の連中だってのか？」

　問いかけに、バードウェイはニヤリと笑う。

「だから、『ヤツら』を説明する前に、根本的な魔術について語っておく必要があったのさ」

　学生寮りように、わずかな沈ちん黙もくがあった。

　学園都市のルールが染しみついていた少年達三人は、しばし考え込む。

　上かみ条じよう当とう麻まは、すでにある程度の事情は知っているはずだが、バードウェイの説明を聞いて、改めて自分の意見をまとめ直しているのだろう。

「（……問題なのは、科学と魔術が激突した時、どっちのルールが優先されるかって所なんだよな。いいや、厳密にはそうじゃない。どっちか片方に傾いたら、その時点で『お互いが納得する結末』にはならなくなる。本当に解決したいなら、どっちにも属さない、三つ目を作る必要がある）」

　一方通行アクセラレータは、過去わずかに触れただけの世界について、改めて大きく踏ふみ込むために情報を整理しているのだろう。

「（……魔術がどォの、知らねェ世界がどォのってのは興味がねェ。だが、俺の知らねェ所で動いてる連中の余波が、俺の知ってる領域にまで届くってンなら話は別だ。『ヤツら』ってのが何なのかはまだ見えねェが、詳しい情報を手に入れる必要がありそォだな）」

　そして思いを馳はせるようにぼんやりした目の浜はま面づら仕し上あげは、




「（……おまんまって、よくよく考えたらスレスレの日本語だよなあ）」




　じっくり観察してみると、浜はま面づらの目線の先にはインデックスが置いた皿の中身をガツガツと貪むさぼっている三み毛け猫ねこがいた。

　レイヴィニア＝バードウェイは無表情になると、校長先生のお話とかがダメなタイプの浜面仕し上あげの頰ほおへ小さな掌てのひらを思いっきり叩たたきつける。
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「おぶっ!?　おぶは!!」

「……お前、人が説明していたっていうのに、途中から寝てただろう？」

「寝てません寝てません！　ちゃんと聞いています!!」

「なら私が何と言ったか声に出してみろ!!」

「うえっ、ええと、牛乳を飲むとおっぱいが大きく……」

「……それは私に対する挑戦と受け取って良いんだな？」

「ならおっぱいを飲むと牛乳が……」

「もう日本語が原型を留とどめなくなっている!!　ええい、お前ちょっと顔を洗ってこい!!」








行間　一









　イギリス南西、ランズエンド岬近海。

　潮風の匂においを鼻び孔こうから軽く吸い込んでいた神かん裂ざき火か織おりだったが、意識を切り替えるため、意図的に周囲を見回した。

　三六〇度、その全すべてが海。

　足元も波のリズムに合わせて、わずかに上下している。

　とはいえ、ここは船の上ではない。

　海面に顔を覗のぞかせた、漆しつ黒こくの潜せん水すい艦かんだ。

「……まさか、魔ま術じゆつ師しの私がこんなものの世話になるとは」

　彼女が呟つぶやくと、耳元にあるカード状の霊れい装そうから、見知った声が飛んできた。通信用の霊装の向こうにいるのは、おそらくイギリス清教のシェリー＝クロムウェルだろう。

『今のイギリスにゃ、地上から弾道ミサイルを発射する施設はねえからな。当然、ミサイル技術を平和的に運用するロケット施設にしても同じって事よ』

　確かに、この国の弾道ミサイルと言えばSLBM……いわゆる潜水艦発射式のミサイルが主流となる。

　潜水艦から有人のロケットを飛ばすというのは前代未聞だが、技術的には不可能な事ではない。多くの機関がそれをやらないのは、その必要性を感じないからだ。弾道ミサイルと違って、平和利用（という名目の）有人ロケットには、発射地点を隠す理由がない。むしろ事前通達をしなければ、ミサイルと勘かん違ちがいされて迎げい撃げきされたり、報復用の弾道ミサイルを持ち出されたりする恐れすらある。

　にも拘かかわらず、神裂がこんな回りくどい方法を取っている理由は単純。

　前述の通り、イギリスには地上発射施設が存在しないためだ。

「確認をします。高度五万二〇〇〇メートルに位置するラジオゾンデ要よう塞さいへの干渉方法は、ロケットによるものでよろしいのですね？」

『そうよ』

　とシェリーは答える。

『飛行機にしてもロケットにしても、その高度での運用は適さねえ。そこをわざと狙ねらってやがるからな。だったら、一度ロケットで宇宙まで上がった後に、今度は大気圏に再突入して、ラジオゾンデ要塞の上に着地するしかないわ』

「……また大おお雑ざつ把ぱな作戦ですね」

『だから、その大おお雑ざつ把ぱをごり押しできそうな「聖人」とやらにお声がかかったんでしょ。いったん上がってから再び落ちてくる。……言葉で言うのは簡単だが、実際には宇宙線対策、大気圏の高温対策、気圧や酸素の問題、正確にラジオゾンデ要よう塞さいの上へ着地するための姿勢制御技術。いろんな課題がある』

「単純に、軌道上から要塞へロケットを落とすだけではダメ、という事ですね」

『魔ま術じゆつによる飛行は妨ぼう害がいされかねねえって話だったけどよ、科学技術で作られたロケットなんて、それこそ魔術に関しちゃ無防備そのものでしょう。大気圏への再突入には、念のために魔術で防護できる環境を整えた方が良い』

「……ラジオゾンデ要塞は、未いまだに魔術か科学か、どちらのものであるかは分からないのですか？」

『今そっちはオルソラとかが調べているが、発射までには間に合わないでしょうね』

　シェリーも苦い調子で答えた。

『どっちの技術が使われているかは不明。当然、何のために浮かばせているものかも分からねえ。浮かばせる事に意味があるのか、落とす事に意味があるのか……それすらもね。犯行声明のようなものも出されていない、全くの沈ちん黙もく状態。事態が進行している間に相手の顔が分かるかどうかも保証はできねえ状況だ』

　ふう、と神かん裂ざきは息を吐はいた。

「魔術で防護するのは分かりました。しかし、魔術による飛行は簡単に妨ぼう害がいを受けます。その辺りはどうなっていますか？」

『ありゃあ、あくまでも安定的な「飛ひ翔しよう」に関して適用される。今回の場合は、衛星軌道上までは科学のロケットで向かうのよ。お前はそこから「落ちる」だけ。ペテロ関連の迎げい撃げき術式は「飛んでいるものを墜つい落らくさせる」事に重点を置いている。元から落ち続けているものにまでは適用できねえんだよ』

　抜け道を探すのも、魔術の基本である。

　そういった抜け道はその都つ度ど塞ふさがれていくが、その変化に応じて別の抜け道を探し続ける。いたちごっこのような構造が、魔術サイド全体を生き物のように蠢うごめかせているのだ。

　その時、潜せん水すい艦かんのハッチが開いて、中から顔を覗のぞかせたクルーが身振りで神裂の注目を集めた。自分の方へ視線が投げられているのを確認してから、クルーはこんな事を言った。

「そろそろ時間です!!　中に入り、ミサイル発射管へ向かってください。メンテナンス用の通路を通って、ロケットへ乗り込んでいただきます」

「了解しました」

「それにしても……」

　とクルーは困惑したような声を出した。

　潜水艦は英国の女王エリザードの命令で借り受けているが、クルーは具体的な手順……というか、魔ま術じゆつというものを正しく理解はしていないのだろう。『ブリテン・ザ・ハロウィン』や第三次世界大戦でオカルト的な現象は発生したものの、それで全ての仕組みが分かるものではない。

「当とう艦かんには宇宙服などの装備は積んでいませんが、そちらで手荷物として持ち込んでいるのですか？」

「いいえ」

　神かん裂ざきは簡単に答える。

　そのさらっと言った言葉こそが、クルーを混乱に陥おとしいれるとは気づかずに。

「で、では、まさかそのジーンズのまま向かうつもりですか!?」

「ええまぁ。普通の宇宙服なんてものが通用する事件ではなさそうですからね」








第二章　変わらぬ日々、時折異質　Lecture_Two.
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「まったく上かみ条じようちゃんには困ったものなのです」

　と呟つぶやいているのは、身長一三五センチの女教師、月つく詠よみ小こ萌もえだ。夜の街をてくてくと歩く彼女の隣となりには、姫ひめ神がみ秋あい沙さという長い黒髪の少女が歩いている。

　元々は姫神は小萌のアパートに下宿していたのだが、今はもう学校の女子寮りように移った、という経緯がある。

　小萌は小さな両手で小さな頭を抱えて、

「きっと上条ちゃんには出席日数という概がい念ねんが存在しないのですよ。うー、このままだと冬休みの補習を使っても危ないかも……一学期も日数が足りていなかったのに……」

「あれで。今まで何とかなってきた方が。不思議なぐらい」

「頭が良い悪い以前に、根本的に知識を入れていないのだからテストの点が悪くなるのも当然なのです。その時間、単に眠りこけてる訳ではないのだから代わりとなるものが詰め込まれているんでしょうけど……一体上条ちゃんの頭の中は何に占められているんですかー」

「うーん」

　姫神はわずかに顔を上げて、

「あの人なら。ドラゴンの倒し方とか学んでいても。まぁ納得できるかも」

「人生に役立たねえ!!　せめて平へい穏おんに暮らしていくために必要な知識や技術でも詰め込んでおけっていうのですよーっ!!」
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　立て続けに講釈を垂れても、相手の頭に入らないのでは意味がない。

　そう考え、バードウェイはわずかな休憩時間を作る事にした。

　彼女は軽く指を鳴らし、黒服の一人をこちらへ呼ぶ。

「マーク、喉のどが渇いた。カクテルを作れ、シンデレラで頼たのむ」

「しんでれら？」

　横で聞いていた上条が怪け訝げんな顔をすると、何な故ぜかバードウェイは胸を張り、

「ノンアルコールカクテルの代表格さ」

　そしてマークは上かみ条じようへこっそりと真相を教えた。

「……オレンジジュースとパイナップルジュースとレモンジュースを混ぜた、ただのミックスジュースですよ」

「ノンアルコールカクテルだっっっ!!」

　小さな足で脛すねを蹴け飛とばされ、マークは慌あわててキッチンスペースへ逃げ込んでいく。

　一方、コタツの辺りでは、ついさっきまで浜はま面づら専用湯たんぽ少女と化していたフレメアが、寄ってきた三み毛け猫ねこをひっくり返して遊んでいた。『オスの三毛猫が珍めずらしいのは分かるがキンタマ凝ぎよう視しすんな』とでも言いたげな三毛猫だが、慌てる素そ振ぶりは見せない。

「……あの猫、見ない間にまたデカくなったような……？」

　と上条は首を傾かしげている。

　するとベッドに腰掛けているバードウェイは、黒いストッキングに包まれた足を組み替えつつ言った。

「ガキの成長なんてそんなもんだ」

　それは子猫に対する感想なのだろうが、ぴくりと反応したのはフレメアだった。

　彼女は三毛猫をコタツの上で転がしつつ、バードウェイの方を見て、

「にゃあ。大体、お姉さんには見えない」

「物の道理が分かっていないようだなクソガキ」

　足を組んだまま、バードウェイは両腕まで組み始める。

「一〇歳と一二歳の間には、あまりにも大きな溝が存在する。貴様のような『まだお父さんと一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入っています』みたいなガキとは住んでいる世界が違うのだ!!」

「大体、基本的に寮りようだからお父さんとか関係ないし」

　フレメアは三毛猫の肉球を指で押しながら、

「そもそも私は夜、豆電球なしの真っ暗でも眠れるぐらいには大人」

「なっ、なんだとう!?　急な夜や襲しゆうが怖くはないのか!!」

　露ろ骨こつにベッドから飛び上がるバードウェイ。

　さらにフレメアは三毛猫の口元をびろんと伸ばし、白い歯を覗のぞき込みつつ、

「そして実はサンタクロースはホントにいるって事も大体知ってる」

「こいつ、ニコラウス財団の情報をどこで!?　こんな面つら構がまえでも学園都市製か、やはり侮あなどれん……っ!!」

『……あのう、何かお互いの認識にすれ違いがあるような？』と上条がこっそり指摘するのだが、わなわなしているバードウェイの耳まで入っていないようだった。

　そしてフレメアはとどめに言った。

「あとブラもつけてるから大体私は勝ち組」

「どういう了見だケンカ売ってんのかクソガキ!!!!!!」

　ビウン!!　と風を切るような音が聞こえたのは、バードウェイが霊れい装そうの魔ま術じゆつ剣けんを取り出したからだ。あと魔術結社『明け色の陽ひ射ざし』のボスがブラのお世話になっていない事も原因と言えば原因かもしれない。

　しかし状況を鑑かんがみればバードウェイの方が劣勢だ。

　苦し紛まぎれに彼女は胸を張り、

「ふ、ふん。『黄金』系では最強ランクに属する魔術結社を率いる私が、こんなガキに振り回される必要はないのだ。相手は所しよ詮せん、浜はま面づらとかいう馬ば鹿かっぽいヤツ一人しか従えられないガキなんだからな」

「にゃあ!!」

　と、フレメア＝セイヴェルンのテンションがここ一番のラインに達した。

「浜面の事を悪く言わないで。それ以上言ったら決けつ闘とうだ!!」

「ほほう」

　魔術剣を握るバードウェイの瞳ひとみが、嗜し虐ぎやく心しんに満ちた色へ変化する。

　超ドＳランキング世界三位（暫ざん定てい）を見て、上条は『え？　この人、一般人の、それも子供に本気出したりしないよね？』とわずかに身構えたが、状況は予想の斜め上へと進行していく。

「この私に一対一を求めるとは面おも白しろい。決闘を叫ぶのであれば呼応しよう。さあ、対決方式はいかようにする？」

　すると、フレメアは何な故ぜかコタツから立ち上がり、腰を上げたまま両手のグーを床へゆっくりと近づけていくと、

「はっけよーい……」

「なん、だと!?」







　そしてミックスジュース（上司はかたくなにノンアルコールカクテルと主張）を作った黒服の男マークがコタツの方へ戻ってみると、何故か一〇代前半の金髪少女二人が摑つかみ合いになっていた。

「痛てっ!?　おい、本場のスモーだって髪の毛摑むのは反則だろう!!」

「にゃあ!!　大体、ここは絶対負ける訳にはいかないのだ!!　ぎゃおーっ!!」

「人の話を……聞けこのクソガキがァああああああああああああああああああああああ!!」

　バードウェイは絶叫すると、両手でフレメアの腰を抱え、ジャーマンスープレックスでベッドの上へと叩たたき落とした。

　仕掛けた方も仕掛けられた方もスカートがすごい事になっている訳だが、彼女達はそれどころではないらしい。

「ふはははははは!!　このガキっ、クソガキがぁ!!　たかがジャパニーズレッドランドセルの分ぶん際ざいで、結社のボスに刃向かうなんて一〇〇年早いわ!!」

　上かみ条じようとマークは無言で目を合わせると、ロンドンにいるレイヴィニア＝バードウェイの妹と電話で連絡を取った。

『お姉さんの苦手なものですか？　大きくウサギを描かれたパンツか、辛からい物全般だと思いますけど』

　そこでシンデレラに大量のチリソースを投入し、メキシカンスタイルへ変へん貌ぼうさせると、男二人はバードウェイをのた打ち回らせるために行動を開始する。
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　上条当とう麻まと同じ学校の制服を着ている少女、雲くも川かわ芹せり亜あは第八学区のマンションの一室で、下着一丁のままソファに寝そべっていた。

　学生寮りようではなく、マンションである。

　この街にしては珍めずらしい、というより何かしら特別な事情がなければまず不可能な状況である。給食一回で四万円も使う常盤ときわ台だい中学のお嬢じよう様さま達だって学生寮を利用しているのだ。しかし、当の雲川はさも当然のように現状を甘受していた。そもそも、根本的にそこらのお嬢様レベルの位置に自分自身を置いていないのである。

「……、むー」

　先ほど学園都市内で上条当麻と遭そう遇ぐうした時は少々アツくなってしまったが、一度そこから頭を冷やす事にしたのだ。そしてマンションへ帰ってきた雲川は、そのままソファに倒れ込んで眠りこけてしまった訳である。一体いつの間に脱いだのかは自分でも思い出せないが、おそらく制服のごわごわした感じを嫌きらった無意識が夢遊病的に体を動かしたのだろう。

　携帯端たん末まつから、簡素な電子音が鳴り響ひびいていた。

　ソファの上に転がったまま、手探りでテーブルの上にあるものを摑つかもうとする雲川。だが指先が硬い物に触れたのが限界だった。彼女自身の手に弾はじかれ、携帯端末はテーブルの下へ落ちてしまう。

　少し考え、雲川はソファの上で寝返りを打った。

　しかし床に落ちた衝しよう撃げきで何かしらのボタンが押されたのだろう。携帯端末の画面に老人の顔が表示され、呆あきれたような声が飛んでくる。

『……ひとまず下着一丁をどうにかして、髪を整えろ。カチューシャがないと顔のパーツが全く見えないぞ』

　雲川はパタパタと手を振ったが、やはりテーブルの上に置いてあったカチューシャを摑めず、テーブルの下へ落としてしまった。

　彼女は目配せすると、部屋全体の照明がお休みモードへと切り替わっていく。

『待て、寝るな。携帯端たん末まつに干渉してストロボを焚たくぞ。お前にはやってもらうべき仕事が山積している。ここ数日、あの少年の消失に伴ってバカのように呆ほうけていた間に溜たまっていた仕事だ』

「……自じ堕だ落らくモードが続いていたら、何だか慣れてしまったんだけど」

『頑張れ高校生。学校生活はお前が選んだ道だ。少しは先輩らしくしてみたらどうだ？』

「……、」

　むくりとソファから起き上がった雲くも川かわは、何やら外部からやる気を注入されたらしく、とりあえずカチューシャを拾い上げると、それで顔面を覆おおっていた前髪をまとめて後ろへ流す。

　おでこをキラリと輝かがやかせ、両手を複雑に動かし、拳けん銃じゆうを撃うつようなポーズを取ると、

「統括理事会も顎あごで使う軍師系スーパーＪＫ雲川芹せり亜あ、ただいまサンジョーっ!!　無む垢くな少年の判断力を鈍らせちゃうぞ☆」

　バッキューン!!　と完かん璧ぺきにキメてしまった後、雲川は無言でモソモソと肩を落としてソファに寝転がり、

「……やっぱ駄だ目めだ、虚むなしい。パワーが出ない。どこぞの第五位じゃないんだ、やってられるか。今ならしなびた熟年層の社交ダンス教室にも違和感なく潜もぐり込めるけど」

『良いから服を着ろ』

　老人の言葉を聞かずに寝転がったまま足の指で床の携帯端末を摘つまみ上げようとしたが、足の親指がぶつかって部屋の角まで蹴け飛とばしてしまった。

「……もう、三日ぐらい寝てたいけど」

『現状への感謝を思い出せ。統括理事会のブレインなど、なりたくてなれる職種ではないぞ』

「ヴあー……」

　良く分からない声であくびをすると、下着のまま雲川はソファに腰を下ろす。会話ができるのだから、もう携帯端末を拾う気はないらしい。

「私に何をしろって？　ロシアの戦争から、少年一人助けられなかったこの私に」

『あの戦争の終盤は学園都市でもコントロール不能な状況にあった。だから拗すねるな。学校では泣く子も黙だまる先輩キャラなのだろう。あの少年との関かかわりを再開させるなら、その自堕落も直さなくてはならないのではないか』

「背伸びをしているだけだけど」

　雲川は適当な調子で言い、ソファの端はしに転がっていたチョコレート菓子のパッケージから、アーモンドチョコレートを取り出しつつ、

「止められる悲劇なら止めてきた。ただ、結局はそれだけだけど。止められない悲劇は止められなかった。……例えば、二万人の軍用クローンが『実験』で使い潰つぶされるのを知っていながら、私は結局何もできなかった訳だしな」

　口の中に放り込んだチョコレートをガリゴリと嚙かみ砕く。

「前回もそうだったし今回もそうだったし次回もそうなんだろう。……そいつを改めて考えさせられている最中なんだけど。結局、私は一体何をやっているんだ？　『悲劇を止められないから諦あきらめる程度の権威』に一体何の意味がある？」

『それで、無む駄だでも火中へ突っ込んでいくあの少年を気にかけている訳か。机上の空論を飛び越えて、私達には救えない者を救ってきたあの少年を』

　老人の言葉に、雲くも川かわはわずかに黙だまった。

　掌てのひらでチョコレート菓子を転がす雲川に、老人はさらに言う。

『率直に言って、その問題はこれからも付きまとうだろう。我々は統括理事会の一角だが、逆に言えば一角にすぎん。一番深い所で蠢うごめいているプロジェクトに干渉する事はできないし、そもそも、世の中の不可思議は、世の中の「闇やみ」は、学園都市の中にだけあるものではない。その「外」からやってくる脅きよう威いに関して、我々はあまりにも無力だ』

「……、」

　これだけの力がありながら、雲川芹せり亜あや老人は、あの少年がこれまで関かかわってきたほぼ全すべての事件に干渉した事はない。

　それほどまでに少年が歩んできた道のりは険しく、綱つな渡わたりで、そして雲川達には力が足りなかった。

　なまじ頭が良過ぎるためか。力を持ってしまったからか。

　逆に様々な面で制約を受ける雲川達は、本当の意味での事件の中心へは近づけない。

『自己の無力を再確認するのは良い事だ。だが、今は緩ゆるやかな人格的成長を待っている暇ひまはない』

「戦争も終わったというのに、相変わらずこの街は問題を抱えているとでも言うのか？」

『面めん倒どう臭くさい事にな』

　下着のままため息をつく雲川に、老人は言う。

『我々には関われない問題があるように、あの少年のような人間には対処できない問題もある。胸を張りたければ、まずは役割をまっとうしろ。それが先輩というものだよ』
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　しばしの休憩が終わると、レイヴィニア＝バードウェイの講義が再開された。

「……ひゃて」

　と、どこか舌足らずな調子になっているのは、特製激げき辛からシンデレラで唇くちびるをやられているせいだろう。

「魔ま術じゆつ師し個人については先ほど語った通りだ。ここから先は、魔術師の集団について説明しておこうか」

「それって、学園都市みたいなものなのか？」

　と質問する浜はま面づらに、バードウェイは首を横に振った。

「ローマ正教なんかはともかく、一般的な魔ま術じゆつ結社の場合、『巨大な組織が特殊な力を分け与え、管理する』お前達科学サイドのやり方とは違うな。『元から特殊な力を持っている者達が集まって、巨大な組織を作る』といった方が正しい」

　バードウェイの適当な調子の後に、インデックスが続いた。

「神話やオカルトと密接に絡からむから、宗教的組織として認識されている事も多いんだよ。あるいは、宗教的組織の一部門として、秘ひ密みつ裡りに魔術組織が構成されていたりね」

「その辺、実は俺にも良く分かっていないんだけど……」

　そう言ったのは上かみ条じようだ。

「例えば十字教のローマ正教と、お前達みたいな魔術結社っていうのはどう違うんだ？」

「違わないさ、と言ったら激げき怒どする連中が現れそうだが」

　バードウェイは区切って、

「制度的に言えば、親組織の利益の優先に個人全員が了承しているものと、最初から個人的な目的を持った人間が集まってできたものの違いとかになるか。ただ」

「ただ？」

「最大の違いは、『それが大多数の人間に認められているか否いなか』だな。そもそも、巨大宗教は自分達以外の宗派を『魔なる者』として弾圧したりしている訳だし」

「そんなもん、なのか……」

「民衆の大多数は、魔術というものを正しく認識していない。だが、そのベースとなっている神話やオカルトの中にある倫理観ぐらいは知っているだろう。童話の中に教訓が含まれるようにな。そうしたものを土地へ染しみつかせられれば『神聖なる者』として扱ってもらえるし、染みつかなければ『排除するべき異物』として処理される」

　そうした弾圧の歴史については、バードウェイは触れない。

　異い端たん審しん問もん、魔ま女じよ狩り、宗教裁判。

　最初期に弾圧されながらも拡大していった十字教などは、後世になると弾圧する側へと転じていたりする。

　彼女の『研究分野』からすれば、それこそ自身の記き憶おくのように思い浮かべられるだろうが。

「例えば、近代西洋魔術結社が扱うのは、十字教の裏技のようなものだ。だが、この結社の会員が地球の人口の半分を超えれば、それが最大宗派となってしまうだろう。正論かどうかさえさておいてな。……現実には死ぬほど厳しいが、あくまでも理論上ではそういう事になる。公式と裏技を区切るものなんて、そんな程度だよ」

　もちろん、『今の多数派』はそんな逆転の可能性を決して認めないだろうがね、とバードウェイは付け加えつつ、

「さっきも言った通り、これらの集団は元々力を持っている連中が集まって形成される事が多い。全より個の思惑が優先される事もある」

「……『ヤツら』ってのは、複数形なンだから組織って事だろ」

　一方通行アクセラレータは面めん倒どう臭くさそうな調子で言う。

「組織の規約が個人の行動の邪じや魔まになるってンなら、そいつらはどォして群れる？」

「ここから先は実践的な魔ま術じゆつ結社を想定して話すが」

　バードウェイはニヤリと笑った。

「消極的な理由としては、周りも集団を作っているから、というのも大きい。単純な闘とう争そうになった際、個人よりも集団である方が戦力は高くなるからな。他にも、役割分担をする事で実行する大きな儀ぎ式しきがあったり、広範囲から情報収集する必要があったりすると、個人主義の強い魔術師が一ヵ所に集まったりする訳だ」

「……つまり、たとえどれだけ大きな目的を持っていても、役割分担の必要を感じず、一人でやった方が効果的だと考えれば、魔術師は組織に入らないって事になるのか」

　上かみ条じようはそう呟つぶやく。

　とりあえず学校、とりあえず会社と考えている彼には、いまいち実感の湧わかない世界だ。『どこにも属さない事』に不安を感じたりはしないのだろうか。

　一方の浜はま面づらは、

「って事は、『ヤツら』って連中は、集団を作って役割を分けなければ実現できないような『目的』を掲げているって考えて良いのかよ」

「だろうな」

　バードウェイは頷うなずく。

「そもそも、この手の反抗分子は隠れてなんぼだ。居場所を知られた時点で、多数派に取り囲まれる。つまり、組織は小さければ小さいほど有利なんだよ。関かかわる人数が少なければ、口を割られる可能性も減る訳だしな」

「それがわざわざメンバーを募つのって組織を組ンだ以上、そのリスクを負ってでも手に入れるべきメリットを『ヤツら』は想定していやがるって訳か」

「そういう事だ」

　適当な調子でバードウェイは答える。

「『ヤツら』については後で詳しく話すつもりだが、組織を組んだ以上は組まなければならない理由がある。秘密主義の強い魔術関係は、こうした小さな所から切り崩して情報を集める。そういう雰ふん囲い気きもここで摑つかんでおくと良い」
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　魔ま術じゆつ師しと言っても色々いる。

　例えば、今現在も『ラジオゾンデ要よう塞さい』を安全に降下させるために活動している、イギリス清教内の特殊部隊『必ネ要セ悪サのリ教ウ会ス』の面々。

　ただ、それだけではない。

　元々イギリスは数多くの魔術結社を抱えている国家だ。その性質も、国家のために貢献するもの、国家の転てん覆ぷくを狙ねらうもの、個人のトップのために活動するもの、全体の利益のために活動するもの、様々だ。

　そうした魔術結社になりきれない、予備軍と呼ばれるものの一つ。

　意図的に低い地位を維持する事で、制約を持たずに行動している組織。

『新たなる光』の魔術師の少女、レッサーは隠れ家の一つ（と言ってもおどろおどろしい洞どう窟くつなどではなく、エディンバラ市内のアパートの一室だが）の扉を勢い良く開け放つと、中で英字新聞に目を通していた別の少女ランシスに向けてこう叫んだ。

「聞きました聞きました!?　あの少年が学園都市で確認されたって!!」

「イギリス清教経由で情報を傍受したのはベイロープだったのでは？　どうも、魔術結社の『明け色の陽ひ射ざし』と一いつ緒しよに行動しているみたいって話だったけど」

「あの馬ば鹿か者ものめ!!」

　レッサーは荒々しくソファへ身を投げ、ミニスカートも気にせず両足をバタバタと振ると、

「人がさんざん誘ゆう惑わくしまくって『イギリスのためになる』方向へ所属を移させようとしていたのに!!　よりにもよって英国王室とガチンコでぶつかり合ってる魔術結社と繫つながりを持つだなんてーっ!!」

　そこまで叫ぶと、レッサーは自分の衣服に手をかける。

「教育だ!!　教育しかない!!　飴あめでダメなら鞭むちを振るうのみ!!」

　ズバァ!!　と勢い良く脱衣すると、その中から黒のレザー衣装に包まれた肢し体たいが現れる。独特の匂においを発する本革をギッチギッチと鳴らしながら、乗馬用の鞭をヒュンヒュン振り回すレッサー。

　ランシスは呆あきれたように、

「……どこで身に付けたの、その早脱ぎ？　私の体がくすぐったくならなかったって事は、魔ま力りよく使ってないよね」

「そんな事はどうでも良い!!　あの野郎、下した手てに出ていれば！　こうなったら新しい世界に目覚めさせるぐらいの気持ちで引っ叩ぱたくしかないようですねっ!!」

「とりあえず、敵情視察ぐらいやったら？　例の少年がどこの誰だれに誘惑されたのか、とか」

「ふむふむ。おっ、これはイギリス清教から傍受した写真画像ですね」

　テーブルの上に散らばっていた写真に目をやるレッサー。

　上かみ条じよう当とう麻まを中心に何人かの人物が写っているのだが……アングルが妙だ。空中数メートルの所にでも浮かんでいない限りこんな写真は撮影できそうにない。

　この写真は、学園都市からイギリス清教へ提供されたものを、レッサー達の仲間が傍受したものだ。つまり、何かしらの科学技術が関かかわっているのだろうが……。

　レッサーが気にしているのはそこではなかった。

　写真には、おそらくイギリス清教のメンバーが書き入れたのだろう、ペンでいくつかの注釈が加えられていた。

　そこには、




　黒くろ夜よる海うみ鳥どり　←小さい。




　フレメア＝セイヴェルン　←小さい。




　レイヴィニア＝バードウェイ　←すごく小さい。




「……、」

　レッサーはボンテージに包まれた自分の体を見下ろした。彼女も小柄な方だが、胸囲についてはそれなりのものがあった。

　その小こ悪あく魔ま少女レッサーは顔を青くすると、

「……あの少年、趣しゆ味みが変わった……？」

　呟つぶやき、そしてレッサーは英字新聞へ目をやっているランシスの残念な胸囲へ目をやった。

「ランシス!!」

「いや」

「今こそランシスのメジャーデビューの時です!!　さあ、この日本製の白いスクール水着をまとってすぐさま学園都市へ!!　今一一月ですけど!!」

「それ以上言いやがったらぶん殴なぐるぞ」
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　結むす標じめ淡あわ希きはファミレスのテーブル席で頰ほお杖づえをついていた。

　食べ放題のサラダバーとは別ランクの、単品で一〇〇〇円を超えるサラダにフォークを突き刺している。

　向かいの席に座っている同年代の少女が、苦笑しながら言った。

「行ぎよう儀ぎ悪いよ」

「箸はしじゃなくても肘ひじつきは駄だ目めなのかしら？」

　言われても結むす標じめは直そうとしない。

　緊きん張ちよう感かんのない、気だるげな雰ふん囲い気き。それを彼女自身、どう処理して良いか分からず、持て余している感もあった。

　結標の目の前に座っている少女は、本来であれば学園都市の少年院の『一般には公開されていない地下区画』に幽ゆう閉へいされているはずだった。

　結標はそうした少年少女達を救い出すために、学園都市の『闇やみ』として、様々な汚れ仕事を請け負っていたはずだった。

　少数精鋭の特殊組織『グループ』の一員として。

　第三次世界大戦の終結と共に、突然その戒いましめは解かれてしまった。その事実自体は喜ぶべきだが、何な故ぜそうなったのか、どういう経緯があったのか、それが分からなければ一いち抹まつの不安は残る。

　これからどう動くべきか。

　動く事で逆に悪い影えい響きようを状況へ与えてしまうリスクはないか。

「難しい事考えてる？」

「簡単な事なら頭を働かせる必要はないわ」

「問題を分解してみたら？」

　少女は言う。

「難しい事のほとんどって、いろんな出来事が複雑に絡からまっちゃっているからだよね。だったら、一つ一つの問題を並べてみれば良いと思うよ」

「……そうね」

　何事も順番に解決し、積み重ねていくのが一番だ。

　問題は、彼女の場合、一つ一つ解いていくと一〇〇年以上かかるかもしれないという点だが。

　しかし、

「三段飛ばしをするにしても、階段の長さぐらいは測っておいた方が良いかもしれないわね」
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　コタツの布ふ団とんで湯たんぽ少女フレメアが目を覚ました。

　浜はま面づら仕し上あげは近くにいない。周囲にいるのは変な黒服の外国人とか、素す性じようの不明なツンツン頭の少年や白い修道服のシスターといったところだ。

　さらにぼんやり眼まなこで情報収集を進めるフレメアだったが、おでこにカサカサとした感触があるのに気づく。キョンシーかインディアンポーカーのように、メモが貼はり付けてあったのだ。文面に目を通すと、浜面は自販機にジュースを買いに行ったらしい事が分かる。

「にゃおー……」

　どこか心細い声を出すのは、そもそも浜面以外は見知った顔がない、という理由がある。

　そもそも、さっきから小難しい話がずーっと続いていたり、もう夜だったり、さんざん街を走り回って疲れていたりで、集中力も好奇心もほぼゼロのラインを突っ走っているのだ。今から遠えん慮りよして、初めて話す人とおしゃべりの内容を合わせて距きよ離りを縮めようなんて心の微調整ができるような状態ではない。

　ごてんと床の上へ転がり、コタツの布団の中へもそもそと下半身を収めたフレメアは、目の前を横切ったバードウェイの足へ手を伸ばした。

「やめろクソガキめ！　私は今お前みたいなのに付き合っている暇ひまはないんだ!!」

　と尊大な事を言うバードウェイの手には携帯ゲーム機が摑つかまれており、

「マーク!!　攻略サイトに新情報が載っていたぞ。やはり学園都市は情報の速度が違う。お前も早くログインしろ！　あの雷スクラップ獣じゆうをボコボコにしてやる!!」

「テレビゲームに求められる動体視力を保っていられるほど若くはないんですけどねえ……」

　にーあー……とフレメアがか細い声を出すが、バードウェイ達は無線電波の良く届くベランダの方へと移動してしまう。

　眠い、だが眠れない、暇ひま……という悪循環に陥おちいっているフレメアは、さらに自分の近くを横切ろうとしている人物の足へ、猫じゃらしに反応する猫のように手を伸ばす。

　一方通行アクセラレータだった。

「……、あン？」

　そこらの路地裏を行き来している不良程度なら失禁してもおかしくないシチュエーションだが、眠さがマックスになり、そもそも危機管理能力が平均以下のフレメアにはその脅きよう威い度どを正しく認識できない。

　ただ彼女は言う。

「にゃーにゃにゃにゃー……」

「……その言語機能のサポートを俺に期待するンじゃねェよ……」

　現代的なデザインの杖つえをついている一方通行アクセラレータはそれでも立ち去らない。そう考えると、バードウェイよりはまっとうな人格を手に入れているのかもしれない。

　フレメアは言う。

「……私を助けてくれた人？」

「オマエのヒーローは俺じゃねェ」

　一方通行アクセラレータは吐はき捨てるように言う。

「そりゃ命を張って実際に矢や面おもてに立った野郎だけが手に入れられるモンだ。ちょっと手を貸した程度の人間に割り当てるよォなモンじゃねェンだよ」

「にー……」

　だが睡すい魔まに襲おそわれているフレメアは、あまり人の話を聞いていないらしい。

　眠たげな調子で、彼女はこう言った。

「それでも、あなたも助けに来てくれた」

「……、」

「ふにゃー……」

　半分寝言のような声を上げ、フレメアは一方通行アクセラレータの足を摑つかんだ。

　コタツで眠る少女をわずかに見下ろしながら、彼は思う。悪党には興味がない。善人になれたとも思っていない。どの道へ進むべきか、それすらも見定まっていない中途半はん端ぱな状態だが……そんな中でも、誰だれかの人生に干渉し、それをプラスの結末へ運ぶ手伝いができたのだろうか、と。
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　そして夜の学園都市の街路で、見た目は一〇歳前後の少女、打ち止めラストオーダーが絶叫した。

「ぎゃああああああああああああああああああああああああ!!　ミサカの居場所ポジシヨンが取られたーっ!!　ってミサカはミサカは説明不能な第六感にわなわなしてみたり!!」

　さらにミサカネットワークから莫ばく大だいな干渉を受けた番外個体ミサカワーストが、小さな少女の隣となりで意味もなく絶叫した。

「ぎゃああああああああああああああああああああああああ!!　ミサカあの人の事なんてどうでも良いのに何でーっ!?」




　　　　９




　各おの々おのの休息が終わると、再びバードウェイの説明タイムが始まる。

「魔ま術じゆつ結社や集団についての説明は大体終わったが、『ヤツら』について話す前に、もう一つ大きな事柄を説明しなければならない」

「……まだあるのかよ」

　と呟つぶやいたのは、校長先生のお話とかダメなタイプの浜はま面づらだ。

　バードウェイは気にせず、

「そもそも、『ヤツら』について話すためには、『ヤツら』が生じた経緯について語っておかなければならないだろうからな。その土ど壌じようというのが面めん倒どう臭くさいのさ」

「土壌だと？」

　言ったのは一方通行アクセラレータだ。

　バードウェイは小さく指を振り、

「とはいえ、別に神話だの伝説だのを長々と講釈するつもりはない。……まぁ、あれも伝承クラスの有事だったとは言えるかもしれないが、少なくともお前達にとっては、オカルティックな伝説よりかは馴な染じみはあるだろうな」

「説明を回りくどくしてどォする。要点を言え」

「第三次世界大戦」

　バードウェイが簡単に言うと、上かみ条じよう当とう麻ま、一方通行アクセラレータ、浜面仕し上あげの三人の動きがわずかに固まった。

　彼らは、いずれもその戦争の深い所を走り回っていた。

「……あの戦争は単に科学技術を抱えた国家と国家がぶつかっていた訳じゃない。それよりもっと大きな枠組みでの争いが、一番深い所では存在した」

　つまり、とバードウェイは呟き、

「魔術と、科学」

　その言葉に、一方通行アクセラレータは目を細める。

「『ヤツら』ってのは、その『戦争を起こしたもォ片側』が関かかわってるってのか？」

「……そういう訳だ」

　バードウェイはニヤリと笑って、

「あの第三次世界大戦を経て、『ヤツら』は浮上した。ならば、まずは第三次世界大戦というのがどういう戦争だったのか、深い深い深い部分まで含めて説明する必要があるだろう？」
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　長い話になる。

　その前に飲み物や菓子などを手元へ調達するべく、三人は部屋の台所スペースへ向かったり、近所のコンビニへ足を運んだりしていた。

　そんな中、上かみ条じようはユニットバスのドアを開け、中に入る。

　とはいえ、別にシャワーを浴びたい訳ではない。彼の手には、コンビニで買ってきたサンドイッチとミネラルウォーターのペットボトルがあった。

　食事をする場所としても、相応ふさわしくはない。

　上条が食べるのでもなかった。

　視線の先には、一人の少女がいる。

「……ご丁てい寧ねいに、食事のお世話までしてくれる訳だ」

　黒くろ夜よる海うみ鳥どり。

　一二歳程度の少女で、学園都市の暗部である『新入生』の一人。その手足は拘こう束そくされていた。特殊な器具やロープなどを使っている訳ではない。元々、黒夜は革や鋲びようなどを多用した、パンクな格好をしていた。腕や足の部分には紐ひもの編み込みがあったため、その結び方を少々工夫して拘束衣として応用している訳である。

　彼女は掌てのひらから窒ちつ素その槍やりを生み出す『窒素爆槍ボンバーランス』という能力を使うが、それを防止する意味で、両手はクロスさせ、槍を生み出せば自分の上半身を傷つけるように仕向けてある。

　上条は言う。

「いや、気にしてるのは俺だけじゃないと思うんだけどな。ほら、ついさっき殴なぐり合ったばかりで顔合わせにくいみたいなんだよ。だから俺が」

　実際には殴り合うなんて次元ではなかった訳だが、途中参加の上条には詳しい事までは分からない。

　拘束されたままの黒夜は皮肉げに笑い、

「……私はサイボーグだ。内臓関係はそれほどいじっていないが、それでも体内の信号を操って細胞単位の仮死を誘ゆう発はつさせる事もできる。代謝をいじれるんだから、一週間ぐらいなら水もいらないのさ」

「代謝に干渉しているって事は、やっぱり食べるに越した事はないんだろ」

「チッ」

　黒くろ夜よるは舌打ちし、

「良いか甘ちゃん。私は『新入生』だ、この街の新しい『闇やみ』だ。一方通行アクセラレータと浜はま面づら仕し上あげをラインで繫つないで皆殺しにするためだけに、フレメア＝セイヴェルンの命を狙ねらった人間だぞ。もうちょっと緊きん張ちよう感かんを持って接してもらいたいね」

　そうか……と上かみ条じようは呟つぶやいた。

　おおまかな事情は初めて知ったので、ここで改めて感情の制御を行っているのだろう。

　その上で、彼はこう言った。

「でも、それなら俺とは争う理由はないんじゃないか？」

「……、」

　言われてみれば。

　一いつ瞬しゆんそう考えかけて、慌あわてて黒夜は首を横に振った。

「いやいやいや!!　お前は最後に思いっきり邪じや魔まをしただろう!!　とどめの一発だよ！　勝敗に直接関かかわっている以上無む茶ちや苦く茶ちや敵じゃん!!　もろに恨うらみの対象だっつーの!!　よく私の前に顔を出せたな。今すぐ八つ裂きにされるかもしれないって思わなかったのか!?」

「どうやって？」

「……私の住んでいる『闇』じゃあ、サイボーグセラピーって用語がある」

　ニヤリと笑って黒夜は言う。

「疾しつ病ぺいの克服にしても、運動機能の向上にしても、美び醜しゆうの修正にしても、サイボーグを求める人間は何かしらの欠点、劣等感の排除を必ず意識する。もちろん人並の羞しゆう恥ち心しんを持つ人間なら、注文書へ真正直に記入する事はない。だが回り道したような内容の記述を眺めるだけでも、その人間の深層を覗のぞき込める訳さ」

「？」

「私の場合は……『腕』。この二本しかない腕だ。私の力は掌てのひらからしか発射できないからな。もっと発射点が多ければそれだけ有用と判断されただろうに、腕が二本しかなかったばかりに私は私という烙らく印いんを押された」

　黒夜海うみ鳥どりは拘こう束そくされた体を揺さぶりながら言う。

「だから、サイボーグとは言っても、私は全身を加工している訳じゃない。二本の腕を中心に、それを支える肩けん甲こう骨こつや、上半身の各所に取り付けたコネクタなんかが中心となる。逆に、下半身なんかは綺き麗れいなものさ。何しろ、加工の必要性を感じなかったからな」

　ゴキリ、という妙な音が響ひびいた。

　人体が発するにしては、妙に硬い、金属質な音が。

「まだ分からねェか」

　口調が変わる。

「腕ェ縛しばられて邪じや魔まだっつーンならさァ、そンなモン取り外しちまえば良いってだけだろォがよォ!!」

　ガキキン!!　とさらに金属質な音が鳴り、黒くろ夜よるの左腕が肩の所から外れた。

　骨が外れた、ではない。

　左腕全体が、まるで人形の腕を引っこ抜くように外れたのである。

　長い手袋で連結された左腕をヌンチャクのように振り回し、黒夜海うみ鳥どりは自由になった右腕を上かみ条じようの顔面の中央へ向ける。

　窒素爆槍ボンバーランス。

　それを向ける理由があると事前に彼女は言っていたし、たとえ理由がなくても向ける事をためらうような人間ではない。

　何な故ぜならば、

「ちょーっと『悪党』ってのをナメてたンじゃねェかァ!!」

　ボンッッッ!!!!!!　という爆発音と共に、窒ちつ素そで作られた槍やりが噴き出した。

　人間の頭ず蓋がい骨こつはおろか、複合装甲でもスルリと貫通させるほどの破は壊かい力りよくを持つその槍。

　その死が間近に迫った上条はと言えば、

「はいはいそこで幻想殺しイマジンブレイカー」

「な、なにィ!?」

　右手を軽く振っただけで薙なぎ払われた己のアイデンティティを見て、黒夜は愕がく然ぜんとする。

　一方の上条も、流石さすがに今のは看過できないので、

「……縛しばるだけじゃダメなのか。うーん……でも、抵抗できない事を示さないとお前の身が危なくなるかもしれないからなあ」

「待て待て!!　今のサラッと流してンじゃねェ!!　そォだ、そもそもフレメアを仕留め損なったあの時だって、結局オマエは何やってやがったンだ!?」

「そうだ、サイボーグで取り外し自由なら、もう片方も外してしまえば良いんじゃ？　手がなければ能力は使えないんだったよな」

「待て待て待て待て待てって痛ってェェ!?　馬ば鹿か、そンな簡単にパキパキ外せるものじゃねェンだよ!!　何本ロックがあると思ってンだ!!　大体一二歳のガキをバスルームに監禁して両腕を取り外すとか、『闇やみ』の私が言うのも何だが相当猟りよう奇きな絵え面づらになってるって分かってンのか!?」

「……っていうか、左腕もくっつかないぞ？」

「だから古いテレビじゃねェンだ！　そンなアナログな方法で直りゃしねェンだよ!!　っつかグリグリすンな！　コネクタの金具が変に接触すると痛覚神経にノイズが走るンだってば!!」

　ったくもーっ!!　と叫んだ黒夜は上条から左腕を奪い返すと、特殊な手順を介して再接続させていく。

　コネクタ関係は完全な人工物になっていて出血がないためか、上条は生々しさを感じず、興味深そうな目で黒くろ夜よるの様子を眺めている。

「サイボーグって便利そうだな……」

「精密機器の寿命って知ってるか？　パソコンを思い浮かべろよ。二四時間フル稼か働どう状態なら三年もてば良い方さ。そのたびに手術を受けるよォな体になりてェか？」

　しかし根本的な所で上かみ条じようは人の話を聞いていない。

　彼はサンドイッチの透明な包装をバリッと破ると、

「でもサイボーグって事は、魚の鰓えらをつければ水の中で生活できるって事だろ。泳ぐじゃなくて生活。文字通り住んでいる世界の幅が変わるんだよな」

「……実際には細胞の浸透圧の問題とか細々とした条件をクリアするために、徹てつ底てい的てきに体ン中いじる必要がありそォだけどな」

「頭に猫の耳をつければ広域から聴ちよう覚かく情報を取得できたりするんだよなあ」

　その言葉を聞いて、黒夜の動きがピタリと固まった。

　直後に、彼女は手足を拘こう束そくされたまま、ズザッ!!　と後ずさる。

「や、やめろよ！　なに想像してンだよ!!」

「？」

「私は『闇やみ』だぞ!!　『卒業生』を狩るために行動を開始した『新入生』だぞ!!　馬ば鹿かじゃねェの、そンな伏線なンかねェよ!!　いつもフードを被かぶっていたのはネコミミを隠すためだったンですなンてファンシーな展開ある訳ねェだろ!!」







　ユニットバスの方から聞こえてくる騒さわぎを聞いて、一方通行アクセラレータは（彼にしては極きわめて珍めずらしい事に）音もなく顔を青ざめさせていた。

『闇』だの『悪党』だのといった人種には、ある共通点がある。

　そのクールな雰ふん囲い気きを台無しにされたら全部が終了してしまうという点だ。

　たとえどれほどの悪人であったとしても、エプロンを渡されて幼稚園の中に放り込まれたら、もう保育士さんをやるしかないのである。

　通常、その手の雰ふん囲い気きを台無しにする輩やからはさっさと暴力で排除する事で『自分の世界』を保ったりするものだが、あの無レ能ベ力ル者０には奇妙な右手がある。

　排除できなかった時の事を想像するのも恐ろしい。

　思考の一部分、特に攻こう撃げき性せいを移植された黒夜海うみ鳥どりは、言ってしまえば一方通行アクセラレータが他の道を進んだ別パターンにも等しい。

　失敗すればああなる。

　すでに『悪』や『闇』からは乖かい離りしつつある一方通行アクセラレータではあったが、ああいった事態に巻き込まれるのは避さけようと、心に誓うのだった。








行間　二









　窓の外に広がる地球の青さを共有する事はない。

　完全な無重力下、長い黒髪のポニーテールを不自然に揺らしながら、神かん裂ざき火か織おりは通信用の霊れい装そうに話しかける。無線機ではなくこちらを使っている時点で、話し相手は潜せん水すい艦かんやロケットの管制施設など科学的な者ではなく、魔ま術じゆつ的てきな者へ限定されていた。

　打ち上げられるまでは、科学の力を借りた。

　だが、ここから先は魔術の領分だ。

「規定の霊装の接続は完了しました。そちらでもモニタはできていますか？」

『し、信号は確認できています。接続不良などのミスもなさそうです』

　返答したのは、五いつ和わと呼ばれる少女だろう。

「東西南北の方位や土地の条件などを組み込む地球上での魔術行使とは、勝手が変わるはずです。こちらでも気をつけますが、細かい数値の変動は厳密にモニタしているそちらの方が調べやすいはず。注意していただけると幸いです」

『他天体からの影えい響きようなども含めて、変動は常にチェックしています。太陽から流れ、地球の周囲を旋せん回かいする事で属性が変動していくタットワ関係の力も含めて、現在では誤差範囲内。突然フレアが発生して莫ばく大だいな太陽風などが発生しない限り、作戦行動に支障をきたすようなエラーは起こらないものと推測されます』

　当然、科学サイドから太陽風や黒点の記録などは開示されているのだろう。

　神裂は通信を維持したまま、宇宙船のハッチへと向かう。歩く、ではなく、壁を蹴けって漂うような感覚に近い。

　体をわずかに動かすと、ガチャリという金属質な音が続いた。

　無重力なので重さは感じていないが、今の神裂は和風の甲かつ冑ちゆうの胸当てのようなものをつけていた。背中の部分には金属パーツを折り畳たたんだような、ごちゃごちゃとした装置が付け足されている。

　地上を歩くとすれば、相当の重装備ではあるだろう。

『聖人』の神裂ならともかく、並のアスリートなら潰つぶれていただろう。

　だが、宇宙空間を専門に研究している者が見れば、神裂を慌あわてて止めたかもしれない。そんな軽装で『外』へ出るなど自殺行為だ、と。

　単に呼吸の問題だけではない。窒ちつ息そく以前に、圧力や外気温の問題で即死するのは避さけられないからだ。

「装備の確認は終了。これからハッチを開けて『外』へ出ます。船内には酸素が残った状態ですが、構わないとの事でしたね」

『気圧差で船内の設備が破損する恐れがありますが、元々、使い捨ての機材ですから問題はないそうです。ただ、ハッチが開くと同時に船内の空気は全すべて外へと排出するように動きますので、その点はご注意ください』

「……その程度で破損するような霊れい装そうなら、そもそも『外』へ出る事も、大気圏へ再突入する事もできないでしょう」

　神かん裂ざきはハッチのハンドルを片手で摑つかむ。

『宇宙船については、そのまま放っておけば三〇分後に大気圏へ再突入し、自然と燃え尽きるそうです。突入角度も「消滅するように」設定されていますので、気にしないで良いと報告されています』

「了解しました。では」

『一〇〇〇。現時刻よりスタートします。ご武運を』

　その声を聞き、神裂は迷わずハンドルを回した。

　三回転ほどして、ハッチと壁にわずかな隙すき間まが空いたと思った直後、ハッチそのものが漆しつ黒こくの空間へと吹き飛ばされた。その推進力を生み出したのは、船内に残っていた酸素だ。気圧の低い方へ気体が流れているのである。

　しかし、神裂がバランスを崩す事はない。

　彼女が装着している、奇妙な形の胸当てが自動的にバランスを保持しているのだ。

（……日本の神話では、鬼だの恨うらみを持った貴族だのの首が空を飛ぶ話は珍めずらしくありませんが）

　ゆっくりと『外』へ身を乗り出しながら、神裂は考える。

（そういった悪性を追尾する刀の話もあるんですよね。まぁ、北欧やケルトなどにも伝わる、自動的に戦う武具に分類されるものの一種なんでしょうが）

　振り返ってみると、今まで自分が乗っていた宇宙船の全ぜん貌ぼうが露あらわになる。フォルムは円えん錐すい形けいに近い。銀というより鉛に近い色合いの船体は、おそらく基本的な所は冷戦当時の宇宙船とあまり変わっていないのだろう。ただ、その外観を支える中身の技術が大きな変化を遂とげているのだ。

　円錐形の船体からは、眩まばゆい光が照り返っていた。

　太陽光を浴びているのだ。

　可視光にしても目に見えない宇宙線にしても、大気のない宇宙空間は、地上に比べてエネルギーの減げん衰すいは少なく、長い距きよ離りまで届く。太陽光を直接浴びているこの辺りは、表面温度が四〇〇度近くに達しているはずだ。

　だが、やはり神裂の表情に苦痛の色はない。

　そうしたものからの保護がなければ、そもそも神裂は生きていられないだろう。

　今の神かん裂ざきには、異様に接近した鮮やかな月や、地球の照明や大気の元では絶対に観測する事のできない星の海へ、わずかな歓心を得る程度の余裕すらある。

『問題はありませんか？』

「今の所は。ただ、こちらとしても『船外活動』は初めての経験です。不測の事態に備えていくつかのバックアップは用意していますが、モニタ側でも注意を払っておいてください」

　言いながら、神裂は足元へ目をやる。

　上や下という概がい念ねんすらない場所だが、それでも感覚的には見下ろす形に近い。

「……目視でターゲットを確認」

　地球の青さを否定するものの代表は、白い雲だろう。だがその雲を押しのけるように、十字の形をした巨大構造物が居座っていた。浮かんでいる高度の問題だろうか。大気の影えい響きようを受けにくい分、地上にある大陸などよりも、くっきりとした輪りん郭かくをしているような気がする。

　神裂は全身に行き渡っている魔ま力りよくの流れをわずかに分岐させ、装着している胸当てに新たな魔ま力りよくを通す。循環が確認されると、胸当てに変化が生じる。

　背中の方で折り畳たたまれていた金属パーツが、大きく開いた。それは鋼鉄でできた天使の羽のようにも見えたし、鋭い中にわずかな曲線で美を表現する日本の刀のようにも見えた。

「降下を始めます」

『再突入の角度に関しては、こちらでモニタします』

「大気圏さえ無事に越えられれば、ラジオゾンデ要よう塞さいへは着地できるでしょう」

　神裂はゆっくりと母星へ移動しながら呟つぶやく。

　その速度が徐々に、しかし確実に増していく。

「何しろ、あれだけ巨大な標的です。外す方が難しい」








第三章　受け入れる者、だが不穏　Lecture_Three.
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「世界最大規模の宗教組織……十字教には、新教と旧教がある。そしてその旧教の中でも、巨大な三つの組織がある」

　レイヴィニア＝バードウェイは言う。

「つまり、ローマ正教、イギリス清教、ロシア成教」

　オカルトに詳しくなくても、名前ぐらいなら社会の教科書に載っている。そういうレベルで世界中に名を知らしめている組織だ。

「以前から様々な形の軋あつ轢れきはあったとはいえ、直接的な引き金となったのは、オルソラ＝アクィナスというローマ正教の修道女を巡る騒そう動どうだ」

　浜はま面づらの膝ひざの上に乗っているフレメアへ三み毛け猫ねこが猫パンチをするが、完全に寝ている金髪少女はピクリとも反応しない。

「稀き代だいの魔ま術じゆつ師しクロウリーの魔ま道どう書しよを解読できるとされたこのオルソラを巡り、ローマ正教は自分達の支配体制を守るため彼女の暗殺を決行。それを妨ぼう害がいするイギリス清教が、秘ひ密みつ裡りに学園都市の力を借りてこの問題に対処した事で……明確な対立構造ができてしまった」

　その魔道書を紐ひも解とかれる事が何を意味するのか、それは説明をしているバードウェイ自身にも分からない。と同時に、積極的に分かりたいとも思っていなかった。

　クロウリー関連の魔道書が人間の精神へどれほどの『汚染』を与えるか、そうなった魔術師がどんなに悲ひ惨さんな結末を迎えるか、そちらについて詳しく知りすぎている。

「その後、ローマ正教はイギリス清教の味方をした学園都市へと何度か攻こう撃げきを仕掛けるが、いずれも特殊な右手を持った馬ば鹿かの手で阻そ止しされた。ま、そういった一つ一つの事件を経るたびに、大戦へと繫つながる火種は大きくなってしまった訳だがな」

　それらを順序立てて説明されるのを聞いて、上かみ条じようは改めて自分が歩いてきた道がどれほどの綱つな渡わたりだったのかを再確認する。

　いずれの事件も、一度でも失敗すれば大勢の命が奪われかねない規模のものだった。しかしそれらの積み重ねがあの戦争を起こしてしまったという事実に、自分自身への憤いきどおりを抑えられない。

「この間、劣勢を感じたローマ正教は、ロシア成教と交渉。『科学サイドの学園都市に世界のバランスを持っていかれる』という恐怖心を刺激する事で、交渉を有利に進めてきた。そしてローマ正教としても、内部に隠していた虎とらの子を表舞台へ引きずり上げざるを得なくなった」

　バードウェイは告げる。

　その名を。

　一つの時代の黒幕を。

「……『神の右席』。二〇億の信徒を抱えるローマ正教の最暗部さ」

　最暗部、という言葉に、広くはない部屋が静まり返った。

　科学サイドと魔ま術じゆつサイド。仕組みは違えど、『闇やみ』というものがどういう性質を持っているか、一方通行アクセラレータや浜はま面づら仕し上あげも想像できるのだろうか。

　事が科学と魔術の双方に関かかわる大戦だからか、一〇万三〇〇〇冊にも『神の右席』の知識はないからか、あるいは争いの過程で一度意識を乗っ取られたからか……口を挟めないインデックスを放って、バードウェイは言う。

「彼らが起こした事案の一いつ端たんは、おそらくお前達も理解しているだろう。九月三〇日に学園都市の住人の大半が昏こん倒とうさせられた異常事態。世界中に暴動の危機を生み、最終的にフランスのアビニョンを火の海にする事で問題の解決を図った事件。学園都市最大の地下都市区画、第二二学区に壊かい滅めつ的てきなダメージを与えた一件。……これらは全すべて、『神の右席』とそこの幻想殺しイマジンブレイカーとの激突の一幕さ。その内のいくつかは、お前達科学の闇にも何らかの波紋を呼び、何かしらの事件を誘ゆう発はつさせたかもしれないな」

（九月三〇日に、第二二学区だって……？）

　と浜面はテレビのニュースで観みた情報と照らし合わせて眉まゆをひそめさせ、

（〇九三〇に、アビニョンだと……？）

　一方通行アクセラレータは、具体的な『闇』での経験を基にわずかな緊きん張ちようを走らせる。

　彼らも彼らで、それなりに世界の根幹を揺るがしかねない大事件に関かかわったり、解決に導いたりもしてきた。

　だが、その全てを『大きな爆発で生まれた波紋』と呼ばれてしまうほどの出来事が、彼らの知らない所で進行していた。

　改めて、これから踏ふみ込む場所の深さ、暗さを思い知らされる。

「『神の右席』……」

　浜面はポツリと呟つぶやいた。

「一体何なんだ、そいつらは」

「ローマ正教の最暗部……と言っても、お前達のような兵隊という意味での『闇』ではないな。むしろ、そうした兵隊を裏で操るタイプの『闇』と言って良い」

「統括理事会みてェなモンか」

「自分自身を被験者にして喜んでいる節があるから、この街の上層部とも違いそうな気はするがな」

　寝ているフレメアの反応がないので、三み毛け猫ねこはコタツの上に上がるとバードウェイの方へ向かう。が、少女は猫の首根っこを摑つかむと、飼い主である上かみ条じようの方へと放り投げた。

「『神の右席』は簡単に言えば、唯一無二の神と同等の力を持つか、それ以上の質を手に入れようとしていた連中だな。基本的には十字教じゃ一度死んで最後の審判を経るまで原罪に付きまとわれる訳だが、聖母マリアなどごく一部の例外は生きたまま原罪を洗い流した事例もある。そうした事を人工的に成功させようというのは……近代西洋魔ま術じゆつの『分かりやすい目標』だったりする訳だ」

　目標。

　魔術サイドの対ついである科学サイドの学園都市にも、やはりそれがあるのか。

　別世界の話を聞きつつも、一方通行アクセラレータはより近い世界について、同時並行的に思考を巡らせる。

「『神の右席』にとって、信徒二〇億のローマ正教は自分の研究と改造のため、都合の良い場所だった。だが、そのローマ正教という基盤を揺さぶるイギリス清教や学園都市……そして二組織を繫つなぐ右手の馬ば鹿かが邪じや魔まになったんだな。『神の右席』は大戦の前にも世界に影えい響きようを及ぼすレベルの事件を何度か起こしているが、それが学園都市という科学サイドに向けられたものか、幻想殺しイマジンブレイカー個人を狙ねらったものかは分からん」

　ゾッとする言葉だった。

『神の右席』が兵隊を動かす理由は、国と国がぶつかるものとは違う。

　自己の目的に反するのであれば、一国に対しても、一個人に対しても、同じように圧倒的な戦力を投入していく。

「じゃあ、その『神の右席』っていうのが支配体制を維持するために、学園都市やイギリスへ戦いを仕掛けたのが……第三次世界大戦の真実だったっていうのか？」

「違う」

　浜はま面づらの問いかけに、バードウェイは即答した。

「あれは、その『神の右席』という組織全体の思惑からも外れた事態だった」

「？」

「そもそも、『神の右席』全体の思惑は、傲ごう岸がん不ふ遜そんだが、それでも十字教のルールの中にある裏技を使ったものだった。言ってしまえば、彼らは十字教の枠組みの中で様々な行動を起こしていたのさ。ひょっとしたら、『神の右席』自身は、自分達の事を敬けい虔けんな十字教教徒だと思っていたのかもしれないな」

　バードウェイはどこか楽しそうに言う。

　そういった組織構造のトップの特殊な精神構造について調べるのが、彼女の専門分野であるからか。

「だが、その『神の右席』の中で一人だけ、尖とがりすぎたヤツがいた」

　三毛猫が上条の膝ひざの上で丸くなるのを眺めながら、バードウェイは言う。

「そいつの思想は十字教というルールの外にまで飛び出してしまった訳だ。そもそも、ローマ正教としてもそこまで大規模な戦争は起こしたくなかったんだ。信徒二〇億を超し、広域を支配していたローマ正教としては、世界規模の戦争など起こした所で自分の土地を自分で破は壊かいしかねない。……ところが、自己の目的を優先させたそいつは、ローマ正教とも、『神の右席』ともかけ離はなれた目的のため、大おお真ま面じ目めに戦争を起こしてしまった訳だ」

　全すべての元凶。

　ただでさえ歪ゆがんでいた『神の右席』でさえ受け止める事のできなかった、あまりにも尖とがりすぎた者。

「右方のフィアンマ」

　バードウェイはその名を告げた。

「そこの馬ば鹿かとは違う、もう一つの右腕を持った男さ」
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　天あま草くさ式しき十じゆう字じ凄せい教きようの少女・五いつ和わは恋する乙女おとめである。

　なので、ラジオゾンデ要よう塞さいが高高度を浮遊し、いつ地球人類壊かい滅めつ規模の損害が生じるか分からない状況であっても、やはり『あの少年』の生存が確認できた事は、少なからず五和の精神状態へ影えい響きようを及ぼしていた。

　こうしている今も聖ジョージ大聖堂の大広間で様々な情報の分析を行っている五和だが、その効率は平時の半分以下にまで落ち込んでいた。

　気分が高揚している。

　一つの事に集中ができない。

　体の外から入ってくる情報よりも、体の内側から生まれる情報の方が桁けた外はずれに多い。頭の中で目まぐるしく行き交う様々な意見・思考・アイデアなどに、自分自身の整理能力が追いつかなくなっている。

　平たく言えば、ものすごくテンパっていた。

　そんな五和の様子を見かねたのか、同じく天草式十字凄教の『元』教皇代理・建たて宮みや斎さい字じという長身の男がアクションを起こした。

　彼は五和に向けて、竹刀しないを軽く放り投げたのだ。

　少女はおっかなびっくり両手で竹刀を受け止め、

「？」

「ちょいと古風な方法で思考の最適化を手伝ってやるのよ。ロンドンへ来てから、こういうもんに触れる機会も多少減ったと思うしな。試しにかかって来い」

　建宮は肩で竹刀を担かついだまま、そんな事を言った。

「は、はあ。私の本来の得え物ものは槍やりなんですけど……」

　オドオドと小声で言いながらも、五いつ和わは両手で竹刀しないを構える。

　それだけで周囲の空気が一変し硬質化するというのだから、彼女も彼女で相当の使い手ではある。

　と。

　そこへ、そういったワノココロとかサッパリ分かっていない金髪のシスター達が、面おも白しろ半分で指を差しながら小声で話し始めた。

「み、見てくださいシスター・ルチア！　ジャパニーズＳＡＭＵＲＡＩバトルが始まるみたいですよ!!」

「ケンカを囃はやし立てるとか修道女のする事ではありませんよシスター・アンジェレネ」

「きっと真剣白しら刃は取りですよ！　こう、こうやって、両手でばっちーんって受け止めるんです!!」

　猫ねこ騙だましみたいなジェスチャーをしてはしゃぐアンジェレネの声を聞き、建たて宮みやの顔から変な汗が出始める。

　当然、日本の環境に合わせて独自の進化を遂とげた天あま草くさ式しきは、各種の東洋系武術もそれなりに習得している。……のだが、だからこそ、彼らの扱う技術は実戦に特化している。真剣白刃取りのような、『できたら間違いなく達人クラスの証明になるが、でも実際に使う場面ってなくね？』という部分はスッポリ空白となっているのである。

　とはいえ、あの純粋なキラキラ目を裏切る訳にはいかない。

　五和はひそひそ声で、

「（……あっ、あのっ、あれは、その、どうするんですか？）」

「（……仕方がないのよ）」

　建宮は手の中にあった竹刀を軽く放り捨て、完全な徒と手しゆ空くう拳けんスタイルを保持。

　その上で、真正面から五和を見据えてこう叫ぶ。

「来るのよな五和!!　ＢＵＳＨＩＤＯＷ本場の白刃取りを見せつけてやるのよ！」

「ええっ!?　本気でやるんですか!?　竹刀とはいえ、防具もないのに!!」

　五和の声が大きかったせいか、それまで興味を示していなかった他のシスター達も何だ何だと集まり始めた。あっという間に大広間には数百人単位の人の山ができる。同じ天草式の香こう焼やぎや牛うし深ぶか辺りもニヤニヤしながら野や次じ馬うまに加わっていた。

　もう色々と後には引けなくなった五和は、肩を縮ませながら、

「い、行きますよ？　じゃあ、三、二、一で行きますからね？」

「そんな合図など良いのよな！　いつでも来い!!」

「さ、三、二、一……」




　パァァーン!!!!!!　と。

　五いつ和わの竹刀しないが建たて宮みやの頭部へ食い込む音が、大聖堂中に炸さく裂れつした。




　全すべての動きが止まっていた。

　クリーンヒットを叩たたきつけた五和の方が、口をパッカリと開けて啞あ然ぜんとしている。建宮の両手は頭の上の部分で不格好なまま止まっており、誰だれがどう見たって竹刀の動きに反応できなかったのは分かり切っていた。

（ふ、フォローしないと……）

　奥ゆかしい大和やまと撫なでし子こである五和は、日本の生き恥はじの概がい念ねんに基づき、とっさに殿方を立てる事へ思考を巡らせた。

（早く何とかフォローしないと、このままじゃ元教皇代理が真っ白な灰になっちゃう!!）

「い、今のは練習ですよね!?　ノーカンノーカン!!」

　しかし建宮の方は声には出さず唇くちびるだけ動かし、『ば、馬ば鹿か。それだと最低もう一回はチャレンジしないといけなくなっちゃうのよでしょ!!』と、語尾を無む茶ちや苦く茶ちやにしたコメントを出そうとしていた。

　だが吐はき出してしまった言葉はどうにもならない。

　二回目のチャレンジが始まる。




　パァァァァァァーン!!!!!!　と。

　もはや説明不要の結果が建宮斎さい字じに襲おそいかかる。




　がに股またへっぴり腰両手は中空をさまよう元教皇代理は、今度の今度こそ灰になって風へ流されようとしていた。

　な、な、何とかしなきゃーっ!!　と色々テンパった五和はさらに、

「し、竹刀だからいけないんですよね!?　実戦で使う本物の刀はこんな重量じゃないから、軽すぎる竹刀じゃタイミングを合わせづらいっていうか!!」

「（……ばっ、ばかっ、五和、この馬鹿ーっ!!）」

　建宮が何か反論しようとした所で、同じ天草式の香こう焼やぎが、

「じゃあこっちの模造刀使えば良いんじゃないすか？　きちんと鍛たん鋼こう使ってるから重さだけなら日本刀と変わらないすよ。……刃がついていない分、強度は本物以上すけど」

「こ、こ、こここここここ香焼!!　お前さんそのアシスト絶対に確信犯なの……ッ!!」




　ベッコォ!!!!!!　と。

　頭ず蓋がい骨こつが深刻な事になっていそうな音が炸さく裂れつした。




　もはや恥も外がい聞ぶんもなく両手で頭を押さえてのた打ち回る建たて宮みや斎さい字じ。どこまでいってもフォローのできない五いつ和わは混乱の極きわみにあり、あわわわわわわわわわわわわわーっ!!　と必死に頭を高速回転させた結果、

「模造刀なんてダメですよ!!　こんなの実戦で振り回す人なんていませんもん！　真剣なら！　本物の日本刀なら百発百中で受け止められるのに、でもまー聖ジョージ大聖堂にはそんなのないから仕方がないかーっ!?」

「あるわよここに。『伴バ天テ連レン奉納兼かね光みつ透晶』で良ければ」

　同じ天あま草くさ式しきの女性・ふわふわ金髪の対馬つしまからベストなタイミングで手渡されてしまった五和は、カタカタと小刻みに震ふるえながら建宮斎字の方へ目をやった。
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　少女の手の中にあるのは、歴史の表舞台には決して現れなかった大おお業わざ物もの。

　西洋魔ま術じゆつの使用を前提とした日本刀。

　別称は『草そう紙し断だち』。一千枚ほど重ねた和紙の束を軽い一ひと薙なぎで両断した伝説に基づくとされる。それも純粋な切れ味のみで。率直に言って、一千枚なんてそこらのマグナム弾でも撃うち抜けないレベルである。ましてそこに魔ま力りよくとか上乗せしちゃって霊れい装そうとしての効果を発揮し、裏技的に破は壊かい力りよくを増しちゃったりなんかしちゃった暁あかつきには一体どんな結果を招く事か。

『おおっ、次は本気みたいですよ！　次こそばっちーんって受け止めるみたいです!!』と瞳ひとみをキラキラさせるシスター達の声を耳にしながら、建たて宮みやは小声で言う。

「（……い、いや、もう良いんじゃないかなー正直ここまでやれば努力賞ぐらいはいただけると踏ふんでいるのよだから五いつ和わもそんな肩かた肘ひじ張らずに……）」

「いいえ」

　スラリと鞘さやから白しら刃はを抜き放つ五和は、何やら勝手に覚悟を決めてしまったらしく、

「これ以上の恥はじをかかせる訳にはいきません。建宮さんにここまで上塗りさせてしまった以上、せめて有終の美を飾るのが私の務め。終わり良ければ全すべて良しです」

「はっ、恥がどうのこうのというレベルを超えているのよな!!　こんなもんまともに喰くらったら解剖学の教材になりかねないのよ！　やるにしてもせめて力を抜いて速度を落とすとか色々……ハッ!?　これはまさか追い詰められた人間が性能以上の実力を大だい覚かく醒せいさせる例のイベント的な何かなのよな!?　よ、よーし建宮さん内に秘めた才能とか摑つかみ取って新たな主人公になるために頑張っちゃうぞーなのよなーっ!!」




　ゾン!!!!!!　と大おお業わざ物ものが空気を切断する恐るべき音が炸さく裂れつする。

　振り下ろされる白刃の行方はいかに？

　次回に続く!!
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　一方通行アクセラレータは学生寮りようのベランダに出た。

　右方のフィアンマ、という名前がレイヴィニア＝バードウェイの口から出た所で、彼女の携帯電話に着信があったのだ。どうやらパトリシアという妹からのものだったようで、説明タイムは一時的に中断していた。

　手すりの向こうへ目をやる。

　すっかり日も暮れ、真っ暗になった街は、本来の『彼』向けといって良い色彩で固められていた。

　体勢を変えて手すりの部分に背中を預け、彼は大量生産される缶コーヒーに口をつける。

　改めて、世界とやらの広がりに嫌いや気けが差す。

　学園都市だけが世界の全すべてではない。世の中の不可思議な出来事の全てを管理している訳ではない。あの戦争の中で薄うす々うす勘かん付づいていた事ではあったのだが……まさか、ここまでとは思っていなかった。

　まさしく一片。

　あれだけの死し闘とうが、あれだけの殺し合いが、物事の中心とはほど遠い位置にあったという事実は、想像以上に一方通行アクセラレータの芯しんから力を奪っている。

　そんな彼の耳に、見知った男の声がかけられた。

　部屋の中からではない。

　防火用のパネルを挟んだ、隣となりの部屋のベランダからだ。

「よう。学園都市の『闇やみ』を解体したと思ったら、もっと淀よどんだものが出てきて気が滅め入いっている、って感じか？」

「土つち御み門かどか……」

　一方通行アクセラレータは忌いま々いましげに言う。

　土御門元もと春はる。一方通行アクセラレータと同じく、かつては『グループ』と呼ばれる少数精鋭の部隊に所属していた人間だ。

「ここで何してやがる？」

「部屋に入る前に周辺の情報ぐらい洗っておけよ。隣はオレの部屋なんだ」

「チッ」

「まぁ、オレもオレで、『グループ』がなくなっちまったから時間が余っているのさ。状況を作ったのはお前なんだ。その後始末ぐらいは付き合えよ」

　一方通行アクセラレータはわずかに沈ちん黙もくした。

　やがて、彼は口を開く。

「『新入生』の情報はどこまで知ってンだ？」

「まぁそれなりには。そういう連中が現れる事も予測はできたしな」

　手すりに体を預けて笑う土御門は、どう捉とらえているだろうか。

『闇』から脱出したのか。『闇』を奪われたのか。

「……海うな原ばらや結むす標じめは、まぁ、口には出さないが感謝はするんじゃないか。今は困惑しているかもしれないが、実感を得られる頃ころになればそういう風に転がっていくだろうさ。ただ、エイワスや『ドラゴン』など、そういった宙ぶらりんの問題をそのままにできるかどうかは分からないがな」

「いねェ連中の話をしても仕方がねェ」

　一方通行アクセラレータは吐はき捨てるように呟つぶやく。

「……オマエ個人はどォなンだ？」

「そうだな」

　土御門はわずかに笑みを引っ込めて、

「率直に言って、良い悪い以前に、無む駄だかな」

「……、」

「学園都市の『闇』が解体されたってオレにはやる事が残ってる。オレは科学サイドだけのスパイって訳じゃない。お前が今まさに片足を突っ込みかけている領域の『闇』にも深く関かかわっている。だから今後も続けるよ。同じように。それでも『新入生』ほど溺おぼれない範囲でな」

　ただまぁ、と土つち御み門かどは呟つぶやき、

「実質的な効力はどうあれ、お前がオレやその周りにいる人間まで拾い上げようとした行為には感謝をするさ」

　一方通行アクセラレータは舌打ちをした。

　そんな彼に、土御門は笑いながら、

「『闇やみ』から足を洗う分には止めないが、だったら自分のスタンスは自分で確立しておけよ。善悪を超越するっていうのは、別にどっちつかずの半はん端ぱな野郎になる事の言い訳じゃない。なまじ分かりやすい善悪にすがるより、よっぽど厳しい道なんだからな」

　その時だった。

　学生寮りようの表の通路でバタバタと騒さわがしい足音が聞こえてきたと思ったら、黒服達の制止の声も無視して玄関のドアが勢い良く開け放たれた。

「ここが問題の現場か泥棒猫ーっ!!　ってミサカはミサカは踏ふみ込んでみたり!!」

「あなたーっ!!　このミサカが浮気調査でガラスの灰皿振り下ろしに来たよーっ!!」

　騒そう々ぞうしい声が飛んできたと思った直後、防火用パネルの向こうで手すりに身を預けていた土御門は、無言で手すりから体を離はなして部屋へと引っ込んだ。

「何しに来やがったンだあのクソガキども……」

　一方通行アクセラレータが面めん倒どう臭くさそうに呟くと、ギプスをつけていない左手にブランドショップの小さな紙袋をぶら下げた番外個体ミサカワーストがこちらへ近づいてきて、

「へーい!!　『新入生』の根城いくつか襲おそったら面おも白しろいオプションパーツ見つけちゃってさーっ！　これからあのクール系ナルシストガールをネコミミ肉球グローブで面白人体改造しちまおうぜーっ!!」

　ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああ!?　という絶叫がユニットバスの方から聞こえてくるのを耳にして悦に入っていた番外個体ミサカワーストだったが、彼女は部屋の主あるじである上かみ条じよう当とう麻まの怪け訝げんな顔を見るや、一方通行アクセラレータの背中に隠れてしまった。

「何してンだ？」

「ミサカ、あいつはヤバい気がする……」

　ボソボソと番外個体ミサカワーストは呟つぶやく。

「あいつはミサカ全体のためにと思って無む償しようで行動してくれそうだけど、その行動の結果がネットワーク内の悪意の塊かたまりであるこのミサカ単体の存在価値そのものを否定しそうな……」

　一方、部屋の中のフレメアやバードウェイに疑惑の目を向けていた打ち止めラストオーダーは、やたらと密着している二人に気づくと、

「敵は己の中にいたかーっ!!　ってミサカはミサカはポジション確保のために躍やつ起きになってみる!!」

「もォうるせェなこいつら……」

　一方通行アクセラレータは思わずそんな事を呟つぶやいていた。
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　土つち御み門かど元もと春はるの妹、土御門舞まい夏かはドラム缶型清掃ロボットの上に正座していた。完全下校時刻も過ぎて夜の帳とばりが下りた学園都市の歩道をすいすい進んでいく。

　そんな舞夏に声をかけてくる少女がいた。

「ぬおーい、舞夏」

「おー、どうした雲くも川かわー？」

　正座したまま清掃ロボットを掌てのひらでバンバン叩たたいて軽いエラーを発生させる事で、ロボットを停止させる舞夏。

　清掃ロボットを完全に掌しよう握あくしている彼女の隣となりへ、メイド服の少女が並んだ。長い黒髪を縦ロールにした、胸のサイズは控え目な同級生の雲川鞠まり亜あである。

　ただし、

「……お前は相変わらず胡う散さん臭くさいメイド服だなー。そんなのは電気街の喫茶店だけにしろー」

「目標の違いだよ」

　ミニスカートに蛍光カラーのコルセット、ウサギの形をした名札をスカートに張り付けたふざけた格好でありながら、実際には繚りよう乱らん家政女学校でトップクラスの成績を誇る少女は、縦ロールの黒髪を弄もてあそびながら言う。

「私の目的は、お前と違って他者をサポートする訳ではないからな」

「その話もう何度も聞いたぞー」

「幸運な事に、私には才能というものがあるんだ。学園都市特有の能力開発関連、そしてそれ以外の勉学や運動などの分野でもな。……だが、そうなると滅めつ多たな事では窮きゆう地ちに陥おちいらない。ダメージのないまま進むのは結構だが、いざ大きな窮地に立たされた時に免めん疫えきがないと困る。だからプライドが折れない程度に傷つける必要があるのさ。明らかに自分より劣る者に傅かしずくとかしてな」

「聞いた聞いたー、げっぷ」

「……何だ、ここからが面おも白しろい所なのに」

　雲川は唇くちびるを尖とがらせるが、

「だが今のは良い塩あん梅ばいだった。私は今プライドを傷つけられている。これで私の強度はまた上がるという訳だ！　素晴らしい!!」

「うーん、この一人で勝手にゾクゾクしてるクラスメイトはホントに面めん倒どう臭くせえなー」

「それより土御門」

「何かね雲くも川かわー？」

「先ほどドタバタしていたようだが何かあったのか」

「死んだと思っていたはずの男が目の前に出てきてびっくり仰ぎよう天てん」

「サスペンス的展開か!?　ううむ、だが私が華か麗れいに介入し過ぎてしまうと、せっかく傷つけたプライドが肥大化してしまうな……。つくづく私の才能には困ったものだ」

「残念だが相手は私のトモダチだぜこの勘かん違ちがい野郎がー」

「そうか……そうか!!　今日は私のプライド集中強化デーだぜ!!　こんなに幸運で大だい丈じよう夫ぶか私……ッ!!」

「負け惜おしみじゃないのが一番面めん倒どう臭くさいんだよなーこいつー」

　呆あきれたように呟つぶやく舞まい夏か。

　超絶天才クラスメイト雲川鞠まり亜あは、今日も無能で愚ぐ鈍どんなご主人様募集中なのだ。
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　この世界はいくつかのグループによって分ける事ができる。

　何によって切り分けるかによって世界地図の色分けは変わってくるだろうが、そんな中に、こういう区切り方がある。

　はるか昔から様々な形で世界の表舞台へ影えい響きようを及ぼしてきた、オカルト・神秘・奇跡を取り扱う集合体の魔ま術じゆつサイド。

　はるか昔からあったものの、実際には近代に入ってから急速にその存在感を増して世界の常識を塗り替えていった科学サイド。

　そして。

　そのどちらからも強い影響を受けていながら、そのどちらについても強く意識する事のない世界である……一般サイド。

　つい最近までは『平和な』『穏おん便びんな』といった文句をつける事もできたが、第三次世界大戦を経た今ではそれも難しい。

　もっとも。

　多くの爪つめ痕あとを残しながらも、それでも一般の人間は一般の営みを送る力強さも兼ね備えていたのだが。

「夫は単身赴任で子供は寮りよう生活。家がガランガランなのはあれだけど、帰る時間を気にしなくて良いのは数少ない利点の一つですよねえ」

　と呟いたのは、御み坂さか美み鈴すずという女性だ。

　人妻であり一児の母。だが同時に、彼女は現役の女子大生でもある。通り一いつ遍ぺん、主婦として必要な技能とリズムを習得した美鈴は、この頃ごろ再び受験を突破し学生生活へ逆戻りした訳である。

　今は一一月の夜だが、フィットネスクラブの室内プールは常に適温で調整されている。

　そして彼女の隣となりで同じように水に浸つかっているのは、

「あまり外出が多いと、家に居着かなくなりそうで怖い所もありますけど」

　上かみ条じよう詩しい菜な。こちらも偶然にも、人妻であり一児の母で夫は単身赴任なのだった。

　……ちなみに彼女達の子供は学園都市の中で火花を散らし、夫の方は科学サイドとも魔ま術じゆつサイドとも違う、少年漫画というよりはビジネス誌方面な『別の裏側』で互いの素す性じようを知らずに暗闘マネーゲーム中なのだが、年齢より若く見える奥様方には関係のない話なのだった。今重要なのは水着でぷかぷか、程良い有酸素運動でアンチエイジングの真っ最中だという事なのである。

　美み鈴すずはフィットネスクラブから貸し出されているリストバンド状の機材に目をやり、目標運動量に到達しているかを確認しながら、

「でも、今日はいきなりどうしたんです？　ここの所こっちには来ていないみたいでしたけど……」

「ええ、ええ。まぁ、心配ごとというか……（まったく当とう麻まさんがいきなり行方不明になるわロシアからのテレビレポートの端はしに映っているわ学園都市に問い合わせても全く要領を得ないわ）……で、ちょっと趣しゆ味みの方に力を割さく余裕がなかったものでして」

　……一部小声な上に早口だったので美鈴には聞き取れなかったが、彼女は日本人らしい曖あい昧まいな笑みで相あい槌づちを打った。

　ところが、詩菜の方は自分の独り言で何かのスイッチが入ってしまったのか、

「（しかも今日になっていきなり学園都市に戻ってきたなんて連絡が入ってくるしやっぱり学園都市の方に改めて問い合わせてみても状況を確認中としか返ってこないし一体どうなっているのかしらやっぱり刀とう夜やさんの血が流れている影えい響きようなのかしらうふふあらいやだ私ったら当麻さんにまで思わずブルーレイデッキを投げつけてしまいそううふふふふふ）」

　ニコニコの笑顔が恐ろしい陰影を刻み始めたのを見て、美鈴は思わず腰が引けた。

　世の中には知らず知らずの間に世界の命運を決める戦いの中心に放り込まれる父子もいるが、そういう人間の手た綱づなを握っている何の変哲もない一般人こそ、実は人類の歴史を左右しかねない隠れた因子なのかもしれない。
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「右方のフィアンマ」

　しばしの休息を挟むと、バードウェイはそう切り出した。

　全員の注目を集めてから、彼女はさらに続ける。

「ローマ正教の最暗部『神の右席』のトップにして、異い端たん。他のメンバーと違って、こいつだけは十字教の範はん疇ちゆうで行動を起こしていた訳ではなかった」

　上かみ条じようの表情が、わずかに強こわ張ばる。

　だが、その顔にあるのは、単純な敵意だけとも違うようだった。

「ただ、実力だけは本物だった。始めは色々な制約がついて回ったが、イギリスで起こったクーデターのどさくさに紛まぎれてそいつを解除してからは、ほとんど敵のない状態だったな。第三次世界大戦には、学園都市、イギリス清教、ローマ正教、ロシア成教……色んな勢力が関かかわっていたが、それに加えて『右方のフィアンマ』っていう個人をリストに加えても良い程度の力は備わっていた」

　国と国、どころの話ではない。

　いくつかの国家が集まった連合体。その一角として、『右方のフィアンマ』の名が加わるというのだ。

　その恐ろしさを、上条当とう麻まは思い出していた。

　その恐ろしさを、第一位の一方通行アクセラレータは想像できた。

　その恐ろしさを、チンピラ程度の浜はま面づら仕し上あげにはイメージすらできなかった。

「実質的に、右方のフィアンマが、その体の中に蓄えていた『特殊な力』を一〇〇％全力で解放できる状態になれば、それで世界は終わっていた。ヤツはそのために恐怖で縛しばり付けたローマ正教の面々を操り、ロシア成教と手を組み、学園都市やイギリス清教と争った。……全すべてはそのためさ。右方のフィアンマが、その右腕に宿った力を解放するための条件を整える事。これが、第三次世界大戦の真相だ」

　たった一本の右腕をかけて行われた……大戦。

　世界規模の戦争の裏に隠れていた莫ばく大だいな異能の力を前に、魔ま術じゆつという世界を覗のぞき込みつつある一方通行アクセラレータと浜面仕上は沈ちん黙もくする。

「そこまでして……フィアンマって野郎は、一体何をしたかったんだ？」

　やがて、浜面はそう尋ねる。

　バードウェイは素そっ気けない調子で答えた。

「簡単な事さ」

　大戦でさえ、利用するべきピースの一つに過ぎなかった。

　そこまで断言する独裁者の内心を、バードウェイはあっさりと告げる。

「世界中にある不平等を正したい。奇跡のような確率で偶然が重なって起こる悲劇を食い止めたい。世の中を平和にしたい。みんなを幸せにしたい。……発想それ自体はさして珍めずらしいものではなかったんだ」

「それがあの戦争とどォ繫つながる？　そもそも、そのフィアンマってのはそいつを引き起こした側だろォが」

「フィアンマにとっては、右腕さえ完成すれば良かった。そこには世界を丸ごと救う程度の力が備わっていると彼は本気で信じていたし、実際にある意味では可能だっただろうからな。……明確に世界を救う力があった事で歪ゆがんだのか。他にも同じように世界を救える方法があったかもしれないのに、フィアンマにはその方法しか見えなくなっていた」

　パンを作るにはオーブンが必要、とプロの職人はそう思うかもしれない。

　だが実際には炊飯器でも電子レンジでも作れる。少々特殊な手順を踏ふんだり、専用の機器を作る手間はあるが、必ずしもオーブンが必要な訳ではない。だが、方法を熟知しているプロは、だからこそ、その先入観や固定観念から抜け出せなくなる。

　生まれた時から当たり前のように世界を救う力を内包していた右方のフィアンマにとっては、人間が二本の足で歩く程度の認識しかなかったのかもしれない。

「惜しい人材ではあったな」

　と、バードウェイは評した。

「フィアンマ本人についてもそうだが、フィアンマを研究する事で、さらに奥深くに眠っているモノの解析に役立てられるかもしれなかったのだが……まぁ、失われた人材についてとやかく言っても仕方がないか」

「戦争は終わった。世界は変わらなかった。相変わらず俺達は不平等な世界にいるし、それは平等に勝ったり負けたりする自由を与えられているって事でもある。……結局、右方のフィアンマの計画は成じよう就じゆしなかったって事で良いんだよな？」

　浜はま面づらは一つ一つ確認するような格好で、そう質問した。

　バードウェイは薄うすく笑う。

「ところが、安っぽいＲＰＧのように世界に平和が訪れるなんて事にはならなかった」

「？」

「あの戦争は右方のフィアンマが右腕の力を取り戻すためのものだったが、あいつは周りを巻き込み過ぎたのさ。自陣だけでもローマ正教とロシア成教……後は一般兵力としてのロシア軍か。敵陣にはイギリス清教と学園都市を中心にした科学サイドの軍勢。直接的にかち合った戦力だけでこれだ。間接的に巻き込まれた連中を合わせれば、おおよそ影えい響きようを受けなかった者の方が少ないぐらいだよ。魔ま術じゆつサイド、科学サイド、そしてそれらに属していない一般人でさえもな」

「フィアンマ一人が納得した所で、周りが全員矛ほこを収める訳じゃなかったんだ……」

　上かみ条じようは呟つぶやくように言う。

「あいつの目的を理解できている者は少ない。賛同者はもっと少ない。そして、フィアンマの思惑なんてどうでも良い。フィアンマに協力していた連中も、敵対していた連中も、関係のない連中も……あの戦争に関かかわってきた人間は、それぞれの目的のために参戦していた。だから、そいつらがそいつらの目的を達しない限り、戦争が終わってもらっては困るって流れが生まれ始めている」

　終戦を否定する者。

　新しい世界を否定する者。

　自己の目的のためなら、世界規模の悲劇を生み出しても構わないと思う者。

「そいつらって……」

「そう、『ヤツら』さ」

　バードウェイはそう呟つぶやく。

　彼女は笑いながら、

「ようやく本題に入る事ができた訳だ。あの第三次世界大戦を経て、『ヤツら』は生まれた。世界の暗い所で、多くの者にとってはその法則も分からない力を振るってな」
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　湯たんぽ少女フレメアがもぞもぞと動く。

　浜はま面づらの膝ひざの上に乗り、コタツに下半身を突っ込んで眠っていた彼女だったが、浜面がちょっと近くのコンビニへ出かけようと体を動かした時に目を覚ましたようだった。

　浜面の外出の気配を察知したのか、フレメアは小さな手で浜面の上着を小さく摑つかむと、

「にあー……」

「寝ぼけているのか知らないけど、言語野はフルで使ってもらわないと理解できんぞ」

「暇ひま、退屈、浜面ここにいて……」

「何気にこの状態がずっと続くと足が痺しびれてくるんだよ」

「定位置」

　フレメアの方にどく気はないらしい。

　と、寮りようの玄関の方から騒さわがしい物音が聞こえてきた。『む？　今、こっちからはまづらの声が聞こえた気がする』という少女の声も。そして、一応人様の部屋であるはずなのに、チャイムもなしにいきなりドアノブが回転した。

「はまづら、やっぱりここにい……」

　言いかけたピンク色のジャージ少女、滝たき壺つぼ理り后こうの台詞せりふがピタリと止まる。

　彼女は目もく撃げきする。

　己の恋人浜面仕し上あげと、その膝の上に座っている謎なぞの金髪幼女を。世界の特殊な殿方垂すい涎ぜんのポジション、だが初対面の人物に対して現実に実行すればその時点で色んな法律条例に引っかかる事間違いなしな状況を眺め……滝壺の眠たそうな瞳ひとみが、くわあ!!　と見開かれる。

　そして彼女は無表情で玄関のドアノブを握り潰つぶした。

「……はまづら、何してんの……？」

「ミシミシメキメキって効果音がなんかおかしい!!　お前そんなキャラだったっけ!?　また麦むぎ野のの特殊メイクとかじゃねえだろうな!?」

　とは言ったって滝たき壺つぼ理り后こうも『体たい晶しよう』に蝕むしばまれながら学園都市の『闇やみ』を渡り歩いてきた猛も者さなのである。普ふ段だんは表に出さず、また様々な副作用で万全の力を出す機会が与えられなかったからと言って、その本来の身体性能が常人以下とは限らない。

「昼間からいきなりいなくなったと思ったらそのままずっと連絡はないし、人がさんざん捜し回っていたっていうのに何だか見知らぬ部屋でくつろいでいるし、どっかで見た事あるような面つら構がまえの女とコタツでいちゃいちゃしているし……」

「えっ、まさかこれ浮気カウントに入ってないよね!?　この年齢層は流石さすがになしだろ!!　そして言っては何だが俺はバインバイン派だから心配するな滝壺!!」

「……きぬはたはしょっちゅうはまづらは超はまづらだとか言っているけど、ここまでの野や獣じゆうレベルだと流石に失望……」

　すると、今すぐにも夢の世界へ落ちそうになっているフレメアが、おそらく何の話をしているかも分からないまま、とりあえず滝壺を黙だまらせるためにこんな事を口走った。

「ふぎゃー。浜はま面づらの悪口言わないで。大体、こいつは一見ダメっぽそうだけど、いざという時にはちゃんと体を張って私を助けてくれる人なんだから。……むにゃむにゃ……」

　それを聞いた滝壺は無表情で摑つかんだドアの側面をメキメキと歪ゆがめた。

「そんな事はっ!!　私が一番良く分かってる!!」

「待て滝壺!!　相手は子供だ!!」

　もはや金属製のドアを引っこ抜いて往復ビンタぐらいならやりかねないテンションになっている恋人へ、浜面は慌あわてて声をかける。

　そこで新たな刺し客かくが現れた。

　玄関付近にいた滝壺を突き飛ばすような調子で部屋へ踏ふみ込んできた、絹きぬ旗はた最さい愛あいと麦野沈しず利りである。

「チッ!!　滝壺さんが先に超接触していましたか!!　だがビリにならなければ屈くつ辱じよくのバニーは回かい避ひできるっ!!」

「アホか!!　この手のイロモノ系はアンタの出番でしょ絹旗!!」

　叫び合いながら、二人は浜面に向けて突とつ撃げきする。どうやら先にタッチした方が勝ちという事になっているらしい。

　今の位置なら、ほんのわずかな差で絹旗の方が早そうだが、

「足なら私の方が長いっ!!」

　槍やりのように突き出す麦野の蹴けりが、容よう赦しやなく浜面の顔面へ直撃した。『ばぶあ!?』と、とんでもない叫び声を上げるターゲットを無視して、麦野がガッツポーズを決めた。

「よぉし!!　罰ばつゲーム回避!!」

「うそ、ですよね……？　そんな歴史に名を残すレベルの屈辱が、この私に超降りかかるですって!?」

　ぎゃあぎゃあ騒さわぐ麦むぎ野のと絹きぬ旗はたは、まだ浜はま面づらの上に乗っかっているフレメアには気づいていないようだ。おそらく、およそ数十秒後にテンションはガラリと変わる事だろう。

　その前に、滝たき壺つぼが首を傾かしげてこう尋ねた。

「あれ……？　タッチしなきゃダメ？」

　麦野と絹旗は、同時に、バッ!!　と振り返る。

　罰ばつゲームを誰だれが受けるのかが決定した。
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　そして問題の時間がやってきた。

　顔面に蹴けりを受けた浜面が大きく揺さぶられたためか、膝ひざの上でぐっすり眠っていたフレメア＝セイヴェルンが目を覚ましてしまったのだ。

　目が合った麦野が思わず一歩後ろへ下がった。

　何やらフレンダにそっくりの幼女がこっち見てる!!

「亡ぼう霊れい!?　学園都市の人体解析はその領域にまで踏ふみ込んだのか!?」

「死んでまで超若作りしていますよあの女!!　……ん？　この子、超ひょっとして、あの第一位が言っていた……？」

「……にゃー……」

　目元をごしごし擦こすっているフレメアは、まだ寝ぼけているらしい。

　浜面は自分の鼻を押さえながら、

「……痛ててて。そ、そうだよ。こいつはフレメア＝セイヴェルンっつってな。どうやらフレンダの妹らしいんだ」

　自分の名前を呼ばれた事には気づいたらしく、フレメアはぼんやりとした瞳ひとみで周囲を見回している。

　とりあえず片方は紹介したんだからもう片方も紹介しないと駄だ目めだろう、と浜面は考え、

「そうだ、フレメア。こっちの人は麦野沈しず利りって言ってな……」

　そこまで言ってから、ふと疑問に思った。




　さてどう説明しよう？




　だらだらだらだら、と浜面の背中に嫌いやな汗が流れる。

　まさか『逆ギレして君のお姉さんを上下真っ二つにした貴婦人だよ』とは言えない。しかし、『君と一いつ緒しよに学園都市の闇やみを潜くぐり抜けてきた最高のパートナーなんだっ!!』ではキレイゴト過ぎる。

　カッチリ固まってしまった浜はま面づらに対し、麦むぎ野のは何の気なしにサラリと言った。

「お前の姉を殺害した女です。よろしく」

「こりゃあああああっっっ!!」

　浜面は叫び、膝ひざの上に乗っていたフレメアを横にどけ、麦野の腕を摑つかんで部屋の端はしまで移動しようと思った所を逆に関節技を極きめられかけ、悲鳴を上げながらも何とかフレメアから二人で距きよ離りを取る。

　どうやら寝ぼけているフレメアには、今の会話は認識できていなかったようだ。

「（……何言っちゃってんの麦野さん！　早い!!　カミングアウトがあまりにも早すぎる!!　何でそんな開けっぴろげになってんだお前!!）」

「吹っ切れたから」

「（……胸を張るような事じゃないからね別に!!　まずい、フレメアがこっち見てる。俺ちょっとごまかしてくるからお前は状況をややこしくするんじゃねえぞ!!）」

　ぼんやりマナコで立体型のパズルをかじろうとしているフレメアにそれはリンゴじゃないと教え込む浜面。そんな二人を眺めている麦野だったが、彼女は部屋に新たな影が入ってくるのに気づいた。

　コンビニで缶コーヒーを買ってきた一方通行アクセラレータだ。

「第一位か」

「お行ぎよう儀ぎの良い順位づけには興味がねェ。そもそも何だオマエは。どォいう状況になってやがる？」

　普通の人が交わせばありふれた街の雑ざつ踏とうに消える程度の会話でしかないのかもしれない。だがこの二人なら違う。一言二言が、一つの部屋の中でも空気を切り分ける。

　麦野は特に表情を変えずに、こう続けた。

「昔殺した女の身内に遭そう遇ぐうしたところ。そう告げたが、情報は正しく伝わらなかったみたいね」

「……、」

「『闇やみ』が深く関かかわっていた事例である以上、私が警備員アンチスキルに捕まったり、裁判で処分されるような可能性は限りなくゼロに近い。……となると、罪の清算があるとすればここだとは思っていたんだけどね」

「オマエの奇き麗れいごとなら好きなよォにやれば良い。だが、それで他の人間を『闇』に引きずり込むよォじゃ本末転倒だ」

「なら、引きずり込まれないように準備を整えるさ。どんな方法を使っても。押し留とどめる善性の選択にすがるつもりはない」

　会話はそれだけだった。

　第一位と第四位。決して広くはないワンルーム構造の学生寮りようの中で、しかし彼らは明確に別の道を行く。
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　話を円えん滑かつに進めるため、ひとまず『アイテム』の面々には外で時間を潰つぶしてもらおうと浜はま面づらは考えた。

　なので、彼は滝たき壺つぼや麦むぎ野の達の背中をぐいぐいと押しながら、『出てって！　出てってよもう！　バニー？　それは見るよ、絶対見る!!　チャラになんかしないからねっ。っていうかもうお前ら全員バニーになっちゃえ!!』と懇こん願がんした結果、（恋人であるはずの滝壺にまで）心底気味悪そうな顔をされて蜘く蛛もの子を散らすような感じになってしまった。

　首をひねる浜面がコタツに戻ってくると、バードウェイの話は核心に入った。

　きっかけとなったのは、一方通行アクセラレータの台詞せりふだ。

「結局、『ヤツら』ってのは何なンだ」

　ここまでの話は、全すべてそこに集約していた。

　それを説明するために、大量の下準備が必要だったのだ。

「学園都市とイギリス清教、ローマ正教とロシア成教。そしてその争いに巻き込まれたその他大勢。あの第三次世界大戦から生まれた組織だっつっても、そもそも関かかわってた連中の分類がかなり違う」

　上かみ条じようも浜はま面づらも、一方通行アクセラレータの言葉を聞いていた。

「『ヤツら』ってのは、どこから出てきた組織だ？」

　そんな中、第一位はただ言葉を発する。

「そもそも『ヤツら』の名前は何なンだ」

「そうだな」

　バードウェイは一度区切った。

　それから、改めて口を開く。

「……まず初めに断っておくが、おそらく『第三次世界大戦にどう関かかわってきた連中なのか』という部分については、お前の予想を裏切る結果の答えが出るだろう」

「ここまで来てはぐらかす気か？」

「そんな面倒な事はしない。ただ、このバックボーンについても、さらに下準備が必要な話になってしまうのさ。そっちの方がお前達にとっては苦痛だろう。だから、とりあえずバックボーンはさておいて、『ヤツら』の名前から入った方が良いと思ったのさ」

「……、」

「『ヤツら』の名に関しては極きわめてシンプルだ。『ヤツら』がこの世界に何を示したいのかを表現するためにつけたものだからな。下へ手たに小難しくて誰だれにも伝わらないようなものでは意味がない」

　バードウェイはサラリとした調子で言う。

「そう。『ヤツら』の名前は……」








行間　三









　神かん裂ざき火か織おりは巨大構造物の上面に足をつけた。

『ラジオゾンデ要よう塞さい』である。

　あまりにも高度がありすぎるため、雲などの概がい念ねんは存在しない。上も下も藍あい色いろと黒の中間色のような色合いで、はるか下方にようやく見慣れた青の片へん鱗りんが見える程度だ。

　足元の感触は石のようなものに近い。巨大な十字架の形をした『ラジオゾンデ要塞』は複数の聖堂や神殿などをごちゃごちゃと組み合わせたようなもののようだ。建築様式などはバラバラであるが、石材などの傷いたみ具合などは均一だった。どれも新しい。

　有あり体ていに言えば、『世界中から聖堂や神殿をかき集めて作った』ように見せかけるため、一種類の材料を大きな型に押し込んで作り上げたように見えるのだ。

「着地を確認!!　これより『ラジオゾンデ要塞』最下層へ向かい、バルーン群に対する干渉を随ずい時じ行います。具体的な数値の計算のサポートを!!」

　神裂の耳へ、即座にアニェーゼからの通信が返ってくる。

『了解。落下速度に応じて、インド洋と太平洋の二ヵ所に落下目標地点を設けちまいます。まずはバルーンの一つを破は壊かいし、浮力がどれだけ減じるかを確認しちまってください。そこから明確な数値を算出し、以降の干渉用演算を設定します』

『ラジオゾンデ要塞』の下方には、分かるだけで二〇〇以上の巨大な金属製バルーンが設置されている。その一つを潰つぶした所で、即墜つい落らくするという事はないだろう。

　神裂は要塞内を走り、急な階段を駆け下り、最下層を目指す。

　魔ま術じゆつサイドにしても科学サイドにしても、途中で目立った乗組員のようなものと遭そう遇ぐうする事はなかった。

（……着地時にも、魔術や対空火器などで妨ぼう害がいされる事もなかった……？）

　ただ、ラジオゾンデ要塞があまりにも広大過ぎるため、確信は持てない。別の場所に人員が隠れている可能性はあるし、迎げい撃げき用の魔術や火器は、敢あえて使わなかっただけかもしれない。

　やはり思想が見えない。

　これだけ大規模な施設に、実際に足を着けているにも拘かかわらず。

　その事が神裂には不気味に思えた。

　階段は工事現場の足場のようなものに似ているが、材質それ自体は他の神殿と同じだった。飴あめ細工のように、壁をねじ曲げて強引に階段を作り上げたようにも見える。

「……私達は遠方からの観察記録しかありませんが、やはり、『ベツレヘムの星』を模しているように思えますね」

『あれは世界規模で「力の流れ」を変更させる、いわば交換機のような役割を持っていたはずですよね。となると、今回も……？』

「しかし、その割に目的のようなものを感じられません。言ってみれば、電気の流れていない変圧器のようなものでしょうか。後ご生しよう大事に抱える理由が想像つかない」

『浮かばせる事が目的ではなく、落とす事が目的って訳ですかね？』

「よほどの終末思想にかぶれていない限り、ここまで見境のない破は壊かいを望む者がいるとも思えませんけどね」

　浮かばせるにしても落とすにしても、そこに合理的な狙ねらいが見み出いだせない。

　当然、これだけの構造物を飛行させるためには、準備にも実行にも維持にも莫ばく大だいなコストがかかるはずなのに。

　そこに嫌いやな予感を神かん裂ざきは感じる。

　狙いが読めない、という小さな事実が、何か大きな思い違いをしているかもしれない、という大きな不安を招き寄せているのだ。

「っ。……最下層に到着しました」

　目の前の状況に、神裂は強引にネガティブな思考を中断させる。

　分厚い石の天てん井じように、足元にははるか下方に空の青。地上にいる内はまず目にする事のない風景が広がっていた。彼女の立っている場所はやはり工事現場の足場を模しているようで、目の細かい網あみのようなデザインの通路が、天井の石材からぶら下がっている。

　形こそ工事現場の足場に近いが、材質は石だ。しかも安全基準など考こう慮りよするような連中が作ったものとも思えない。神裂は常に足元に気を配りつつも、周囲を見回す。

　全長数十メートルの巨大な球形タンク。

　それが、数十キロ単位の巨大な石材から、果物のようにぶら下がっていた。他に大きさを比べる物が存在しないため、スケールの感覚が狂いそうな景色だ。

『浮遊の方式は未いまだに摑つかめていません。仮にガスのようなものが使われている場合は、可燃性である可能性も考慮してください』

「バルーン自体は大型ですが、『ラジオゾンデ要よう塞さい』そのものが巨大すぎるため、仮に可燃性ガスが爆発したとしても、周りのバルーンまで誘ゆう爆ばくする危険性は少なそうですね」

　神裂は冷静に分析しつつ、

「むしろ、巻き込まれるとしたらバルーンの周囲を取り囲んでいる足場の方でしょう。作業を終える前に退場するのは避さけたい所です」

　金属製バルーンにしても工事現場を模した足場にしても、全すべては頭上の巨大な石材からぶら下がっている。仮に爆発が起きた場合、どの程度が巻き込まれるかは予測がつかなかった。最悪、空を覆おおう石材自体が剝はく離りして落ちてくる可能性もある。

　神かん裂ざきは手近な出口……つまり上層へ繫つながる階段をキープしながら、腰に提さげた刀へ手を伸ばす。

　正確には、刀の鞘さやに収納された、七本の細いワイヤーを。

「始めます。下はどうなっていますか？」

『ユーラシア大陸中央近辺、一面は原野で民間・軍用・魔ま術じゆつともに施設は見当たりません。ロシア成教からの許可も取り付けています』

「それでは」

　神裂がそう呟つぶやいた直後だった。

『七なな閃せん』。

　チカッ!!　と鞘と刀の柄つかの間が瞬またたくように光を放った。直後に神裂と金属製バルーンの間にある入り組んだ足場がバラバラに切り裂かれ、さらにその崩ほう壊かいが金属製バルーンにまで及んだ。

　火花などはない。

　複数のワイヤーを使った迅じん速そくな斬ざん撃げきは、目の前にある全すべてを粘土のように裂いていく。

　ただし、膨ぼう大だいな残ざん骸がいの落ち方には特徴があった。

　一方向からの強風に煽あおられるのとは違う。

　金属製バルーンのあった場所を中心に、全方向へ薙なぎ払うように無数の残骸が吹き散らされる。

「やはりガスのようなものが充じゆう塡てんされていたようです。ただし、それだけで浮力を維持できていたかどうかは分かりませ……っ」

　言いかけた彼女の言葉が止まったのは、足元がわずかに揺れたからだ。

　ほんの一〇センチほどの沈降。

　だが、それは吊つり橋を支える複数のワイヤーを一本ずつ破断させていくような不安定さを、神裂に与えてきた。

『バルーン破損による「ラジオゾンデ要よう塞さい」の高度の変化を確認。そこからバルーン一つごとのスペックも把は握あくできました。やはりタンク内の気体が浮力の元のようです。ガス抜きの手順をそちらへ送ります。作業自体は単純ですが、要塞の規模を考えると時間の無む駄だ遣づかいはできません』

　神裂の頭の中に、いくつかの図面や数値が浮かび上がる。概おおむね、彼女が想像していたものと大差はなかった。違いは時間制限が多少シビアな所ぐらいか。

「破壊する訳ではなく、バルーンに穴を空けて徐々にガスを抜いていくやり方ですね」

『派手に破壊しすぎると、いざ予想外に降下速度が増した際に手がつけられなくなります』

　神裂は自ら破壊した足場を避さける形で迂う回かいしつつ、最下層のエリアを突っ走っていく。『ラジオゾンデ要塞』は全長数十キロのサイズを誇る巨大構造物だが、『聖人』の神裂は音速以上の速度で陸上を走破する。

「……まずは一つ目」

　神かん裂ざきは数十メートルサイズの巨大な金属製バルーンの側面まで辿たどり着くと、ポツリと呟つぶやいた。机上の空論が実戦でも通用するかどうかの試金石。このバルーンに、手持ちのカードが使えるかどうかで今後の状況がかなり変わる。

『手始めにバルーンの壁面を思いっきり強化してください。いきなり穴を空けると、外に飛び出そうとするガスによって、強引に押し広げられちまいます』

「風船にテープを張ってから針を刺すようなものですね。バルブの役割を持つ霊れい装そうを設置するためにも都合は良い」

『バルーンの強度は推定で三〇ミリ鋼板クラス。これは意図的に脆もろくして「弾道ミサイルなどで手を出せば即座に壊かい滅めつ的てき状況に陥おちいる」状況を作るためと考えられています。開口は直径一三ミリ前後、一気に通すのではなく最低でも一〇〇秒以上をかけるように気をつけてください』

「日本人は鍾しよう乳にゆう石せきから滴したたる水滴が岩盤を削る話などが好きですからね。それに準じた術式も各種取り揃そろえています」

　元々、神裂の『聖人』のような特殊な例を除けば、魔ま術じゆつとは才能とは無関係な、むしろ才能がない側の人間が行使するために開発されている場合が多い。『一度に巨大な現象を巻き起こす』ものより、『コツコツと積み上げる』ものの方が相性は良い……と考える先人も多かったようだ。

　神裂はバルーンの表面に濡ぬれた布のように張り付く紙を押し付け、それを何重にも重ねていく。あっという間に三メートル四方が厚さ五センチほどの紙の装甲で覆おおわれた。

『……日本人って、紙の壁好きですよね。刃物押し留とどめたり銃弾受け止めたり』

「思想的には珍めずらしいものではありませんよ。中国などでも、紙束を利用した鎧よろいなどは使われていましたし。まぁ、全身を電話帳で覆うようなものですから、軽量化には結びつかなかったようですけどね」

　その紙の壁の上から、さらに神裂はいくつかの木の棒を木も綿めんの紐ひもで縛しばった機材を取り付けていく。大昔の学者が使っていたコンパスのようにも見えるし、井戸を掘るための道具にも見える。

「試金石なのでここは最後まで見届けますが、本来なら時間をかけて掘り進むものを手ぶらで眺める理由はありません。ここで成功を確認できれば、後は自動で任せて次のバルーンを目指す……といった方が時間の節約になるでしょう」

　万が一バルーンが破裂した時の事を考え、やはり距きよ離りを取って出口となる上りの階段をキープしてから、神裂は掘削用の霊装に魔力を通して合図を出す。

　ガリガリという、鉛筆を削るよりは不快な音が神裂の耳まで届く。

「とりあえず、バルーン側の壁に弾はじかれる恐れはなさそうですね」

『開口確認……。設定値のガスの流出を維持できています。「ラジオゾンデ要よう塞さい」もわずかですが降下速度を増しています』

「問題がある場合は連絡を。掘削に使った杭くいを膨ふくらませれば、空けた穴を塞ふさぐ事もできますので」

　呟つぶやきながら、神かん裂ざきは足場から足場へと跳んでいく。

　宣言通り、そこからは一つ一つの金属製バルーン掘削の様子を観察したりはしない。霊れい装そうを適切に設置したら、すぐに次のバルーンへと向かう。

『七〇基目のバルーンへの干渉を確認！　「ラジオゾンデ要よう塞さい」、高度を一万一〇〇〇メートルまで降下!!　気圧対策用の術式に多少の負担がかかってます！』

「現在位置は!?　インド洋と太平洋、どちらへ落とすのです!?」

『現在、「ラジオゾンデ要塞」は韓国上空を通過中です。今からでは太平洋しかありません!!』

　一基目のバルーンを破裂させたのはユーラシア大陸中央近辺だった。

　神裂が思っている以上に『ラジオゾンデ要塞』の速度は高い。

　彼女は七一基目のバルーンへと急ぎながら、

「太平洋のどこへ落とすかは分かっていますか？」

『米国、ミッドウェイ諸島から北北西へ一七〇〇キロの位置、海底まで六〇〇〇メートルクラスのエリアとなります』

　神裂は現在位置から落下目標地点までのルートを大おお雑ざつ把ぱに頭の中に描き出し、

（……日本上空）

　徐々にその顔色が青ざめていく。

（学園都市の上空を突っ切っていくルート!?）

「アニェーゼ、緊きん急きゆうです!!　『ラジオゾンデ要塞』のバルーンに干渉し、ルートを迂う回かいさせる方法を計算してください!!」

『は？』

「日本の上を通るぐらいならともかく、あの街はまずい!!　仮に『ラジオゾンデ要塞』が落とすために建造されたものなら、おそらく黒幕の標的は……っ!!」

　その時だった。

　ガリガリガリガリガリガリガリガリ!!　という凄すさまじい雑音が神裂の耳を打った。直後に、霊装を使った魔術的な通信が遮しや断だんされる。

　外部からの干渉。

　明らかに、魔術を使った魔術への妨ぼう害がい策さく。

（余計な事はしゃべらせない、という事ですか）

『ラジオゾンデ要塞』はその巨体を丸ごと地表へ叩たたきつける事だけが脅きよう威いではない。その本体を細かく分解し、地上へ向けて雨のように投下していくだけでも大規模な被害を生み出せる。学園都市に大規模な空爆を行い、本体そのものは神裂達に任せて『安全に着水』させる事だってできるのだ。

　合理的に考えれば。

　だが、相手が今後の未来より自己の思想を優先させる手合いだった時には、何も考えずに学園都市へ直接『ラジオゾンデ要よう塞さい』を落下させる可能性も否定できない。

　それを行うのが魔ま術じゆつ師しという生き物であり。

　それを止めるために存在するのが、神かん裂ざき達『必ネ要セ悪サのリ教ウ会ス』なのだから。

（……しかし、このピンポイントなタイミングでの妨ぼう害がい。遠えん隔かく地ちから要塞の情報を収集しているだけでは実行できないはず。となると……敵の一角は、落下を前提としたこの要塞の内部に搭乗している……？）

　改めて身構える神裂の耳に、妙な音が聞こえてきた。

　クリスタルのグラスをぶつけるような、甲かん高だかい音。それが五回や一〇回ではなく、不規則に延々と鳴り響ひびく。

　音源は、

「上!?」

　神裂が気づいて後ろへ飛び下がると同時、つい一いつ瞬しゆん前まえまで彼女が立っていた足場へ、何かが落ちた。

　人間ではない。

　直径五五センチ、高さ一メートル程度の、重たい石材で作られた円筒形。

　それはまるで自分の意思を持って動き回るドラム缶のように、神裂へと向きを直す。
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「む？」

　バードウェイは『ヤツら』の名を告げる直前で、いきなり眉まゆをひそめた。

　一方通行アクセラレータは面めん倒どう臭くさそうな調子で、

「……またもったいぶるつもりじゃねェだろォな？」

「そんな事をする理由はない。……が、ちょっとこれは、それどころではなくなってきたようだな」

　バードウェイは言いながら、コタツの布ふ団とんから足を引っこ抜き、部屋の中を歩く。向かったのはベランダに繫つながる窓だ。

「外に何かあるのか？」

　と質問したのは上かみ条じようだ。

「っつっても、ここは似たような寮りようがズラッと並んでいる場所だからな。隣となりの寮まで数メートルしかない。窓の外なんて壁しかないと思うけど」

「いや、ちょっと待て……こうして、こう……」

　バードウェイはベランダに出ると、手すりにお腹なかを乗せて、身を乗り出した。どうやらビルとビルの隙すき間まから、遠くを眺めようとしているらしい。

「ちくしょう、やっぱりだ……」

　呻うめくように彼女は言ったが、スカートが大変な事になりかけている彼女以外の、部屋の中にいる人間には何が見えているか分からない。

「何があるんだよ？」

　浜はま面づらが尋ねると、バードウェイはようやく手すりからお腹を離はなし、二本足でベランダに立って、こう答えた。

「来たんだよ」

「誰だれが？」

「……『ヤツら』が」

　ギョッとした三人はベランダへ向かう。上条はバードウェイと同じように手すりから身を乗り出そうとしたが、一方通行アクセラレータは部屋と部屋を区切る薄うすい防火壁を蹴けり破った。

　視界を確保する。

「うっ!?　何だありゃあ!!」

　最初に叫んだのは浜はま面づらだった。

　夜の学園都市には様々な光が溢あふれていたが、それでも星は瞬またたいていた。そのわずかな光を遮さえぎる、巨大なものがある。地平線の向こう、入道雲か何かのように、実生活ではまず得られないスケールの莫ばく大だいな構造物が。

　バードウェイは無意味に小さな胸の前で細い腕を組み、

「……学園都市を巻き込んでしまえば、もっと早い段階で科学サイドが落とすと思ったんだが……予想以上に向こうの対応が遅いな。やはり『プラン』の誤差とやらが響ひびいているのか」

「今なンて言いやがった？」

　聞き捨てならない台詞せりふに、一方通行アクセラレータが思わず目を細める。

　バードウェイは極きわめて適当な調子で頷うなずき、

「元々あれは私達を追っていたんだ。……より正確には、行方不明になっていたそこの幻想殺しイマジンブレイカーを、だがな。全世界規模のサーチに、ド級の質量を持った浮遊要よう塞さいが二四時間追尾してくる。……振り払うのは面倒だろう？　やったらやったで、我々『明け色の陽ひ射ざし』の切り札を解析される恐れもある訳だしな。面倒事は面倒な連中に任せてしまうのが一番だ」

「……って事は、何か？」

　浜面は顔を青ざめさせて、

「入道雲って、何十キロも広がっているもんだろ。それをコンクリートで作ったような巨大オブジェが、今から学園都市に降ってくるっていうのか!?　しかもそれをお前達はわざと仕組んだだって!?」

「っていうか俺も聞いてない!!　何あれ『ベツレヘムの星』じゃないだろうな!?」

　上かみ条じようまでもパニックに陥おちいりかけているが、バードウェイはやはり平静だ。というか、むしろ得意げのようにすら見える。

「ま、右方のフィアンマを撃げき破はし、第三次世界大戦を止めた中心がこの男だ。戦争から発生した『ヤツら』にしても、その生死や消息は知っておきたかったんだろう。だが全世界をまとめてサーチするにはかなりの労力がいる。しかも、『上条当とう麻まを追っている』という情報も可能な限り伏せておきたい。……となると、木の葉を隠すなら森だ。大規模な事件にしてしまう事で、連中は世界の注目を『惑星レベルの壊かい滅めつ的てきなリスク』の方へと向けさせようとした訳だ」

　たった一人の高校生を捜すためだけの事件。

　そのために、地球人類を丸ごと死滅させる危険性すら許容する者達。

　これが魔ま術じゆつ師し。

　全の事情など気に留めず、個のために全力を注ぎ込む存在。

「どうするんだ……？」

　上条が呻うめくように言った。

　やがてそれは叫び声に変わっていく。

「連中の目的は分かった。でも、あんな小惑星みたいな要よう塞さいを学園都市に落とす訳にはいかないだろ!!　具体的にはどうやってあれを防ぐんだ!?」

「……だからそういうのは学園都市に頼たのみたかったんだけどなあ。海上でならいくらでもやりようはあるだろうが、陸の上に上がられると残ざん骸がいなんかがバラバラ落ちるだろうし」

「……何にも考えてないとかじゃないよね？」

　ゾッとする上かみ条じようだったが、バードウェイは流石さすがにそこまで馬ば鹿かではないらしい。

　彼女はこう言った。

「例のサーチ構造物……えー、イギリス清教式に言うと『ラジオゾンデ要塞』だったか？　あれがどうやって幻想殺しイマジンブレイカーを追尾しているかは予測がついている。そして、方式さえ分かれば対処法の逆算もできるって訳さ」

「方式っていうのは？」

　浜はま面づらは尋ねる。

　バードウェイは天てん井じようを差した人差し指を無意味にくるくると回し、

「地脈や龍りゆう脈みやくというのは覚えているか？」

「……人体から作る魔ま力りよく以外で、魔ま術じゆつに応用できるエネルギーの一種って話だろォが。確か、土地やら地形やらが関かかわってやがるって……」

「そうだ」

　バードウェイは頷うなずき、

「そして幻想殺しイマジンブレイカーはありとあらゆる異能の力を打ち消す。それは惑星を循環する力であったとしても変わらない」

「そいつの右手は除雪車みてェなモンで、あのデカい要塞は削り取った跡を追いかけているってのか？」

「そこまで簡単じゃないさ」

　一方通行アクセラレータの問いかけに、バードウェイは皮肉げな笑みで答えた。

「幻想殺しイマジンブレイカーは異常な値を均一化させる事に対しては極きよく端たんに働くが、元から均一なものに対してはあまり力を発揮しない。あくまでもあれは調和の取れた破は壊かいを実現するのさ。……例えば、人間に触れたって魂たましいを破壊する事はないし、惑星に触れたからって惑星が滅ぶ訳じゃない。そこに、確かに異能の力が流れていてもな」

「……そんなに、都合良くカッチリはまるものなのか？」

　と質問したのは、当の上条本人だった。

　自分の右手へ視線を落とす少年に、バードウェイは尊大な調子で言う。

「幻想殺しイマジンブレイカーに限った話じゃない。お前のような天然モノの場合、あらかじめ環境や状況に合致した設定を施ほどこされた場合も多いんだよ。そもそも、天然モノの『原石』とは地球環境に刺激されて能力を得た者達を差す訳だしな」

　簡単な調子で彼女は続け、

「地脈や龍りゆう脈みやくに関して言えば、そうだな。さっきの除雪車のたとえを使わせてもらおうか。たとえ幻想殺しイマジンブレイカーが積もった雪を削り取ったって、すぐにまた雪が積もって通った道は分からなくなる。これは惑星の補充量というよりは、そういうサイクルが最初から築かれているといった方が正しいだろうな」

「なら、あの要よう塞さいはどォやってその無レ能ベ力ル者０を追尾してンだ？」

「普通にやってもサーチはできない。だから『ヤツら』は細工を施ほどこした」

「細工って、要塞に？」

　上かみ条じようは怪け訝げんな顔になったが、バードウェイの答えはそれどころではなかった。

「いいや、この惑星に」

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………、」

　スケールが大きすぎて、上条の思考が停止しかけた。

　しかし構わずにバードウェイは続ける。

「幻想殺しイマジンブレイカーが削った分は、周りが自然と補うようにできている。『ヤツら』はそのサイクルに干渉したのさ。削られた分を修復する過程で、『ラジオゾンデ要塞』にだけ分かるような目印を残すようにな」

「どうやって……？」

　魔ま術じゆつというものにまだピンと来ていない浜はま面づらは、それでも質問した。

「惑星に干渉なんて、言葉で言うのは簡単だが、実際どこからどう手を付けるものなんだ!?」

「風水の応用さ。山や川の位置でエネルギーの流れが変わるから、最適の場所に宮殿を建てましょうってあれだよ。……だったら逆もできる。望む変化を地脈や龍脈のエネルギーに与えるために、山や川を規則的にぶっ壊こわしてやれば良いのさ」

　簡単には言うものの。

　実際、そのたった一つの術式のために、この星のどこかでは地図が塗り潰つぶされているのだ。これもまた、個が全を凌りよう駕がした結果。後先など考えず、ただ今目の前にある目的を果たすために全すべてを使う魔術師の業ごう。

　浜面は、ごくりと喉のどを鳴らし、

「そこまで……たった一人の人間を捜すために、そこまでやるのか……？」

「こんなものは『ラジオゾンデ要塞』そのものに比べればサブの術式に過ぎない。あれだけの大質量を浮かばせるのに、どれほどエネルギーを使うと思う？　まぁ、ガスタービンにできる程度の現象ではないな」

　サラリとバードウェイは言った。

「話を戻すぞ。『ヤツら』は幻想殺しイマジンブレイカーを追うために、この惑星の地中を走る地脈や龍りゆう脈みやくのシステムに干渉している。幻想殺しイマジンブレイカーがそれらのエネルギーを破は壊かいし、修復されるサイクルの過程で、自動的に目印を生み出していく訳だ。芋いもや宝石のようにな。これによって、地球のどこへ幻想殺しイマジンブレイカーが逃げても『ラジオゾンデ要よう塞さい』は正確に追尾するようになる。ここまでは分かるか？」

「それじゃ逃げようがねえだろ!?」

　浜はま面づらは目を剝むいたが、バードウェイの調子は変わらない。

「地脈や龍脈が削られた力を補修するサイクルに相乗りしているとはいえ、『ヤツら』の術式は常時休まず目印を生み出し続ける訳じゃない。連中だってコストについては考えるからな。だから、正確には等とう間かん隔かくで設置される発信器のようなものをイメージしてもらった方が手っ取り早い」

「……、」

「具体的には、およそ五〇キロごとに、地中で自動製造される感じかな。その範囲内に幻想殺しイマジンブレイカーがいなければ次の発信器を目指すが、範囲内にいた場合はさらに精密な誘ゆう導どうを行う。つまり」

「……地面に埋め込まれた発信器を潰つぶしてしまえば、『ラジオゾンデ要塞』の追尾機能は失われる？」

　上かみ条じようは呟つぶやいたが、

「でも、発信器は等間隔で自動的に生み出されるんだろ？　だったら、新しい発信器が作られたら、やっぱり『ラジオゾンデ要塞』の軌道も修正されるんじゃないのか？」

「『ヤツら』はそこまで万能じゃない」

　バードウェイは適当な調子で、

「確かに山や川を規則性に従って破壊し、この惑星そのものへと干渉は行われた。だがそれは無限に続く訳じゃない。……もうリミットなのさ。新しい発信器は作られない。だから、今ある発信器を破壊してしまえばそれで良い。五〇キロ間隔で発信器が設置されると考えると、十じつ中ちゆう八はつ九く最後の発信器はこの学園都市の地下に敷ふ設せつされるはずだ。そいつをぶっ壊こわせば、『ラジオゾンデ要塞』は素通りする。後は、どうせ無意味にハッスルしているイギリス清教辺りが安全にケリをつけてくれるだろう」

　魔ま術じゆつ的てきな発信器。

　学園都市内部の地下に敷設。

　それさえ破壊できれば活路は見み出いだせる。

「……、」

　上条は己の右手に目をやった。

　その開いた掌てのひらを、静かに、強く握り締しめる。

　周囲からは騒そう乱らんの中心にいると言われている上条当とう麻まだが、彼本人はそれほどこの世界の事情に詳しい訳ではない。ここまでの規模で自分を捜し出す事にどれだけの価値があるのか、学園都市を巻き込んでまでそれを妨ぼう害がいする事にどれだけの意味があるのか。そういった事を具体的に計算するための根拠を持っていない。

　だが。

　それらの行動の結果が、学園都市に、上かみ条じようの身近な人達に危機をもたらす事ぐらいは分かる。そして、回かい避ひするためには何が必要なのかも。

　やる事は変わらない。

　これまでと同じ。

　ただ、大きな争いが終わった後にも、それらが続いてしまっているという事だけ。

「一つ質問しても良いか」

「何だ？」

　こちらを見たバードウェイに、上条は言う。

「仮に俺が今から全速力で学園都市を離はなれたとしたら、あの『ラジオゾンデ要よう塞さい』はどうなる？」

「通常であれば軌道を変更し、お前の事を追い続ける」

　小さな少女は即答する。

「……ただし、時間が時間だ。タイムリミットがあると言っただろう？　最後の目印がここに敷ふ設せつされたとしたら、『ラジオゾンデ要塞』はお前の位置に拘かかわらず学園都市に落ちるかもしれないな」

　その原因の一いつ端たんを作ったにも拘らず、バードウェイに悪びれた様子はない。

「そうか」

　上条当とう麻まは、今度こそ明確に右みぎ拳こぶしを握り締しめた。

　彼は不安そうにしているインデックスには気づかずに、

「それだけ分かれば十分だ」

　この右手を再び振るう時が来た。

　違う。たとえ右手に特殊な力がなかったとしても、おそらく上条当麻のやる事は変わらない。目の前で進行中の危機へ立ち向かい、その中心にわだかまる巨大な力に抗あらがう。今までずっとやってきた事は、すでに力の有無程度で道が分かれるような弱さを取り除いている。

　そして。

　特殊な力の有無など関係ないのであれば、

「待てよ」

　遮さえぎったのは浜はま面づらだった。

　意思ならある。

　上条当麻に及ばずとも、彼もまた幾いく度どかの危機を乗り越えている。

　浜面は、自分の周囲にあるパーソナルな世界を守ってきた。

　だが。

　そもそも、その外側に広がる大きな世界が守られなければ、そのパーソナルな領域も丸ごと失われていたはずなのだ。

　詳しい話はともかく、雰ふん囲い気きから不ふ穏おんなものを感じ取ったのか、顔を曇くもらせるフレメアの肩を摑つかんで遠ざけながらも、浜はま面づらは明確に言う。

「第三次世界大戦がバードウェイってヤツの言った通りなら、この世界はアンタに借りがある。だったら、今になってそいつをまた膨ふくらませる必要はねえ。この辺りで、ちょっとずつでも借りを返させてもらうぜ」

「……、」

　一方通行アクセラレータは何も言わなかったが、同意はしたようだ。

　……実際にはあの戦争の終結は上かみ条じよう当とう麻ま一人の行動だけでなく、多くの人々の動きが複雑に絡からみ合って上条を後押ししていた部分も大きかった。『特殊な力を持っている高校生』を、歴史の分岐点に立たせるほどに。その『後押しする力』の中には一方通行アクセラレータや浜面仕し上あげも含まれているはずだ。

　しかし、少なくとも。

　再びその力の一部分が結集したのは、上条当麻が今日まで生き残った事に起因しているだろう。

　学園都市第一位は首筋の電極のスイッチを切り替えると、ベランダから一気に屋上へと飛び上がる。

　浜面も寮りようの玄関に向かいながら、振り返らずに上条へ言う。

「アンタはそこで待ってな。ちょっと働きすぎなんだよ」

　ドアの開閉する音が響ひびく。

　上条はもう一度自分の右手に目をやってから、小さく笑った。

　特別な力を持っているからと言って、特別な事をしなくてはならないのではない。

　あらゆる異能の力を打ち消すからと言って、あらゆる力の前に盾たてとして飛び出さなくてはならない訳ではない。

　その意味を、上条が改めて考えさせられていた所で、バードウェイはあくびをしながらこんな事を言った。

「だがまぁ、必要なピースがなければ死ぬものは死ぬがな」

「くそっ!!　やっぱり手放しにできねえ!!」
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　わずかな傷もない、鏡のように磨みがき上げられた黒い石。

　重たい石でできた円筒形は、自らの意思で動き回るドラム缶のようにその巨重を転がし、神かん裂ざきの方へと高速で突き進む。

　並の人間であれば、ロードローラーに巻き込まれたかのような惨さん劇げきを生み出しそうな勢いで。

「チッ、術者は直接顔を出さないタイプですか!!」

　神裂は舌打ちし、腰に提げた二メートル以上の日本刀『七しち天てん七しち刀とう』へと手を伸ばす。

　正確には、七本のワイヤーを使った斬ざん撃げき。

『七なな閃せん』。

　狙ねらったのは謎なぞの円筒形ではなく、その岩石が突き進もうとしていた通路の方だ。『敵』の強度はともかく、通路を切断できる事は分かっている。そしてここは高度一万一〇〇〇メートルに浮かぶ要よう塞さいの最下層。通路を失えば、どんな強敵でも落下は避さけられない。

　躊ちゆう躇ちよなく切断した。

　最下層の通路は、頭上の巨大な天てん井じようから柱でぶら下がるような格好で伸びている。通路の左右に並ぶ細い柱の内、右側だけを正確に切断した。通路を支えるバランスが崩れ、通路の床全体が水平から垂直へ角度を変える。

　神裂自身はその影えい響きようが及ばないギリギリの所に立っていたのだが、

「っ!?」

　暴風が吹き荒れた。

　それが、残った柱を次々と跳ね回って神裂の懐ふところへ飛び込んでくる巨大な球体だと気づいた直後、彼女の腹に鈍い衝しよう撃げきが走る。

　そう。

　円筒形ではなく、球体。

（ぐっ、ぶ……っ!!　形が、変わった!?）

　刀の鞘さやで押さえつける暇ひまもなかった。

　球体がめり込んでいた。

　息が止まりそうになる神裂だが、その間にも球体は動く。

　またもや形が変わる。

　円筒形になった『敵』は、両開きの扉を開けるように内部を露ろ出しゆつした。アイアンメイデンにも似た動きだったが、中身は鉄の杭くいがぎっしり、という訳ではなかった。




　待っていたのは、巨大なボウガン。




　神裂は呼吸も整えず、とっさに体を横に振った。

　人間の腕ほどの太さの、矢というより杭に近い飛び道具が発射される。間一髪の所で神裂が回かい避ひした時には、すでに『敵』は再び円筒形の側面を閉じ、元の形を整えている。

　円筒形は天てん井じようから下がる足場を支える柱を蹴けるような格好で、神かん裂ざきからわずかに距きよ離りを取る。別の足場に着地した円筒形は斜めの状態で立ち、円状の縁だけで器用にバランスを取る。

　そのままくるりと一回転した。

　直後に、『ラジオゾンデ要よう塞さい』の浮力を支えている金属製バルーンに異変が生じた。

　蒸気が溢あふれるような音と共に、大量のガスを放出し始めたのだ。

　神裂の細工とは違う。

　これでは速度が速すぎる。

　明らかに、『敵』の側で『ラジオゾンデ要塞』を指定の場所へ落下させようとしている。

（……やはり、狙ねらいは学園都市……ッ!!）

　歯は嚙がみする神裂の前で、再び円筒形は両開きの扉のように開放される。

『中身』をさらけ出す。

　今度はボウガンではない。

　出てきたのは複数の銃身を横一列に並べた火ひ縄なわ銃じゆうだ。

　煙草タバコの先せん端たんのように火の灯ともるハンマーが、一斉に落ちる。

　発砲音の連続。

　直後。




　神裂火か織おりは、迷わず前へ突き進む。




　そもそも、音速以上の速度で移動する神裂にとって、亜音速で飛ぶ弾丸などプロの格かく闘とう家かが子供相手に本気でクロスカウンターを狙いに行くようなものだ。

　速度も、リーチも違う。

　先ほどのボウガンでは不意を突かれたため対応が遅れたが、飛び道具が来ると予見できるのであればタイミングはいくらでも合わせられる。

　ドバン!!　と通路を破は壊かいしかねないほどの足音を炸さく裂れつさせる神裂は、迫り来る複数の鉛弾に対し、腰を低く落とし首を振る事で正確に回かい避ひ。急速に展開していた姿を円筒形へ戻していく『敵』を正確に狙い、さらに歩を進めていく。

（向こうの展開が予想よりも早い。刀を抜くのは間に合わない）

　冷静に判断した神裂は。

　迷わず右足を円筒形に突き入れる。

　何かしらの防御のつもりなのか、円筒形は形を正確な立方体へ変化させたが、それで何かが押し留とどめられる訳ではない。

　神裂は『敵』をそのまま数十メートルほど薙なぎ払う。

　通路を支えるいくつかの柱が破断され、通路全体が斜めに傾かしいだ。神裂としてはそのまま虚こ空くうへ突き落とすつもりだったが、偶然なのか吹き飛ばされる方向を調整したのか、巻き込まれた通路の残ざん骸がいにぶら下がるような格好で踏ふみ止とどまっている。

（……くそっ、魔ま術じゆつ師し本人ならともかく、こんな所で玩具おもちやとじゃれている暇ひまはないのに!!）

　歯は嚙がみする神かん裂ざきは、そこでゾクリとした悪お寒かんに襲おそわれた。

　違う。

　魔ま力りよくの流れが、単なる霊れい装そうとは違っている。

（蓄積して利用しているのではない……。自己の中で魔力を精製してから循環させている。これは、まさか……）

　立方体の展開図にはいくつかパターンがあるが、その内の一つは十字架になる。

　その十字架を人の形に対応させると……、

「ま、さか……霊装ではない。こういう形に肉体を最適化させた、魔術師本人だというのですか!?」

　単に莫ばく大だいな力を持つだけではない、繊せん細さいな解析や作業も行える神裂だからこそ気づいた違和感。

　対して、立体の塊かたまりはパタパタと平面の展開図に変形し、十字架の形を示した。

　何か、異様な音が聞こえる。

　笑い声だ。

　少女が口元に手を当てて含むような、かろうじて耳に届く程度の笑い声が聞こえる。

　くすくす、と。

　数は多い。一人二人ではない。他にも魔術師がいるのか、と神裂は音源に気を配ったが……やがて、怪け訝げんに眉まゆをひそめた。

　十字架状の展開図。

　その表面から、大小無数の人間の唇くちびるが浮かび上がっている。

　展開図そのものはツルリと磨みがき上げられた、冷たい無機質な石でできているため、その表面をびっしりと覆おおう艶なまめかしい唇の違和感は一層際きわ立だたせられていた。

　くすくす。

　くすくす。

　くすくす。

「人体と十字架を対応させれば、確かに理論的には可能でしょう……。ですが、まさかそこまでやりますか!?」

『外れ』

　唇は一斉に歌う。

　その形とはあまりに不釣り合いな、華きや奢しやなソプラノの声で。

『北欧神話のミョルニルは十字架に対応する事もあるけど、そのミョルニルを持つトールは単なる雷神じゃない。天候全般を操る豊ほう穣じよう神しんであり、子宝を授ける象徴としてハンマーが使われる事もあるの』

　そう。

『敵』の形は一定ではなかった。円筒形、球体、立方体。十字架に対応できるのは立方体だけだが、全すべての形状に対応できるものは別にある。

　つまり。

　鉄てつ槌つい。

　ボウガンや火ひ縄なわ銃じゆうも『飛び道具』という性質によるものか。

　神かん裂ざきが認識した直後、詠唱のために浮かび上がらせた無数の唇くちびるが、一斉に呪じゆ文もんを唱える。

　立方体の展開図……金かな槌づちの形をした『敵』から全方位へ、青白い雷光の嵐あらしが巻き起こった。
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　電極のスイッチを切り替え、一時的に第一位の能力を解放した一方通行アクセラレータは、一跳びで背の高いビルの屋上まで飛び上がった。

　手すりの上に足をつけ、周囲をぐるりと見回す。

　ロシアでの戦争で、唯一『魔ま術じゆつのようなもの』に触れ、その一いつ端たんを行使したのは一方通行アクセラレータだった。彼はその力によって体中の内側を引き裂かれる代わりに、一人の少女を死の淵ふちから救い出している。

　元より、独学でそれらしきものには接していた。

　バードウェイからの説明を受けて、その曖あい昧まいなイメージに明確な輪りん郭かくを与える事ができた。

　一度息を吸い、止め、そして力を行使する。

「……ッ!!」

　ビキビキビキ!!　とこめかみの辺りの血管が不自然に脈動した。冷たいビル風に当たっているはずなのに、嫌いやな汗が噴き出すのを止められない。表面張力で限界以上の水で満たされたコップを連想した。どちらの方向にでも、あと少し傾ければこぼれてはならないものがこぼれ出してしまう。それが明確に分かる。

　無視はしない。

　コップの底の中央に人差し指の先端を据えてバランスを取るような繊せん細さいさで体内の力を制御し、そして作業を続行する。

　そう。

　作業。

　街の中を流れる、あるいは街の外から流れてきて街の外へと流れていく力の道筋を、その目で見み極きわめる。

　とはいえ、それは光線のように直接視覚で捉とらえられるものではない。大きくなびく草原が無色の風の流れを表現するように、力そのものではなく、力に干渉されて蠢うごめくものを捉える事で、間接的に感知する。

　つまり。

　人の流れを。

（……あのバードウェイとかいうガキはこォ言っていた。風水ってのは、地脈や龍りゆう脈みやくのエネルギーは山や川の位置で曲がるから、最適な場所に最適な宮殿を建てるって。それが全世界共通のルールかは知らねェが、どォやらこの惑星には力の流れによって『居心地の良い場所』と『そうでない場所』に分けられるらしい）

　もちろん、オカルト抜きの話にしたって、日当たりの良い場所と悪い場所で地価が変動するのと同じく、『居心地の良い条件』というものは実は厳密に決まっている。

　その風水というヤツが純粋なオカルトなのか、あるいは統計学的に『人間が長持ちする環境』を弾はじき出したに過ぎないのか、そこまで一方通行アクセラレータには判断できない。

　ともあれ。

　分かっているのは、『敵』はその風水を利用している事だ。

（そして人間は自然と『居心地の良い場所』へと流れていく。草原の草が風でなびくよォにな。俺には魔ま力りよくの流れなンてモンは簡単に感知できねェが、高い所から人間の動きを観察するぐらいならできる）

　ビルの屋上からこうして改めて観察してみると、単に店舗の豊富さや交通機関だけで人の流れが決まっている訳ではない事に気づかされる。

　同じ道に似たようなコンビニがあるのに、客の出入りが明らかに違う。

　電車とバスで同じ目的地に向かうはずなのに、不自然なほど両立できている。

　当然ながら、科学の中心地である学園都市にしても、この地球の一部分である事に変わりはない。たとえ街全体が人工的な魔ま術じゆつを徹てつ底てい的てきに排除しても、惑星そのものが元から持っている性質やエネルギーまでは否定できない。

　考えてみれば当たり前の事。

　その事実に、しかし一方通行アクセラレータはわずかに息を吞のむ。

（……強制力のない、『居心地の良さ』で形成される網あみの目か。ったく、科学の総本山のど真ン中でこれかよ。まるで得え体たいのしれない力で街全体が操られてるみてェだぜ）

　それを人為的に行うのが、魔術師などが使う『人払い』などの術式になる訳だが……一方通行アクセラレータはまだそれに気づくほど魔術の世界へ深く踏ふみ込んではいない。

　今はただ、真正面にある目的に手を伸ばす。

（ブランドショップやら駅のターミナルビルやらに人間が集まるのは分かるが、一部に妙な動きがあるな。意味のねェ回り道をしてる。『ヤツら』ってのは風水を使って地脈や龍脈に小細工をしているって話だった。となると……これが細工の痕こん跡せきか）

　街の一ヵ所へ、不自然にそうした『力』が集まっている箇所がある。

　網あみの目のように張り巡らされ、人々の流れを作っているはずの力が、排水溝に吞のまれるバスタブの湯のように不自然な集まり方をしている場所だ。

　それは直接的に人間を一方向へ動かすようなものではないが、方々を自由に動く人達の向きに少しずつ確実な干渉を起こしている。

（ここだな）

　結論を出すと、一方通行アクセラレータは携帯電話を取り出した。

　必要な事だけを告げる。

「『違和感』は受け取った。第七学区・中央ハブ変電施設。そのど真ン中に、ねじくれて滞とどこおった、チカラの淀よどみみてェなのがあるぜ」
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　十字架状の展開図を中心に、半径四〇〇メートル。

　この世界に放たれた高圧電流は、球形の嵐あらしとして一斉に炸さく裂れつした。

「っ!!」

　その時、神かん裂ざきは上層へと繫つながる上りの階段へ飛び込んでいた。四角く切り抜かれた出入口から少しでも遠ざかるため、石材でできた床の上を転がるように移動する。

　迅じん速そくな動きが、唐とう突とつに止まる。

　跳ね上がるような神裂の挙動は、自分の意思ではなく横よこ槍やりを入れられたようなものだった。

（……電流が、石材を、強引に抜いた……っ!?）

「がっ、ぐ……っ!!」

　強引に乱された呼吸を、神裂は作為的に整え直す。

　自己の目的のため、あのレベルで人体を改造し尽くす魔ま術じゆつ師し。先天的に『神の子』と似通った身体的特徴を持って生まれ、その力の一いつ端たんを引き出す事のできる神裂とは真逆の方向へ成長を続けた術者の果て。失ったもの、切り捨てたものと比例するかのように、攻こう撃げきの威力は増していた。

　そもそも。

　世界で二〇人といない『聖人』に、戦せん闘とう行動でまともについてこれる事自体が異常なのだ。

（とはいえ、あんな方式は『必ネ要セ悪サのリ教ウ会ス』の事件記録にも登録されていません……。戦後に現れた新種の一つなのか……？）

　神裂の耳に、パリパリというフライパンの上で油が弾はじけるような音が聞こえてきた。

　音は四角く切り抜かれた出入口を経由している。

　第二波の準備が進められているのだ。

（攻こう撃げき自体は物理法則にほぼ依存した方式。形のない呪のろいなどに比べれば単純ですが、浴びせ続ける事で少しずつ足を鈍らせる狙ねらいがあるのか……）

　ズバヂィ!!!!!!　という高圧電流の爆音が炸さく裂れつした。

　刹せつ那な、タイミングを合わせたように神かん裂ざきは『七しち天てん七しち刀とう』を抜き、石材の床に向けて勢い良く先せん端たんを突き刺す。

　豆腐のように石材を裂く彼女は、しかし同時に別種の手て応ごたえを捉とらえていた。

　つまり、高圧電流そのものを切り裂き、無効化させる感触。

（日本には落雷を切断する刀の伝説も残っています。気象の変化の激しいあの国で、雷神への対処法など把は握あくできずに魔ま術じゆつ師しは名乗れません!!）

　これが魔術。

　物理法則を超え、理り不ふ尽じんを戦場へ持ち込むもの。

　攻撃のタイミングを外されるとまともに喰くらう羽は目めになるため油断はできないが、現状のレベルの術式であれば対処はできる。

　そう判断した神裂のうなじの辺りに、何か嫌いやな感触が走った。

　物理的なものではない。

　簡単に譬たとえれば悪い予感。ただしそこに具体的な根拠があれば笑い飛ばす事はできなくなる。

　つまり、

「なん、だ……？　この膨ぼう大だいな魔ま力りよくは……ッ!?」

　敵情視察のため、神裂は四角く切り抜かれた出入口へと向かう。

　顔だけを出して確認すると、『敵』の展開図が見えた。十字架に似た形、雷神トールの大おお槌づちミョルニルを模したその肉体。それは直立しているのでもなく通路の上に広がっているのでもなく、大空を凧たこか何かのように悠ゆう々ゆうと飛んでいた。

　動きに規則性がある。

　半径二〇キロ程度の巨大な円形。青白い火花を尾のようになびかせ、『投とう擲てきの槌』は綺き麗れいな円を描いている。その速度が増す。一定ではなく、二次関数の曲線のような鰻うなぎ上のぼりに。神裂が観察していた一〇秒ほどの間に、すでに『敵』の実像は消失し、そこにあるのはただ青白く輝かがやく巨大な円そのものだった。

　天使の輪と表現するには、あまりにも不吉な象徴。

　魔力の流れから、円形の象徴から、雷神トールが持つハンマーという魔術師の生き様から、神裂はこの後起きるであろう事態を連想した。

　迷わず逃げる。

　半径二〇キロの円の中心を正確に射い貫ぬくように、下から上へ、天を衝つくような青白い閃せん光こうが発生した。



















　直後に、『ラジオゾンデ要よう塞さい』の三分の一が綺き麗れいに消滅した。
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　上かみ条じよう当とう麻まは夜の学園都市を走る。

　目的地は、一方通行アクセラレータから教えてもらった中央ハブ変電施設だ。

　学園都市の電力は、街の隅々に設置されている風力発電のプロペラから供給されている。事故や災害などで一部分が破は壊かいされても停電は起こりにくい利点があるのだが、一方向ではなく網あみの目のように広がる送電ルートを使うには、電気の流れをコントロールするための施設が必要になってくる訳だ。

　そうした中央ハブは各学区に一つずつ存在している。

（でも、何でまたそんな所に……？）

　走りながら考える上条だが、答えは出ない。ひょっとすると、電気か何かがオカルト的な記号として機能しているのかもしれないが。

　一足先に同じ目的地を目指して行動を始めているはずの浜はま面づら仕し上あげとは、途中で追いつく事はなかった。上条の通っている道が最短ルートのはずなのだが、別の道を使っているのだろうか。

　そうこうしている内に、上条は中央ハブ変電施設の前までやってきた。

　そのいかつい名前から、大規模なコンビナートや軍事施設といった外観を連想していた上条だったが、実際に現場に到着すると、そのイメージが間違いだった事に気づかされる。

　一応コンクリートの壁と有刺鉄線で囲ってあるものの、専門の警備人員などはいなかった。定期的に施設の周りを警備用のロボットが巡回しているが、こんなものは学園都市なら児童公園にでもある程度のものでしかない。

　上条は分厚い壁を見上げ、

（……よじ登るのが手っ取り早いか）

　結論を出し、それから足元に落ちていた空き缶を拾った。実際に登る前に、壁の上部を飾っている有刺鉄線に電流が流れていないかどうかを確認したかったからだ。

　空き缶を放り投げる。

　ピンと張った針金に接触したが、特に火花のようなものは発生しなかった。

「行くか」

　上条は呟つぶやき、壁へ向かう。

　鋭い棘とげで侵入者を阻はばむ有刺鉄線だが、問題の棘は等とう間かん隔かくに設置されている。それ以外の部分はただの針金だ。注意すれば、手で直接摑つかんでも傷を負わずに済む。

（分厚いゴムマットとかあるともっと安全なんだけど……この棘の長さじゃ貫通するか）

　そんな事を考えながら、上かみ条じようは壁の上から施設の全景を確認する。

　それほど大きな敷しき地ちではない。

　せいぜい三〇メートル四方の土地に、二階建ての四角い建物が一つ。ただ、敷地のあちこちにはドラム缶を並べたような設備があった。地面から伸びた電線が集中している所を見ると変圧関連のものらしい。そちらには手で触れたいとは思えなかった。

　壁から跳び、上条は敷地の内部へ潜せん入にゆうする。

　ここからが本番だ。




　　　　６




『ラジオゾンデ要よう塞さい』、その三分の一の消滅。

　雪崩なだれのような残ざん骸がいの山が関東地方の地表へ降り注ぐ事はなく、膨ぼう大だいなエネルギーによって塵ちりも残さず吹き飛ばしていた。オゾン層すら強引に破は壊かいするほどの術式の正体は、ソレノイドコイルにも近い。あまりにも莫ばく大だいな電力を帯びたまま円軌道で回転を続けた『投とう擲てきの槌つち』によって、円軌道内部の帯電した空気は全すべて、垂直方向へ進むベクトルを得た訳である。

　と、説明だけ聞けば筋は通っていそうだが、物理的に到底不可能な攻撃。

　科学の法則だけでは矛む盾じゆんの生じる現象。

　だがそれを、魔ま術じゆつは補強し埋め合わせ、強引に押し通す。

「はぁ……はぁ……ッ!!」

　神かん裂ざきはその破壊の縁のすぐ近くで、荒い息を吐はいていた。

　完全に縁は溶よう鉱こう炉ろのようなオレンジ色に輝かがやいている。つい先ほどまで異様な威圧感を与えてきた石材の壁や天てん井じようはもう存在しない。走り幅跳び程度の距きよ離りの向こうには、ひたすらに広がる大空が待っている。

　音速を超えるほどの移動力を、後先を考えずに使い果たした。

　壁も柱も強引に切り裂き前へ進んだ。

　だが次はない。

　同じ事をされたら対処はできない。

　いくつかの壁は刀やワイヤーが間に合わず、あの速度の中で体当たりのように打ち破った。最低限の防護術式は行使していたとはいえ、おかげで体の内部が無む茶ちや苦く茶ちやな悲鳴を上げている。

　何より、今の攻こう撃げきを後二回もやられれば逃げ場は完全に失われる。

　絶体絶命に近い状況だが、しかし同時に神裂は疑問に思う。

（……あいつ、もしくはあいつの所属する組織は、『ラジオゾンデ要塞』を学園都市へ落とす事を目的にしていたのではなかったんですか!?　それを、こうも簡単に削り取るとは……っ!!）

　そもそも、目的と言えばあの『投擲の槌』個人についても謎なぞが多い。

　生身の力一つで、移動要塞に匹敵する破壊力を生み出す事。

　ただそれは手段であって目的ではない。人間個人の肉体をあそこまで改造し尽くすためには、単なる効率や合理性の他に、『魔ま術じゆつ師しらしい』目的があって然しかるべきだ。

　大切な人を守る。憎にくい相手を殺す。死んだ人間を蘇よみがえらせる。実在しない巨竜を生み出す。

　実現可能かどうかはさておいて、魔術師ならばラテン語で己に刻む目的……魔ま法ほう名めいが存在する。しかしこの『投とう擲てきの槌つち』からはそれが感じられない。

　これほどの火力があるのに、それを使って直接学園都市は襲おそわない。

『ラジオゾンデ要よう塞さい』を学園都市に落とす事が目的であるはずなのに、要塞の三分の一を迷わず消し飛ばす。

　ちぐはぐで、バラバラな印象を与えるそのやり方に、一貫した、ある種において異常なほどの執着とも受け取れる『魔術師特有の行動パターン』は見られない。

『投擲の槌』にだけは分かる理屈があるのか。

　あるいは、

「……すでに、目的は失われているか……」

　神かん裂ざきはポツリと呟つぶやく。

　例えば。

　大切な人を守りたいという魔法名があり、そのために必要な全すべてをかき集めた結果があの変わり果てた人体だったとしても……その集約の途中で、大切な人が死んでしまえばゴールは消える。

　その場合、残るのはただの力だ。

　善悪の方向性すら存在せず、ただこの世界に漂うだけの力。強きよう烈れつな方向性がないからこそ、時に流されるように他者と迎合し、時に流されるように力を振るい……しかし意思のない力は、圧倒的な猛威となって世界を襲う。

　持ってしまった力は捨てられない。

　本当の怪物は、ただ街を歩くだけで破は壊かいを行う。そんな人間が、テレビのＣＭやレジ横の募金箱に触発される程度の意思でその日その日の行動を決定したら、街にどれだけの損害が出るか。

　無気力なる破壊者。

　終末思想すら抱かぬ天敵。

　人々の必死の積み重ねを、その日の気分で薙なぎ倒す者。

　……これほどの破は綻たん者しやが長きにわたって存在していたとすれば、今日まで地球が今の球体を保っていられた事すら不思議に思える。そうした魔術師を取り締しまる『必ネ要セ悪サのリ教ウ会ス』の事件記録にも今まで出てきていないという事は、つい最近になって破綻は訪れたのかもしれない。

　だとすれば、真っ先に思い浮かぶのが、

「……第三次世界大戦」

　公には二週間前後という短期間で終息し、学園都市を中心とした大規模な戦力の迅じん速そくかつ的確な展開によって犠ぎ牲せいは最小に留とどめられた……という事になっているが、世界地図を丸ごと塗り潰つぶすほどの騒そう乱らんだ。公式発表にはない戦せん闘とう行動や、人知れず誰だれにもカウントされていない悲劇などがあった可能性は否定できない。

「馬ば鹿かな人」

　想像すらできない元凶に目を細めつつ、しかし神かん裂ざきは一刀両断した。

「たとえ破は綻たんしたとしても、自己にあった目的と同じように、周りの人々にも守りたいものがごく当たり前に存在している事が分かっていれば、その方向にだけは進まなかったでしょうに」

　あるいは、それが理解できないのも魔ま術じゆつ師しらしいのか。

　完全なる一方向。人の意思によって、自らの進む道を制限させる事で、爆発的な推進力を手に入れた者。だからこそ、それ以外の道を進む人達の気持ちなど理解できなかったのか。

　ただ、神裂は知っている。

　たとえ一度は目的を失っても、それでも再び立ち上がる魔術師達を。『必ネ要セ悪サのリ教ウ会ス』には、たった一人の少女を守りきる事ができず、しかしその少女の暮らす世界を守るために戦い続けるルーンのカードの魔術師がいる。科学と魔術の板挟みに遭あい大切なパートナーを失っても、その名を冠したゴーレムを操る魔術師がいる。母体であったローマ正教の捨て駒ごまにされ、追放されてなお神を信じ続けようとするシスター達がいる。

　失う事は、確かに哀かなしい。

　だがそれは、決して歪ゆがみを確定させるものではないし、免罪符にもならない。

　何より。

　安直な破は壊かいに走った所で、その先に破壊者が望むような救いは存在しない。

　救いとは、甘えではないからだ。

　血ち反へ吐どを吐はきながら何度でも立ち上がる者を、彼らが再び浮かべる笑みを見てきた神裂は、それを単なる奇き麗れいごとではなく、実感として理解できる。自分にはない種類の強さに敬意を払う神裂は、だからこそ、『投とう擲てきの槌つち』の末路に流されやすい同情は抱かない。

「……『救われぬ者に救いの手をSalvare000』」

　代わりに、名乗る。

　ラテン語で己へ刻んだ魔ま法ほう名めいを淀よどみなく、突きつけるように。

　魔法名すら失った『投擲の槌』は、再び大きな円を形作るために飛行を始めた。それは、どことなく糸が切れて風に流される凧たこを連想させる不安定さがあった。

　今度の半径二〇キロは地面に対して垂直。

　下へ手たに『ミョルニル』を発射すれば要よう塞さいの半分以上が吹き飛ばされそうだが、やはり魔術師の方にそれを躊躇ためらう色はない。
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　一方通行アクセラレータの話では、地脈や龍りゆう脈みやくを利用して生み出される発信器のようなものは、中央ハブ変電施設のほぼ真ん中にあるらしい。

　裏口の鍵かぎをマイナスドライバーで強引に壊こわした上かみ条じようは、建物の中へと入っていく。

　蛍光灯の青ざめた光だけで満たされた空間には、しかし人影らしきものは存在しなかった。一〇台以上のパソコンが並んでいる部屋などもあったが、モニタの数字は常にスクロールしているのに対し、やはりそれを操る人はいない。どうやら遠えん隔かく地ちから操作できる設定に変更してあるらしい。作業員は自宅で仕事をしているのかもしれない。

（……多分これ、厳密にはやっちゃいけない設定だよなあ……）

　とも思ったが、下へ手たに勤勉な相手が残っているよりマシだ。余計な騒さわぎを起こしている暇ひまはない。

　施設の内部を歩く。

　敷しき地ちの中央にはすぐに辿たどり着いた。

　デザイン性とやらをほとんど無視した、四角い建物にある四角い部屋の一つ。学区内にある膨ぼう大だいなプロペラから生み出される電力を適切に流すため、網あみの目のように走る送電網もうのチェックとコントロールを行う大型コンピュータが並んでいる。

　この手の機材が並ぶ場所は冷凍庫のように冷やされている事も珍めずらしくないのだが、ここは違うようだった。本棚のようなケースの中に冷気を流し込んでいるのか、あるいは水冷システムでも使っているのだろう。

「中央……」

　上条は呟つぶやき、部屋の中を歩く。

「施設の中央……」

　しかし、問題の場所に魔ま術じゆつ的てきな発信器らしい物品はない。目に見えないガスやエネルギーのようなものかと思って闇やみ雲くもに右手を振ってみるが、やはり手て応ごたえらしいものは何も感じられない。

　本当にここなのか。

　場所が間違っているのか。あるいはプロの魔ま術じゆつ師しでないと認識できないような物なのか。

（……待てよ）

　上条はふと疑問に思い、部屋の中央に目をやった。

　より正確には、分厚いコンクリートでできた部屋の床を。

　そこには雨あま漏もりもしていないのに、不自然な黒い染しみができていた。

「地下……？　この分厚いコンクリートの下にあるっていうのか!?」
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　莫ばく大だいな高圧電流をまとったまま巨大な円を描くように高速移動をする事で、円内部の帯電した空気を高速移動させる術式『ミョルニル』。

　一度放たれれば、それは全長数十キロに及ぶ『ラジオゾンデ要よう塞さい』の三分の一を確実に消し飛ばすほどの破は壊かい力りよくを生み出す。

『聖人』の神かん裂ざきの方には、もうそれを回かい避ひするだけの体力は残されていない。

　そして、回避するつもりもない。

　知識によって困難な現状を打破する事こそ魔ま術じゆつ師しの本領。

（……思えば、どうしてこんな回りくどい方法で要塞に干渉する必要があったのか）

　高度の問題で、飛行機もロケットも本来の性能を発揮できなかった『ラジオゾンデ要塞』。そのため、神裂は一度ロケットを使って軌道上まで到達した後、大気圏に再突入する形で要塞の最上部へようやく着地する事ができた。

　ただし、

（私達、現代の魔術師の大半はある行為を禁じられている。第一〇位の『聖人』のような特殊な例でもない限り。だから私は直接要塞へは向かわず、わざわざ一度要塞を飛び越える必要があった）

　落下を選んだ理由。

　直接飛ひ翔しようできなかった理由。

　神裂火か織おりは検索する。

　一二使徒の一人、ペテロの伝承の中の一つ。聖職売買で有名な魔術師シモン＝マグスと対立した際、自在に空を舞うシモンに対し、ペテロが放った言葉とは何か。

　それはつまり、




「術者を担かつぐ悪魔達よ、速すみやかにその手を離せ!!」




　飛行の禁止。

　現代に生きる魔術師達の一つの壁。

　シンプルで強力な効力、かつ有名なエピソードを基にしているため広く普及しすぎてしまった迎げい撃げき系統。これによって、人は翼つばさなしで空を飛べるものの、飛んだ途と端たんに落とされる不毛な制約を与えられてしまった。

　惑わされてはならない、と神裂は思う。

　そのあまりにも奇怪な外見から、根本的な事を忘れてしまいそうになるが。

『投とう擲てきの槌つち』は霊れい装そうでも兵器でもなく、生きる人間である。

　声ならぬ声が、衝しよう撃げき波はのような悲鳴を発した。

　完かん璧ぺきに統制の取れた巨大な円が、一いつ瞬しゆんで打ち砕かれる。制御を失った『投擲の槌』は、ただ高圧電流の尾を引いて要よう塞さいへと突っ込んだ。直撃と同時に周囲へ大量の火花が撒まき散らされるが、本来蓄えていたであろう破は壊かい力りよくと比べれば雀すずめの涙のようなものだろう。

「……その外見は、迎撃術式の矛ほこ先さきを変えるためにも必要なものだったんですね」

　要塞を構成する何層かをまとめて砕いて瓦が礫れきにめり込んだ『投擲の槌』へ、神かん裂ざきはゆっくりと近づいていく。

「あなたを霊装か兵器かと判断すれば、そういうモノに対処するように迎撃術式を組んでしまう。言ってしまえば、『対人用でなければならない状況で、対人用ではないモノを選択させる』事が重要だった。雷神トールの大槌は空を飛ばなければ意味はありません。しかしこの時代に空を飛べば落とされる。だからあなたは、標的として常にロックオンされながらも本質的に認識をズラす方法を思いついた」

　パキパキと、プラスチックの板を折り曲げるような音を響ひびかせ、『投擲の槌』は平面の展開図から立方体の形を整えようとする。飛ぶ事を諦あきらめ、転がる事で神裂から距きよ離りを取ろうとしているのか。

　だが無理だ。

　墜つい落らくした魔ま術じゆつ師しシモンはそのまま死亡した。魔術における『飛行の妨ぼう害がい』とは単に高度を〇メートルに落とす事ではない。ペテロのエピソードのどの部分を強く抽出するかにもよるが、そこには必ず『本来の墜落のダメージ以上の何か』が付加される。

　よって、展開図は立体の塊かたまりには戻らない。

　パキパキという音は続くが、子供が画用紙で作ろうとして失敗したサイコロのように、いつまで経たっても辺と辺は繫つながらない。

「要塞の大部分を吹き飛ばしてでも大技を使用したのもそのため。私があなたを人間と看破した事に、短期的な戦況以上のリスクを感じ取ったから。……目的をなくしてなお、手段を奪われる事に恐怖を覚えたんですか？　いっそ、余計な未練は失った方が新しい目的も探しやすかったでしょうに」

『ラジオゾンデ要塞』の浮力を支える金属製バルーンの制御は、この『投擲の槌』が担になっている。見逃す訳にはいかない。ここで『投擲の槌』を撃破すれば、要塞の高度の急激な降下は回かい避ひできる。学園都市や、最悪、世界全土への壊滅的な事態は避さけられる。

　神裂火か織おりは己の魔ま法ほう名めいを思い出す。

　救われぬ者に救いの手をSalvare000。

　だが『投擲の槌』の生き方を安易に許容する事がそれに繫がるとはとても思えない。彼女の志す魔法名とは、救いとは、そんなに簡単なものではないと信じている。

「……生き方に不都合があるようなら、行動を起こす前にまず深く考えるべきです。そのための時間と場所は与えましょう。あなたの望む望まざるに拘かかわらず」

『投とう擲てきの槌つち』は無言だった。

　無言のまま、元の立体へ戻るのを諦あきらめ、崩れた床へと平面の展開図を投げ出した。

　しかしそこで終わらない。

　音もなく、その展開図の表面に網あみの目のようなものが走った。その網の目に沿い、展開図が複雑に切り取られていく。一見ランダムな形状のように見えて、全すべて立方体の展開図として機能していた。まるでパズルのピースのようになった大量の小さな展開図は、それこそ数多くの蝶ちようが一斉に飛び立つように、弱々しくも羽ばたいていく。

（……逃げる時まで、飛ぶ道を選びましたか）

　ひょっとすると、そこに彼あるいは彼女の魔ま法ほう名めいがあったのか。

　神かん裂ざきは思い、しかし直後に容よう赦しやなくペテロ系統の迎げい撃げき術式を発動させる。

　まるで巨大な鉄板で上から叩たたくように展開図の群れが一斉に落とされていくが、力を失ったそれらは風に流されて大空へ散っていく。

　死んだとは思えない。

　そもそも、あのレベルで分裂する者の殺し方も理解できない。

「……、」

　一いつ瞬しゆんだけ神裂は風に舞う『投擲の槌』へ意識を傾けかけたが、やがてそれを振り払った。

　あれは後で必ず救う。

　だがその前に、神裂火か織おりにはまだやる事がある。
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　重たい金属が硬い物にぶつかる派手な音が炸さく裂れつした。

　上かみ条じよう当とう麻まが施設内で見つけたシャベルを振り下ろす音だが、やはりそれだけでは分厚いコンクリートの床は破れない。すでに何十回も試しているのか、床の表面には白い跡がいくつもできていたが、表面が数ミリほど剝はく離りしているだけで、亀き裂れつの一つも入れられない。

　シャベルを振り下ろしている両手の方が限界だった。

　たまらず、上条はシャベルを放り捨てる。

「くそっ!!」

　この下に目的のものがある。

『ラジオゾンデ要よう塞さい』を誘ゆう導どうしている発信器は、上条の右手で軽く触れるだけで、おそらく簡単に壊こわれる程度のものでしかない。

　だが、触れられなければどうしようもない。

　分厚いコンクリートの壁が。

　オカルトの世界とは何の関係もない、どこにでもあるありふれた物品が、上かみ条じよう当とう麻まの行く手を遮さえぎる。

　彼の右手には幻想殺しイマジンブレイカーという力が宿っている。

　第一位の超能力であっても、『神の右席』最強のリーダーであっても、上条はこの右手を使って打ち破ってきた。

　しかし、彼は異能の力しか打ち消す事はできない。

　ごく当然のコンクリートを破は壊かいできず、ごく当然の自転車に追い抜かれ、ごく当然のカッターナイフで血を流す。

　その程度の人間でしかない。

　その程度である事をデメリットにカウントしないように工夫しながらこれまで戦ってきたが、ここに来て、騙だまし騙しの戦略が一気に飼い主の手に嚙かみ付いた。

（どうする……？）

　痺しびれる両手に目をやり、上条は考える。

（このままじゃ『ラジオゾンデ要よう塞さい』は学園都市へ落ちてくる。単に俺が街の外へ離はなれるだけじゃ危機が去る保証もない。どうにかして発信器をぶっ壊こわさなくちゃならないのに、分厚いコンクリートのせいで指一本触れる事ができない!!）

　そうしている間にも時間は迫る。

『ラジオゾンデ要塞』は接近してくる。

　焦あせるがそれで事態が解決する訳ではない。上条はエッジの部分が削れたシャベルをもう一度拾い上げる。そろそろ手首の骨の調子が本格的に心配になってきたが、少しでも動かない事にはどうにもならない。

　その時だった。




　ゴバッ!!　と。

　突然、上条のすぐ横の壁が、外側からの力によって吹き飛ばされた。




　大量の破片と粉ふん塵じんが部屋の中を蹂じゆう躙りんする。

　壁を破って中へ突っ込んできたのは、後ろ向きになった建設重機だった。おそらく前後を逆にしているのはアーム部分を守るためだろう。普通の工事現場にあるような土を掘るためのバケットではなく、電気振動する鋭い杭くいが取り付けてあった。

　運転席に座っている男に、見覚えがあった。

　浜はま面づら仕し上あげだ。

[image: ]

「よう大将、困ってるー？」

「げほごほっ!!　な、何だよこれ。どこから持ってきた!?」

「地下ケーブルを通すための小さなトンネルを空けるボーリングマシンさ。敷しき地ちの中にあったろ」

　学園都市には電柱がないため、電線も通信回線も全すべて地下に敷ふ設せつされている。よって、そういった重機も珍めずらしくないはずだ。

「俺には魔ま術じゆつだ何だ詳しい話は分からねえが、ようはあの馬ば鹿かデカい要よう塞さいを招き寄せている元凶をぶっ壊こわせば良いって事だろ。だったら馬力はあった方が良いんじゃねえのか？」

　金属製の履り帯たいで覆おおわれた車体下面はそのまま、操縦席やアームを乗せた車体上面をぐるりと回転させ、鋭い杭くいを部屋の中央へと据える浜はま面づら。

　彼には特別な力なんてものはない。

　だから強大な能力者が現れたら真正面から立ち向かうのではなくまず安全地帯を探そうとするし、得え体たいのしれないオカルトが絡からんでくればさらに選択肢の幅は狭せばまるだろう。どうしても失いたくない者を守り抜くため、不条理とも呼べる状況から仲間を救い出すため、浜面は時に桁けた外はずれの力を持った連中と相対するが、別にそれが彼の得意分野だという訳ではない。基本的に浜面仕し上あげは科学にも魔術にも突出しておらず、それこそ何かの拍子に簡単に死んでしまう程度の『ありふれた』配役に過ぎない。

　ただし。

　そうした理り不ふ尽じんが関かかわってこない範はん疇ちゆうにおいて、




　浜はま面づら仕し上あげは、当たり前の問題を当たり前の技術で打破する。




　ドガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガ!!　という凄すさまじい掘削音と共に、あれだけシャベルを叩たたきつけてもびくともしなかったコンクリートの床へ、あっという間に太い亀き裂れつが走る。灰色の粉ふん塵じんが撒まき散らされ、亀裂と亀裂が繫つながり、分厚い床が砕けていく。コンクリートを砕く重厚な破は壊かい音おんは最初の数分だけで、それ以降はもっと湿った音へと変わっていった。コンクリートの先にある土の地面を抉えぐり取っているのだ。

「くそっ!!　何だ!?」

　異変が起きたのは直後だった。

　まるでガラスを叩きつけるような甲かん高だかい音が響ひびいたと思ったら、あれだけ頑がん丈じようだった重機の杭くいがオレンジ色の火花と共に弾はじかれたのだ。浜面は強引にアームを操作し、さらに掘り進めようとするが、ついにはタングステン合金製の強きよう靭じんな杭の先せん端たんが、砂糖菓子か何かのように欠けてしまう。

　弾けた杭の先端がアームを這はうケーブルに直ちよく撃げきしたのか、杭そのものの振動が止まる。

　上かみ条じようは大きく開いた穴の縁から、暗くら闇やみの奥を覗のぞき込んだ。

　何かがある。

　得え体たいのしれない宝石のように赤く濁にごった輝かがやきを持つ何か。ガラスのように冷たく、石のように硬く、血のように禍まが々まがしく視界を彩いろどる何か。

　握り拳こぶしほどの結けつ晶しよう。

　おそらくは……、

「届け……」

　上条は穴の縁から手を伸ばす。

　ギリギリまで張った腕の関節が痛みを放つ。それを無視して、掌てのひらを、指先を、ひたすらに奥へ奥へと進めていく。

「届けェェええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!」

　そして。
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　学園都市の片隅で、ガラスが砕けるような音が鳴り響いた。

　直後に、『ラジオゾンデ要よう塞さい』は学園都市の上空へ到達した。

　落下速度は微増、ただし水平方向への移動速度が減じる事はない。

　三〇秒の時間を挟み。

　要塞は、学園都市の真上を通過していった。
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　浜はま面づら仕し上あげは重機を乗り捨て、上かみ条じよう当とう麻まと一いつ緒しよに中央ハブ変電施設から逃亡した。必要な事だったとはいえ、それを説明できる機会があるとも限らない。

　一方通行アクセラレータはビルの屋上から飛び降り、そんな二人のすぐ近くに落下した。その体にはかすり傷一つない。彼は面めん倒どう臭くさそうに電極のスイッチを切り替えると、現代的なデザインの杖つえに体重を預ける。

「……終わったみてェだな」

　言いながら、彼は手にしていた携帯電話を親指で操作してスピーカーフォンに切り替える。すると、そこから聞き慣れたバードウェイの声が飛んできた。

『ラジオゾンデ要塞は速度の微調整を行いながら、千葉外房沖に着水したそうだ。高波などの被害もない。学園都市側の対応速度が鈍かったのが気になるが、一応は解決だな』







　神かん裂ざき火か織おりは人工島のように海面に浮かぶ『ラジオゾンデ要塞』の最上層部の地面に腰を下ろして、ようやく息を吐はいた。

　霊れい装そうによる通信は回復し、今もアニェーゼの声が届いてきている。

『危機的状況の回かい避ひを確認しました。となると、次にやるべきは情報の収集でしょう。何しろ、私達は敵の素す性じようすら摑つかめていません。その要塞がいつまで浮かんでいるかは分かりませんが、ヒントが消えない内に、少しでもデータをかき集めておいてください』

「……了解しました。いっそ、水圧で破は壊かいされないよう防護結界を張る事に集中した方が、のちのち得られるデータ量は増えるような気もしますけど」

　言いながら、神裂はもう一度立ち上がる。

　浸水や沈没の危険があるため要塞内部の奥深くまで調査する気は起きないが、調べられる範囲での情報収集は確かに行うべきだろう。







『労ねぎらいの言葉でも贈ってやりたい所だが、そう言えばまだ本題に入っていなかった事を思い出してな』

　バードウェイは携帯電話越しにそんな事を言う。

　浜はま面づらはうんざりした調子で、

「また説明したがりかよ。あと一体何時間拘こう束そくするつもりなんだ……？」

『いいや。残るは核心だけさ。……「ヤツら」の名前だよ』







　そうして、神かん裂ざき火か織おりは『ラジオゾンデ要よう塞さい』の一角で、とてつもなく不釣り合いなものを発見した。

　科学か魔ま術じゆつか相手の素す性じようは不明だが、これまでは、どことなく魔術サイドの要塞『ベツレヘムの星』を模して造られているような雰ふん囲い気きはあった。基となる要塞のイメージに引きずられているせいか、『ラジオゾンデ要塞』を作るパーツパーツにも古びた聖堂や神殿のような意い匠しようがちりばめられていたのだ。

　その雰囲気を台無しにするもの。

　それは、壁一面に真っ赤なスプレー塗料で記されたメッセージだった。

　乱雑な一文。

　ウォールアートなどとは低い意味で次元の違う、ただ広い壁を覆おおうように文字を書き殴なぐっただけというメッセージが、これまで築かれていた要塞全体のイメージを叩たたき壊こわしている。







　ヤツら。

　第三次世界大戦の過程で発生した者達。戦争が終わった後にも未いまだに蠢うごめいている者達。

　あの戦争から大切な者を守りきった三人にとっては、知らない訳にはいかない情報。

『そう』

　バードウェイは言う。

『「ヤツら」の名前はな……』







　神裂の前に広がる壁一面のメッセージには、こう記してあった。

　Welcomehomeおかえりなさい, heroヒーロー.

　それは、誰だれを、何を差していたのかを神裂は知る。

　この『ラジオゾンデ要塞』に対処する作戦の直前に、同じ魔術師の五いつ和わから『あの少年が目もく撃げきされた』という話は聞いていた。

「……、」

　そして。

　書き殴なぐられたメッセージの末尾には、贈り主の名前も記されていた。

　そこにはこうある。







『……グレムリン、と言うそうだ』

　From [image: 点]GREMLIN[image: 点]グレムリンより.







　それは機械の誤作動を誘ゆう発はつし、飛行機などの兵器を使い物にならなくさせると信じられてきた妖精の名前。

　機械という概がい念ねんが生まれてから人々の間で語り継がれるようになった、新世代のオカルト。

　世界の片側が、もう片側を蝕むしばむ象徴。

　第三次世界大戦を経て、戦勝者の科学サイドが大きく広がりを見せるようになったこの世界で。

　今一度、それらを喰くらうオカルトが産うぶ声ごえを上げる。








終章　休息、しかし暗部で交錯　Birdway's_Speech.









「グレムリンの次の狙ねらいはアメリカ合衆国らしい」

　学生寮りように戻ってきた上かみ条じよう達に、バードウェイはそんな事を言ってきた。

「何をするつもりかは知らんが、すでに何人かの魔ま術じゆつ師しがハワイ諸島へ上陸しているとの情報を摑つかんだ。今回の『ご挨あい拶さつ』であれほどの騒さわぎを起こしたグレムリンだ。本格的に動き出せば、その混乱は世界規模に達するだろう。潰つぶしておくなら今の内だな」

　挨拶。

　地球人類壊かい滅めつ規模の損害を出しかねなかったあの大掛かりな事件でさえ、グレムリンにとっては上条当とう麻まの生存を確認するための作業と、自身の存在を『知る者にだけ知らせる』挨拶に過ぎなかった。

　グレムリンの本格起動は、誰だれにとっても他ひ人と事ごとではなくなる。

　そのレベルの災さい厄やくが待つ。

　間近に迫った危機を察知できただけでも、この場に居合わせた人間は幸運だったのかもしれない。……それを活いかせるか否いなかは各人の選択に依存するが。

　だが、

「ちょっと待て」

　と言ったのは一方通行アクセラレータだ。

「ふざけンなよ。俺はこれまでの過程で聞きてェ事があったから話に耳ィ傾けてただけだ。これから先、オマエ達の手て駒ごまとして動くつもりはねェぞ」

「勘かん違ちがいしてもらっているようだが」

　バードウェイは人差し指を軽く振って、

「私達としても、別にお前なんぞの協力など求めちゃいない」

「……、」

「おや？　巻き込まれるのは迷惑だと明言しているくせに、戦力外通告をされると不ふ機き嫌げんになるのかな。だとしたら随ずい分ぶんと勝手な野郎だ」

　嘲あざけるように口角を上げ、バードウェイは続ける。

「聞きたい事がありそうだから質問に答えてやっただけだというのに、まるで自分が舞台の中心に立っているような物言いを、さも当然のように振りかざすとは……。どうやら、今まではよほど周囲からチヤホヤされてきたと見えるな。クリスマスケーキではサンタの人形の所を必ず切り分けてもらっていたタイプか？」

　チッ、と一方通行アクセラレータは舌打ちする。

「だったら構わねェ。俺には俺の人生がある。ここで消えさせてもらうぜ」

「……できるものならな」

「あ？」

　彼の赤い瞳ひとみに剣けん吞のんな光が宿ったのは、取引材料として身近な人々が使われる可能性を考こう慮りよしたからだ。

　しかしバードウェイは首を横に振った。

「心配するな。私は学園都市じゃない。お前に何かを強要する事はないし、そのための取引材料を探そうなんて考えないよ」

「……、」

「ただまぁ、私の結社は様々な組織のリーダーやカリスマを解析する事で、世界の中心核を掌しよう握あくするための最適コースを探し出す事を旨むねとしているからな。そういう専門家から言わせてもらえば、分かるのだよ」

「何がだ」

「ただ平へい穏おんを甘受する者と、一度それを失いかけてから自力で取り戻した者の間には決定的な違いがある事をさ。ヒーローには様々なパターンがあるが、フレメア＝セイヴェルンに手を差し伸べた時点でお前の方向性は決定された。……だから残念に思うよ。お前は、私が来るなと言っても来るだろうし、その方向性は待ち望んでいた平穏を過ごせば過ごすほど強くなる。今はナゾナゾみたいに聞こえるかもしれないが、後になってから、いやというほどそいつを思い知らされるだろうさ」

　一方通行アクセラレータは答えなかった。

　玄関のドアを乱暴に開き、そのまま出て行ってしまう。

「……どういう……事なんだ……？」

　浜はま面づらは茫ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　今のやり取りは、決して彼にとっても無関係ではないはずだ。




　ただ平穏を甘受する者と、自力でそれを取り戻した者の違い。

　平穏の中にいればいるほど、戦いに赴おもむこうとする方向性が強くなってしまう。




　言われてもピンとこない。しかし、実感はなくても背筋に寒いものを感じ取れる。それではまるで、自ら戦せん闘とうを望み、『闇やみ』の中で血に溺おぼれようとしているように聞こえるではないか。

　そんな浜面の背後に接近したバードウェイは、こんな事を言った。

「……ネタバレしてほしいか？」

「うわっ!?」

「どうせこの部屋を出れば自然と分かるはずなんだが……何事にもバレがないと苦痛に感じる輩やからもいるらしい。ネット検索時代というのも困ったものだな」

　やれやれ、とバードウェイはため息をついて、

「一つ勘かん違ちがいしてもらっては困るのだが、私は別にお前達を過小評価しているつもりはないし、悪感情も抱いてはいない。世の中には様々なヒーローがいるが、中には我欲の強さがカリスマ性を発揮し、女子供でも容よう赦しやなくぶち殺すのがカッコイイ……なんてふざけた評価を受けた連中もいるからな。そうした者に比べれば、フレメア＝セイヴェルンに無む償しようで手を差し伸べたお前達はまだマシなレベルのヒーローさ」

「……だったら……」

「ただ、そのヒーロー像が問題なんだ。お前は自身の危機的状況も顧かえりみずにフレメア＝セイヴェルンを助け出した。お前なりの理由があるのだろうが、きっとその理由に該当しない人物だったとしても、お前は同じように別の誰だれかを救っていただろう。お前は、そういう種類の、損得なしで個人と世界を救う人間なのだから」

　だからこそ、とバードウェイは続けて、

「お前は戦いから逃れられない。たとえ必死に取り戻した平へい穏おんの中で幸福に暮らしたとしても、きっと気づいてしまう。……自分はこうして幸せだけど、自分の隣となりにいる人がどうかは分からない。自分には個人や世界を救うほどの力があるはずなのに、それを黙だまって見捨てるのは本当に正しい事なんだろうか、ってな」

「……、」

「言葉でなら否定はできる。だが、いざその場面に遭そう遇ぐうすればお前は必ず動いてしまう。フレメア＝セイヴェルンを助けてしまった時のように。ただ平穏を甘受するだけの弱者じゃない。失いかけた平穏をその手で取り戻した強者たる人間は、常に『あの時と同じように戦える』選択肢の前に苦悩する運命を背負う。……それが、必死で取り戻した平穏そのものに亀き裂れつを入れかねないほどのリスクがあったとしてもな」

　優すぐれているが故ゆえの欠点。

　善性の中に潜ひそむ危険性。

　その多くを眺めてきたからこそ、バードウェイは容赦なく浜面を抉えぐり取る。

「さっきも言った通り、ヒーローにはいろんな種類がある。中には、他者を見捨ててでも大切な者を守ろうとする美学だって立派に成立している。だがお前にそれは選べない。何な故ぜなら、フレメア＝セイヴェルンのためにすでに動いてしまったからだ。……それ相応のリスクを覚悟する形でな」

　そして今。

　世界が抱えているグレムリンの問題は、おそらく放置すればフレメア以上の被害と犠ぎ牲せいを招き寄せる。

　浜はま面づらが、滝たき壺つぼや麦むぎ野の、絹きぬ旗はた、フレメア、半はん蔵ぞう、郭くるわ……そうした人達と何の危険性もない平へい穏おんな日々を過ごすたびに、彼は心の中でこう考えてしまう。




　これほどのものを築き、守るだけの力があるのに。

　自分だけが幸せになって良いのか、と。




「……結論を言おう。幸せになって良いんだ。そこに罪悪感を覚える必要なんて何一つない。だが、私がこう言ってもお前達は聞き入れないだろう。今この場では頷く事はできても、いざその時がやってくれば迷わず突き進むだろう。その思考は尊いが、哀かなしい生き方だと思うよ。だからこそ、そこに強く惹ひかれる者が現れ、ヒーローの行いを語り継ごうとする動きが出てくるのかもしれないがね」

「……、」

　浜面の心なんて浜面自身も分からないのに、まるで確定事項のようにバードウェイはそう結論付けた。それは多数の人間を観察してきた彼女だけが抱えている、統計データというヤツに基づいているのか。

　冗談じゃない、と浜面は思う。

　彼は命いのち賭がけで滝壺を守りきった。麦野や絹旗にだって絶対に危害が及ぶような事にはなってほしくない。わざわざ危険な所へ出向く必要はないのだ。この世界には危険なモノを取り除くための組織や専門家なんてものがきちんと編制されていて、それが今日まで人類の歴史を途絶えさせずに続けさせてきた。なら、浜面がその矢や面おもてに立つ必要なんてない。浜面の大切な人達が、浜面の行動でリスクを負わされる必要なんてないはずだ。

　だが。

　もしも。

　今回のフレメア＝セイヴェルンのように、何の罪もない人が浜面の前で泣き叫んでいるとしたら。その頭に銃口を押し付けられているとしたら。

　黙だまって見過ごせるのか？

　自分の持っているものが傷つく事を恐れて、見殺しにできるのか？

　ただ単に『武装無能力集団スキルアウト』として、弱いのが当たり前、何も変えられないのが当たり前と信じてきた頃ころとは違う。

　実際に理り不ふ尽じんな戦せん闘とうに勝利し、世界規模の戦争から大切な人達を守り切ったその後に。

　私には何の力もありませんからあなたを守れませんなんて言い訳を。

　自分自身に向けられるのか？

「ゆっくり考えろ、とは言わないよ」

　バードウェイは声のトーンを落とし、気の毒そうな調子でこう言った。

　珍めずらしく、声こわ色いろに真しん摯しな色を添えて。

「……できれば、否定してもらった方がこちらも気が楽だ。そうできる事を、無む駄だと知りつつ私は祈ろう」







　一方通行アクセラレータに続き、重い足取りで浜はま面づら仕し上あげも寮りようを出て行った。

　バードウェイは無意味に小さな胸の前で腕を組みながら、上かみ条じように目をやる。

「やはり、最後に残ったのはお前か」

「俺の家だからな」

「まぁ、巻き込む事を前提に北極海から救っておいて何だが、お前こそあの二人とは比べ物にならないほどの異常を抱えていると思うよ」

　人様の家の冷蔵庫を勝手に開け、魚肉ソーセージを貪むさぼりながらバードウェイはそんな事を言う。

「何しろ、あれだけ様々な指導者やカリスマの研究を続け、先の二人にはきちんと警告を与えた私でさえ、思わず巻き込んでしまおうと考えてしまうほどの性質を備えているのだからな」

「好きでやってる訳じゃない」

「だが途中では投げ出さない」

「騒さわぎが向こうの方からやってくるんだ。仕方がないだろう」

「だからお前には導入が必要ない。情報を収集し接点を作る努力もなく中心に立つ」

　バードウェイは薄うすく笑う。

「……実は世の中の人間の半分ぐらいはそんな片へん鱗りんを持っているがな。しかし大抵の場合、その接点を無視して自分の生活を維持するか、下へ手たに関かかわろうとするものの、結末まで辿たどり着けずに脱落するかだ。その点、お前のカラーは始点でも終点でもなく、過程にこそあるのかもしれないな」

「？」

「『不幸』である事が特徴なんじゃない。その『不幸』をどう切り返して己の力に転化するかが飛び抜けていると言っているのさ」

　お土産みやげとして魚肉ソーセージを勝手に二、三本拝借したバードウェイは、複数の黒服の男達を従えて玄関へと向かう。

　振り返らずに、彼女は言った。

「……まぁ、しばらくはお前の性質に甘えさせてもらうとするさ。次はハワイだ。グレムリンもお前の生存を確認した以上、その右手の対策を講じた上で事を起こすだろう。これまで以上の死し闘とうになるだろうが……いつも通り巻き込ませてもらうとするよ」

　ドアの開閉する音が聞こえた。

　後には上かみ条じようとインデックスしか残らなかった。

「とうま」

　ポツリと、インデックスは名前を呼んだ。

　それから、彼女はこう続ける。

「とうま、また行っちゃうの」

　これまでの彼を知っていて、これからの彼を案じる少女はこう尋ねる。

「いっぱい心配したよ。すごく不安だったよ。とうまには必ず勝てるなんて切り札はない。必ず帰ってこれるなんてルールはない。勝てるかどうか分からない勝負を繰くり返せば、そのたびに帰ってこれる確率は減る。それでもまた行っちゃうの？」

「そうだな……」

　上条は呟つぶやくように言う。

　彼は自分の右手へ目を落とし、五本指を軽く開閉させながら、

「俺だって、できればこんな事は繰り返したくない。でも今回ばかりは、俺も無関係ではいられない。おそらくこれまでとは事件への関かかわり方も変わってくると思うんだ」

「？」

「第三次世界大戦の終盤、首しゆ謀ぼう者しやの右方のフィアンマは、俺の右手を手に入れる事が戦争の目的の一つだったって言っていた」

　上条は拳こぶしを握り、

「そして今回の『ヤツら』……グレムリンも俺の右手を意識している。あんな馬ば鹿かデカい要よう塞さいを浮かべてまで、俺の居場所を探ろうとしたんだからな。連中が俺の右手を欲しているのか、あるいは警戒しているのか。そこまでは分からないけど、多分俺は、また『分岐点』に立っているんだ。あの第三次世界大戦の時と同じように」

「とうま……」

「俺はこの右手の力の正体を知りたい」

　呟く。

　実は、第三次世界大戦の終盤で、上条は一度この右腕を切断されている。その切断された腕は、断面同士を接合した訳ではない。

　何もない所から再び生み出されたのだ。

　どんな材料を元に、どんな力を使って、どんな方法を利用したのかも分からず。

　しかし確実に、元の幻想殺しイマジンブレイカーを取り戻すという結果だけを提示する形で。

「知らなきゃ駄だ目めだ。グレムリンの動きが全世界規模に拡大しかねないんだとしたら。どういう形でその根幹に関わっているのかを理解して、どういう風に動けばグレムリンの計画に影えい響きようを及ぼすのかを導き出さなきゃならない」

「……、」

「でも、幻想殺しイマジンブレイカーはもう単なる科学サイドの能力の範はん疇ちゆうを超えている。おそらくその本質を知るためには、科学サイドと魔ま術じゆつサイドの両方から情報を仕入れないといけない。お前の頭の中にある一〇万三〇〇〇冊にも記されていないような、深い深い所にある情報を。……そういう意味でも、今この流れから取り残される訳にはいかない。ここでバードウェイが差し出したチケットを受け取らないと、きっと俺は俺の情報すら永遠に摑つかめなくなっちまう」

　そこまで言うと、上かみ条じようはわずかに黙だまった。

　握った右みぎ拳こぶしに痛いほどの力を加えながら、

「……結局、俺は自分自身のために殺し合いに参加するって訳だ。はは、これじゃもうバーサーカーと大して変わらないよな」

　自じ嘲ちよう気味に言う上条だが、もう彼が立ち止まる事はなさそうだった。

　しかし、インデックスは心の中でこう思う。




　おそらくそんな事がなかったとしても、上条当とう麻まは再び騒そう乱らんの中心へ向かっただろう、と。




　ハワイ諸島ではこれから大規模な魔術事件が発生する。

　そこには多くの人達が生活しており、事件の発生と共にその人達は確実に苦しめられる。進行の方向によっては、多数の死者だって出てくる可能性もある。

　それだけ分かれば、彼はもう動き出すだろう。

　元々、上条当麻には大おお仰ぎような行動理由は必要ない。何もしていなくても彼は巻き込まれるし、その危機的状況を途中で投げ出さず、自分の力で打破するだけの行動力も備えている。そんな形で救われた人間は少なくなく、かくいうインデックス自身もそんな中の一人でもあった。

　何のために、と質問する者もいるかもしれない。

　そして、どれほど危険な行為を行っているかも理解せず、彼はこう答えるだろう。

　自分のためだ、と。







　一方通行アクセラレータは、現代的なデザインの杖つえをついて夜の街を歩いていた。

　周囲には打ち止めラストオーダーと番外個体ミサカワーストの二人がついてきている。

「うおおお、夜のキラキラした街を歩いているとオトナな気分になるぜ、ってミサカはミサカはキョロキョロしてみたり」

「と言いつつ食べ物の店にしか目が向いていないのはどういう事なのかねえ？」

「妹の分ぶん際ざいで上から目線とは片腹痛いわ!!　ってミサカはミサカはピラミッド構造の確認をしてみる!!」

「その妹に胸のサイズで負けてる姉ってどうなの存在価値あるの？」

　バタバタ暴れる打ち止めラストオーダーとそれを軽くかわす番外個体ミサカワーストを眺めながら、一方通行アクセラレータは思う。

　これを取り戻すために、自分は悪の道を捨てた。

　場違いな事でも何でもやると決めた。

　結果として彼は満足しており、最低限どうしても守りたい者を守り切る事に成功した。

　ただし。

　これまで目の前の目標を摑つかみ取るだけに夢中で全く気づかなかったが。

　その先にもまだ道がある。

　道が何を意味するのか、どこへ向かっているのか、一方通行アクセラレータは静かに考える。







　浜はま面づら仕し上あげもまた、夜の街を歩いていた。

　途中までは帰路も同じなので、滝たき壺つぼ、麦むぎ野の、絹きぬ旗はたといった面々もついてきている。ちなみにフレメアは浜面の背中でぐっすり眠っていて、滝壺の無表情な瞳ひとみに若じやつ干かん剣けん吞のんな光が宿ったままだった。

「しっかし学園都市の『闇やみ』ってのも超ネバネバしているみたいですね。この分だと『新入生』の他にも、同時多発的に復帰組が超出現してきそうな感じです」

「元々、まともな生活に背を向けるか締しめ出されるかして集まった連中だしね。適応できない人間だってどうしても出てくる。学園都市の異常なテクノロジーの進歩速度を下支えする方法としても手っ取り早いし、その方法とやらに名案が出てこない限りは、似たような現象が似たように発生するでしょ」

「ただ、超望んで『闇』に入った人間と、超望まずに『闇』に投げ込まれた人間を切り分ける事ができただけでも、やっぱり成果は超あったんですかね」

「……そいつは、大きなお世話のスケールによって判断が分かれるかもね」

　浜面は思う。

　この街には依然として『闇』が残っている。また、新しいものが発生する懸け念ねんもある。しかし、『闇』の速度を上げている原因の一いつ端たんは、どうやら学園都市の『外』にあるらしい。

　だとすれば、その『外』と戦う事は何を意味するのか。

　自ら『闇』へ飛び込む者は止められない。だが、彼らが『闇』へ飛び込もうとする必要性を感じている事自体、『外』で暗あん躍やくするグレムリンへの対抗策なのだとしたら。

　それは、対岸の火事と言えるのか？

　この学園都市にいるだけで、すでに自分達は当事者となってはいないか？

　浜面仕上は自らの手で取り戻した仲間達に囲まれながら、静かに考える。







　夜の街で、静かな暗くら闇やみに包まれたまま。

　三人はこう思う。

　この道はどこへ続いている？　と。













　深夜に携帯電話の着信音に叩たたき起こされた上かみ条じよう当とう麻まは、メールの文面にあった場所へと向かった。

　第七学区の鉄橋である。

　上条が到着すると、そこにはメールの送り主が待っていた。

「御み坂さかか……？」

「忘れ物よ」

　彼女は言って、何かを放り投げた。上条が片手で摑つかむと、それはカエルのストラップだった。上条が北極海に沈んだ際、なくしていたはずのものだった。携帯電話に繫つなげる紐ひもの部分は千ち切ぎれていたはずだったが、そこには別の色の紐が通してあった。

「一応お揃そろいなんだから、あっさりなくしたりしないでよね」

「悪い」

　上条はそう謝って、自分の携帯電話に改めてストラップを取り付ける。

　美み琴ことはそれを見て、小さく笑った。

　ようやく何かが元に戻ったと言いたげな表情だった。

「アンタの事だから一ヵ所でじっとしているなんてありえないんだろうけど……ひょっとして、またどっか行くの？」

「みたいだな」

　上条はため息をついて、

「正直、訳知り顔をしている俺だって今何が起きているか大して分かっちゃいない。元凶の正体だって名前ぐらいしか知らない。ただ、その波はもう学園都市まで届いている。学園都市を狙った過程で俺が巻き込まれたんじゃない。俺を狙ねらった過程で学園都市が巻き込まれた。……だったら、放っておく訳にはいかないだろ」

「ま、言って聞くようなヤツじゃないのは分かってるから、今さら止めはしないけどね」

　美琴の方の用事はストラップだけのようだ。

　上条は自分の携帯電話をポケットにしまう。

　話題がなくなる事で、再び繫がりが分かたれようとする。

「それじゃあな」

　上条はそう言った。

　美琴から背を向ける。

　鉄橋から離はなれようとする。

　学園都市の科学的な常識に整えられた世界から、その領域の外側へと大きく踏ふみ出そうとしていく。

　そんな少年の手を、美み琴ことが摑つかんだ。

　ふらりと離はなれようとする少年を、確かに。

　動きを止めた上かみ条じようの耳に、美琴の言葉が届けられる。




「ただし、今度は一人じゃない」
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　そして。

　少年達が次へと進む覚悟を決めている中、バードウェイも静かに動き出していた。

　学園都市の第三学区にある高級ホテルへと帰る道すがら。

　敢あえて車を使わず徒歩で夜の街を歩いているバードウェイは、部下の黒服の男達とありふれた連絡事項の確認を行っていた。内容は主に、第三次世界大戦終盤に世界中で出現した巨大な『黄金の腕』や、その『黄金の腕』の爆発に伴って生み出された同質の物質群の処理状況。後は第三次世界大戦の真の象徴とも言える、『ベツレヘムの星』という巨大な要よう塞さいを構築していた、全世界の教会や聖堂からかき集めたパーツ群の回収・返却作業の進しん捗ちよく状況などだ。

　……実際に彼女達が行っているのではなく、ローマ正教やイギリス清教など国家規模、あるいはそれ以上の大きさの宗教組織が行っている作業の盗み聞きに近いのだが。

　大方の話が終わると、ふとバードウェイはこんな事を呟つぶやいた。

「……お前も大変だな、アレイスター」

　周囲の黒服に向けて話しているのではない。彼女のそれは独り言に過ぎない。だが、バードウェイは知っている。細かい原理がどうのこうのではなく、今ここで行われる会話がある男へと伝わっているという本質を。

「先の『新入生』の騒さわぎもそうだが、今回の『ラジオゾンデ要塞』で確信したよ。おそらくグレムリン側もそう結論付けただろうがな。……お前は、自由に動く事ができない。あの『新入生』の発生と行動がお前の目的に合致するとは思えないし、それが野放しにされたという事実も見逃せない。『ラジオゾンデ要塞』に至っては、学園都市上空を通過させる理由は何一つなかった訳だしな」

　レイヴィニア＝バードウェイは古今東西の指導者やカリスマを調べ上げ、効率的に社会の中心構造を掌しよう握あくする事を目的に行動している。

　そのサンプル採取の一環として、彼女は追いかけていたのだ。

　アレイスター＝クロウリーと呼ばれる魔ま術じゆつ師しを。

「『プラン』の誤差が許容を超えた、か」

　呟く。

「私はお前が今何をやろうとしているのか、その詳細は分からない。……だが、一九〇〇年代、お前がまだ死亡扱いにされる前に何をやろうとしていたかについては一通り学んでいるつもりだ。その観点から言わせてもらえば……今の状況は、明らかにお前の目的から遠ざかっているはずだ。違うかね？」

　当然のように、独り言には返事などない。

　構わずバードウェイは続けた。

「第三次世界大戦、そして右方のフィアンマとの接触によって、上かみ条じよう当とう麻まを中心とした『プラン』には大きな狂いが生じた。お前はそれを修正しようとしているようだが、どの方向に力を加えれば元に戻るかも分からなくなってしまった訳だ。複雑に絡からみ合った条件を紐ひも解とかない限り、お前は具体的行動に移れない。北極海に上条が沈んでいると知りながら引き揚げられなかった事も、その上条が学園都市へ帰ってきたと知りつつも確保のために動けなかった事も、全すべてはそのせいだな」

　上条当麻、一方通行アクセラレータ、浜はま面づら仕し上あげ。

　彼らには彼らの社会生活があり、各おの々おのの人間関係を構築している以上、人質に使える人間など当然のように候補が出てくる。中でも特に上条は交友関係が広く、当人もそうした人質を使ったやり方に大きく左右されやすい人格を形成している。

　にも拘かかわらず、アレイスターはそれをやらなかった。

　違う。

　できなかったのだ。

　厳密には、やろうと思えばできたはずだが、その安易な行動が、アレイスターの掲げる『プラン』にどれほどの影えい響きようを及ぼすか、魔ま術じゆつ師し自身が計算できなくなっているのである。

「オシリスとホルス。十字教支配に縛しばられた古い世界を捨て、真の法則と自由に満たされた新たなる世界に目覚めよ。これがお前の持論だったな。……まぁ、その思考には純粋な論理以外の、とある厳格な十字宗派の教徒達や俗世の欲を捨てたと自称する近代魔術社会の醜い所を眺めてきたお前の生い立ちなども関かかわっていそうな気もするが」

　星空よりも派手に瞬またたく夜景を眺めながら、バードウェイは底意地の悪い笑みを浮かべた。

「……その通りだよ、アレイスター。第三次世界大戦を経て、この世界からは『古い』ルールは取り除かれた。お前自身が支配していたものも含めてな。二度目の死。上条当麻の誤差。制御不能の未来予想図。……世界は今日もすこぶる楽しそうじゃないか。お前も存分に堪たん能のうしろよ。当たり前に人々が自由に動き回り、それ故ゆえに大局の見定められなくなった混こん沌とんを」

　パシッッッ!!　という乾いた音が聞こえた。

　バードウェイの頰ほおのすぐ横、金色の髪の二、三本が不自然に切断された。

　風に舞う金色を見てようやく周囲の黒服達が警戒するが、バードウェイは片手でその動きを制した。

　アレイスターからの挨あい拶さつ。

　あまりにも先せん端たん科学が使われ過ぎていて、バードウェイには何が起きたか理解できていなかったが、それでも彼女が笑みを消す事はなかった。

　細かい原理がどうのこうのといった問題ではない。

　もっと本質的な部分の解答を導き出していたからだ。

「……今の一いち撃げきを、警告に留とどめる理由は特になかった」

　一向に口調を変えず、笑いながらバードウェイはこう告げた。

「私の首が落ちなかった時点で、お前の焦あせりは透けて見えるよ。アレイスター」








あとがき









　ええと、無印のインデックスから買っていただいた方、新約の一冊目から買っていただいた方、今回まとめて買っていただいた方、新約だけでもまとめ買いしてみた方、とりあえず最新刊だけな方、道は色々あると思いますがこんにちは。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　新約の二冊目となりました。今回はこの世界観の根幹の一つである『魔ま術じゆつ』について改めて考えていただくような内容となっております。また、『ヤツら』についての輪りん郭かくを浮き彫りにしたり、『上かみ条じよう当とう麻まの二度目の死』の意味をちょっと提示してみたり……と、どちらかというと舞台裏にあるものを表側へ引っ張り出すような感じの話にできたと思います。

　テーマの一つにラジオゾンデという言葉がありますが、これは使い捨ての観測用風船を意味します。これを踏ふまえると、今回の『ヤツら』が何をしたのかが分かりやすいかも？

　個人から組織に至るまで、各おの々おののパワーバランスが崩れてきている事にお気づきの方も多いかもしれませんね。特に『アレイスターからの干渉』は、一見主人公達を妨ぼう害がいしているように見えて、実はなければなかったで困った問題が発生する項目でもあります。ある種、大人の力によって守られた子供達の戦い、という構図が破は壊かいされてしまい、それらの補助のない世界で命を懸かけて自立しなければならない訳で……と、こう書いてしまうと、何だか『二度目の死』が少年の成長過程における『一つの段階』からの脱却、とかいう風に受け取られてしまうかも？　などと邪推してしまいます。もちろんハズレのルートですが、パラレルとして楽しむ分には面おも白しろい題材かもしれませんね。

　ファイブオーバーに続いて偶然今回もミョルニル関連だったので、何だかビリビリさんの困り顔が目に浮かびます。ただ、科学サイドの発火能力パイロキネシスと魔術サイドの炎剣が別枠であるのと同じく、魔術サイドにも雷らい撃げきという超代表格な攻撃方法を持つ者がいても不思議じゃない、というか、いないと逆に変だと思いましたので出してみました。『スケールはデカいが使い勝手は悪い』は、どちらかというと美み琴ことではなく麦むぎ野のと対応するかもしれませんが。




　イラストのはいむらさんと編集の三み木きさんには感謝を。賑にぎやかな雰ふん囲い気きにしたかったからなのですが、あれだけ大量のキャラクターを登場させると、どのシーンを切り取るかの選択も大変だったかと思います。今回は本当にありがとうございました。

　そして読者の皆様にも感謝を。コメディを大幅に入れる事で全体の甘さを増したつもりですが、それでも基本的には舞台裏の設定を並べた苦い話だったと思います。これもまた、デビュー一作目では難しい構造の話だったはず。好き勝手やらせていただいてありがとうございます。




　それでは、この辺りでページを閉じていただいて。

　次回もページをめくっていただける事を願いつつ。

　今回は、ここで筆を置かせていただきます。




　やっと美み琴ことも参戦!!　……私が今まで出さなかったからですけど


鎌かま池ち和かず馬ま　
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